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     ワールドカップ宮城・仙台友の会 
                     キックラブ活動年表 

 
 年 月 日  分 類 会 合・イベント  場  所 
００年１１月２３日 委員会 第１回キックラブ・ミーティング 仙台市ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ 

   １２月１０日 委員会 第２回キックラブ・ミーティング 推進委会議室 

０１年 １月 ７日 協力イベント 第２回ワールドカップセミナー ｼﾙﾊﾞｰｾﾝﾀｰ 

同 上 委員会 第３回キックラブ・ミーティング ｼﾙﾊﾞｰｾﾝﾀｰ 

    ２月１８日 委員会 第４回キックラブ・ミーティング ｼﾙﾊﾞｰｾﾝﾀｰ 

２／２３～３／１ 協力イベント サポーター新世紀写真展・講演会 メディアテーク 

３月１８日 委員会 第５回キックラブ・ミーティング 仙台市ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ 

３月２０日 参加 ワールドカップ・シンポジウム 埼玉 

３月２４日 協力イベント 宮城スタジアム見学会 宮城スタジアム 

３月２５日 主催イベント キックラブブース設置 仙台スタジアム 

４月 １日 協力イベント ワールドカップ・パネル展 塩釜市千賀の台 

４月１５日 委員会 第６回キックラブ・ミーティング 中央市民ｾﾝﾀｰ 

４月２５日 協力イベント ４００日前ｲﾍﾞﾝﾄ・ｶｳﾝﾄﾀﾞｳﾝﾎﾞｰﾄﾞ設置 勾当台公園 

５月 ６日 協力イベント 日韓友情ウォーク 宮城スタジアム 

５月１３日 委員会 第７回キックラブ・ミーティング 中央市民ｾﾝﾀｰ 

５／１９～２０ 協力イベント 2002ＦＩＦＡﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟｽｸｪｱ in青葉祭 仙台市西公園 

６月１０日 協力イベント ワールドカップ 1年前イベント 宮城スタジアム 

６月１７日 委員会 第８回キックラブ・ミーティング ＮＰＯプラザ 

６月２４日 協力イベント ﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ記念フットサルフェスタ シェルコム仙台 

  ７／５～１２ 協力イベント ベガルタ仙台＆ﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟパネル展 モール長町 

７月１５日 委員会 第９回キックラブ・ミーティング ＮＰＯプラザ 

８月 ５日 協力イベント 仙台スタジアムまつり 仙台スタジアム 

８月１９日 協力イベント 利府町ワールドカップ勉強会 十符の里プラザ 

８月１９日 委員会 第１０回キックラブ・ミーティング 仙台市ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ 

９月１６日 委員会 第１１回キックラブ・ミーティング 仙台市ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ 

１０月２１日 委員会 第１２回キックラブ・ミーティング 仙台市ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ 

１１月 ４日 主催イベント 第３回ワールドカップセミナー 仙台市ｼﾙﾊﾞｰｾﾝﾀｰ 

１１月１０日 協力イベント 電動車椅子サッカー大会 宮城県ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ 

１１月１１日 協力イベント 宮城スタジアム見学会＆セミナー 宮城スタジアム 

１１月１８日 委員会 第１３回キックラブ・ミーティング 仙台市ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ 

   １２月 １日 主催イベント ファイナルドロー観戦会 ﾜｰﾙﾄﾞｻｯｶｰｶﾌｪ 

１２月 ２日 主催イベント ワールドカップ・フリートーク・ﾌｪｽﾀ ハーネル仙台 
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１２月１５日 協力イベント ２１世紀のキックオフ 仙台市ｼﾙﾊﾞｰｾﾝﾀｰ 

１２月１５日 委員会 第１４回キックラブ・ミーティング 仙台市ｼﾙﾊﾞｰｾﾝﾀｰ 

１２月１５日 懇親会 キックラブ忘年会 サンバサンバ 

０２年 １月１３日 委員会 第１５回キックラブ・ミーティング シャフト 

 １月２０日 協力イベント ウェルカム・ワールドカップ 利府町十符の里 

 ２月 ９日 参加 2002ワールドカップ開催都市市民サミット 東京 

 ２月１１日 協力イベント ワールドカップパネル展 利府町青葉台 

 ２月１７日 委員会 第１６回キックラブ・ミーティング 仙台市ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ 

 ２月１７日 主催イベント イタリア勉強会 仙台市ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ 

 ２月２４日 協力イベント ＴＨＥイタリアイベント セルバ 

 ３月１０日 協力イベント イタリアキャンププレ講座 桂市民センター 

 ３月１０日 参加 第１回スポーツＮＰＯサミット 神戸 

 ３月１７日 委員会 第１７回キックラブ・ミーティング 仙台市ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ 

 ３月２１日 主催イベント 第１回宮城ワールドカップの集い Samba2 

 ４月 ７日 協力イベント 第２回ウェルカム・ワールドカップ 利府町中央公園 

 ４月２１日 協力イベント ワールドカップパネル展 利府町花園 

 ４月２８日 委員会 第１８回キックラブ・ミーティング 仙台市ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ 

 ５月 ５日 主催イベント ﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ記念フットサルフェスタ シェルコム仙台 

 ５月１９日 委員会 第１９回キックラブ・ミーティング 菅谷台集会所 

 ５月１９日 主催イベント クリーンカップ２００２ 宮城スタジアム 

 ６月 ２日 協力イベント ラ・ピィアッツァ（交流広場） 泉中央 

   ６／８～１８ 協力イベント サッカーパーク 勾当台公園 

 ６月３０日 委員会 第２０回キックラブ・ミーティング 仙台市ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ 

 ７月 ７日 委員会 第２１回キックラブ・ミーティング 仙台市ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ 

 ７月２１日 主催イベント ワールドカップ・フリートーク・ﾌｪｽﾀ ハーネル仙台 

 ７月２１日 主催イベント 第２回宮城ワールドカップの集い Samba2 

 

まちに世界があふれた

日々、まちわびたその時は

あまりにも短く感じられ

た。 
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キックラブ主要イベント活動報告 振り返れば懐かしい日々、間違いなく私たちはそこにいた。

                       
 
                       

年月日：０１年１１月４日 
                       場 所：仙台市シルバーセンター 
                       テーマ：ワールドカップとまちづくり 
                       参 考：本報告書 p.17～19 
 
 

 第３回ワールドカップセミナー 

 さまざまなイベントの運営協力を通じてメンバー間のコミュニケーションとノウハウを

蓄積し、満を持して仙台市とのタイアップ企画「ワールドカップとまちづくり」セミナー

を開催、ワールドカップの開催地やキャンプ地における市民の活動を参加者と共に考えた。 
☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 
 
 
 

ファイナルドロー観戦イベント 

年月日：０１年１２月１日 
場 所：ワールドサッカーカフェ 
 
 韓国釜山で行なわれたワールドカップ 
のファイナルドロー、仙台をはじめ全国 
の開催地、そしてキャンプ候補地が熱く 
見守る中、次々に組み合わせが決まって 
いく。そして、同じ時間、ネットでつながる国内開催地の仲間がいた。 
☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 
 
 
                       

 年月日：０１年１２月２日 
                       場 所：ハーネル仙台 
                       テーマ：ワールドカップが 
                                  やってくる 
                       参 考：本報告書 p.22～58 
 

  ワールドカップﾌﾘｰﾄｰｸﾌｪｽﾀ 
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 前夜の熱い気持ちをそのままぶつけるために時間をかけて準備してきたものが「ワール

ドカップ・フリートークフェスタ」だった。松本育夫氏の基調講演につづき、スポーツ・

まつり・交流の３つの分科会を開催、多くの人のつながりを確認できた１日でもあった。

そしてこの日、キックラブとしてワールドカップの開催前に、そして期間中に何をすべき

かをまとめた「キックラブ・ビィジョン」を発表したのだった。 
☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 
 
 
 
                      年月日：０２年２月２４日 
                      場 所：泉中央セルバ 
                      イタリア政府観光局 鈴木正文氏 
                      「イタリアのスポーツ文化」 
 
 

  ＴＨＥ イタリアイベント 

  
奇しくも２００１年１１月１８日のＪ２リーグ最終戦 
で劇的なＪ１昇格を決めた地元ベガルタ仙台、皮肉にも 
行政の支援はワールドカップの開催地にＪリーグチーム 
が必要だから、というものだった。その恒例となった 
トークショーと、仙台市をキャンプ地として選んだイタ 
リアを紹介するためのイベントを連動して開催。 
この時期のキックラブにとって、イタリアはワールド 
カップを身近に感じるための企画の柱となっていた。 
 
☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 
 

  イタリアキャンププレ講座  
 
                      年月日：０２年３月１０日 
                      場 所：泉区桂市民センター 
                      共催企画として実施したイタリアを中心 
                      としてワールドカップへの理解を深める 
                      イベントだった。 
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☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 
 
 
 

国際交流フットサル・フェスタ 

年月日：０２年５月５日 
場 所：シェルコム仙台 
 在仙の外国人に呼びかけてチームを募り 
シェルコム仙台を会場として開催されてい 
る「フットサル・フェスタ」。０１年には 
運営に協力、０２年は主催団体のひとつ 
として参加した。このイベントを通じてサッカーの楽しさを実体験できたメンバーも多く

いた。尚、優勝チームは０１年のイングランドに続き０２年度はブラジルチーム。今後、

資金面や運営母体の課題をクリアーし継続要望の強いイベントのひとつになっている。 
☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 
 
 
 
                      年月日：０２年５月１９日 
                      場 所：宮城スタジアム周辺 
                      国内のワールドカップ開催地が連動して 
                      企画した「クリーンカップ」、それは会場 
                      周辺のゴミを回収し、気持ちよく観客を 
                      迎えたいというものだった。 

  クリーンカップ２００２ 

 
 
 

サッカーパーク準備 

年月日：０２年５月１９日 
場 所：利府町菅谷台集会所 
開催が近づき、その準備のために選んだ 
のは宮城スタジアム近くの集会所。 
芝お守り作り・キックラブ神社の鳥居作り 
用語集の折込、手分けをし、この時期盛ん 
に流れていたワールドカップの公式ソングを 
聞きながら時間のある限り作業を続けた。 
☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 
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☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 
 
 
                       
                      年月日：０２年６月２日 
                      場 所：泉中央ペデストリアンデッキ 
                      サッカーをテーマとした交流広場、１日 
                      だけであったが、サッカーパークでの 
                      キックラブブースの手ごたえを感じたく 
                      て時折強風の吹く中参加した。 

  ラ・ピィアッツァ（交流広場）

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 
 
 
 

サッカーパーク 

年月日：０２年６月８日～１８日 
場 所：仙台市勾当台公園 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                     雨の日もあった、風の日もあった。それで 
                     も、たくさんの人の笑顔があった。 
                     日によってはスタッフが不足し、つらい日 
                     もあった。人気のフェイスペインティング 
                     に長い列ができた。芝お守りを素直に喜ぶ 
                     外国人がいた。サッカーパークの最終日は 
                     雨。日本代表が宮城スタジアムで負けた。 
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ワールドカップの光景  まちが、人がどことなく輝いていた６月。 

イタリアがキャンプしていた。仙台は選ばれたまちだった。 
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第 3回 2002 年ワールドカップ講座 「ワールドカップとまちづくり」 
 
  2001 年 11 月 4 日（日）13：30～15：30 

仙台市シルバーセンター６F第 2研修室 

講師：（財）日本システム開発研究所 国土計画研究室長 木 田 悟氏 

 

 私は、静岡の清水の出身で、昔はサッカーをやってました。高校時代は細かったです。 

 たまたま7,8年前にJリーグの関係でスポーツを核とした地域の活性化調査をやりそれ以来、

ワールドカップをきっかけとして住民参加による地域づくりができないか調査をやっていま

す。 

また、国土交通省の依頼で調査書を作って開催地などに配っています。 

 ワールドカップが皆さんの町に来るに当たって自治体も含めてお金とか人材とかを相当費

やしています。それをたった 3試合やっただけで終わらせてしまうのは非常にもったいないで

す。 

 それとキャンプ地の候補について言えば八十いくつかありますが大部分の所はキャンプ地

になれないです。そうするとキャンプ地の誘致活動をしたのが無駄になってしまいます。何の

為に行政が関与してやっているのか、だったら、キャンプ地になれなくても誘致活動が地域の

為になるのならと思い先ほどのような調査をやっていました。 

今日配ったペーパーの中に「背景と報告の目的」とあるように、たった 3 試合するためにせ

っかくの活動を終わらせたらもったいないです。やる前もやった後も含めて組織とか活動を実

のあるものにしていったらいいのじゃないか、地域づくりに関与していったものにしていった

らいいのじゃないかと言う事が目的で今日の話があるのではと思います。 

○「スポーツによる活性化」とは何か。 

スポーツは昔、学校体育としてやってきました。学校を卒業するとなくなります。スポーツ

というよりも体育と言った方がわかりやすい時代がずっとありました。学校体育をやっている

のは世界では少ないです。多くの国はスポーツの形でやっています。施設を自治体が借りて月

に何回かスポーツの形でやる形です。 

日本だとグランド、体育館、プール等の施設が学校にあってそれ以外に行政の方で同じよう

なものがあります。今は少し変わっているが学校の施設は学校でしか使えません。ヨーロッパ

などはスポーツコンプレックスといって自治体に一つしかないです。そこを学校が使わない間

は市民が使っています。クラブが主催して施設の申込を行っています。そういう中でサッカー

のチームなどがありプロになったりしている状況にあります。スポーツが生活の一部になって

います。クラブハウスが地域のコミュニティの場になっています。 

一方、日本は Jリーグがそのような考えでやっています。 

地域活性化効果を以下の様に整理しました。 

①地域コミュニティ形成効果、②地域アイデンティティ醸成効果、③他地域との交流促進効

果、④人材育成効果、⑤経済・産業育成効果 

たとえば、「地域アイデンティティ醸成効果」と言うのは他地域に行った人が出身地を語る事
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によって将来出身地に戻ってきて地域をよくしようという効果があります。 

 

○「ワールドカップ」とは何か。 

 「ワールドカップ」という言葉を最初に使ったのはサッカーです。ヨーロッパではフットボ

ールと呼んでいます。昔は「ワールドカップ」ではなく「ジュールベリ杯」といっていました。

これを 3回優勝したブラジルが永久保存の権利を取ったので「ワールドカップ」を新たに作り

ました。2002 年の大会は、5月 31 日に韓国ソウルで開幕し、6月 30 日の横浜での決勝戦で終

了します。 

概ね、一地区で 3 試合を行ないますので、盛り上がり面で問題があります。2 カ国での共催

も初めてです。 

FIFA という組織は NPO のようなものですが、それだけに利権がいろいろ絡んで日本にそのつ

けがまわってきて苦労しています。スポーツ文化の根付いていない日本のような国で開催する

のは初めてです。FIFA の世界戦略の一部で「たまにはアジアでやってみよう」と言う話になり

ました。他開催地は国が関与していますが、JAWOC は国の組織ではありません。法律の改正等

苦労している面が多いです。 

○ここからはスライドをみながら説明したい。 

〈 韓国のキャンプ候補地を示す〉候補地に自治体が関与するのは初めてです。フランス大会

では結果として自治体が関わっていたが、最初から関与するのは日本が初めてです。韓国では

関与していません。 

〈韓国で行われる試合をグループ毎に示す〉 

〈日本のキャンプ候補地を示す〉 

〈日本で行われる試合をグループ毎に示す〉大会の始まる 5 日前から終わった 2 日後までは

FIFA が資金を出しますが普通はもっと長く一月間くらい滞在します。試合会場を考えながらキ

ャンプ地を選定するでしょう。地理的に中部地方は有力です。 

（約 17 分録音が空白） 

〈フランス大会のアルゼンチンキャンプ地、エトナのスライド説明〉 

〈同大会のメキシコキャンプ地、ナンジスの説明〉学校給食にメキシコ料理を出したり選手と

交流会を開いたりと、青少年の教育に効果がありました。ボランティアなど子供を考えた活動

は重要です。 

（スライド以上） 

○キャンプ開始までの地域づくりに関わる運動 

 住民参加系、交流促進系と分けて表を作りましたが、一般的にワールドカップに関してそれ

ほど関心が高いとは思えません。でも、キャンプ地になること、開催地になることは我々が生

きているうちにはもうないでしょう。であれば、皆でやろう、こういうチームがくるんだぞ等

の告知が必要です。その上で交流促進をやることです。 

○キャンプ期間中の地域づくりにかかわる活動 

 チームが来てキャンプをするという事は、お祭りをするんだという意識を持てばいいのじゃ

ないでしょうか。キャンプチームは勝ちに来ているのでこちらがいろいろ仕掛けても乗ってこ
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ない場合もあります。しかしお祭りと同じように「あそこに神様がいるんだぞ」という雰囲気

でみなで楽しめば、わかりやすいのではないでしょうか。チームがきている事の価値を町づく

りに生かすことができます。 

○キャンプ地における効果 

 マスコミをうまく利用します。仙台の場合、「国際都市仙台」と言っているので、世界中に

その情報を流す事が大事です。マスコミを活用、マスコミに情報提供する、マスコミと交流す

る事が重要になります。名前が売れる事が経済的にも波及効果を及ぼします。 

サッカーが世界で盛んになった理由は、植民地政策であり労働者政策であったから。ヨーロ

ッパは階層社会です。フランス大会は大統領がサッカーが好きで盛り上がったがある意味では

政策なのでしょう。下層階級のスポーツではないという盛り上がりを作るのも一つの展開でし

ょう。そういう関係は、階層差別の無い日本ではなかなかわからないです。 

モロッコのキャンプ地であるエクサンプロバンスは中、上流階級の人が多く、特に活動は行

わず、地域としての効果はありませんでした。ただ、マルセイユに近く、試合の宿泊者が出る

などの波及効果はありました。フランスでは、行政が対応した所としてないところではそれな

りの差がでました。活動をしないと効果は現れない、へたをすると場所貸しだけで終わってし

まいます。 

○仙台市における今後の課題 

 仙台市は開催地で人はいっぱいくるのだから、いろんなイベントがあってしかるべきです。

もっと全体を盛り上げて「仙台」を発信します。フランスのナントは政策的にいろいろ仕掛け

ました。ガリバーの利用、ジャズフェスティバルなどをやりました。資料を持ってますので言

ってください。 

以上 

（文責、野坂） 
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2002FIFA ワールドカップ TM フリートーク・フェスタ基調講演 

「ワールドカップがやってくる」 

 

2001 年 12 月 2 日（日） 13：00～14：00 

場所 ： ハーネル仙台           

講師 ： 松本  育夫氏           

（サッカー解説者・元川崎フロンタ-レゼネラルマネージャー） 

  

<ワールドカップとの出会い> 

皆さんこんにちは、というよりもワールドカップ、世界のファンの皆さんこんにちは。今日は天皇杯も行われ、

なお且つ J リーグの一位を決める決定戦まで行われるというところで、ここにお集まりの皆さんはどちらかと

いいますと国内のサッカーは関係ない、国際サッカーの方が大事だというそんなメンバーのお集まりだと思

います。 

なぜかと言いますと、私も 1966 年のロンドンの大会から実際にワールドカップを見に行きまして、その前に

びっくりしたのは、ペレが登場した 1958 年にスウェーデン対ブラジルの試合を見ていわゆるフィルムで見た

訳ですけれども、「これが世界のサッカーなのかな」という漠然とした印象を持っていたのですが、実際に

1966 年に日本の代表チームが、当時長沼監督、岡野コーチというブレインが敢えて、我々代表チームがワ

ールドカップを見られるというそんなスケジュールを作ってくれて、その見た中からサッカーって本当にすば

らしい競技だと言う事を知らされて現在まで来ているわけです。 

その間、ロンドンの大会、’74、’78、’82、’86、’90、’94 年は実際に自分の目で確認して、’82 年のスペインの
ワールドカップ、それから’86 年のメキシコ、’90 年のイタリア大会は NHK の解説をやらせてもらって、サッカ
ーのファンにはいろいろとトラブルを起こすものと解説をさせて頂きました。 

ただ、今の私が当時のワールドカップを見た方とお会いしました時に、テレビでご覧になった方から言われ

た事、「松本さん、このフレーズ、ワードよかったですね」といわれたことは、たまたまスペインのワールドカッ

プの時に「これが世界のサッカーだ」と言う事を叫んだ訳です。その絵が画面に出た瞬間、「これですよ」と言

ったわずかひと言で、現在のサッカーファンになっている方も何名かいます。東京で時々酒を酌み交わす事

もしています。 

 

<なぜ、サッカーが発展したか> 

今日、ここにきたら「松本さんてサッカーやってたんですか？」と言われて歳を感じた。今年で60歳になりま

す。そろそろ、若いサッカーのファンから私の名前も忘れられてきたのかなと思います。今日は古い話から

新しい話まで幅広くということになります。 

この後、分科会でもっと詳しく分析します。ここではワールドカップのさわりをお話します。 

なぜ、サッカーが世界のスポーツとして発展し4年に一度の地球上の祭りになっているのかから話します。 

ここで野球の話をするとおろかではあるが、今日本の文化の中でスポーツ・野球の世界とサッカーとは全く

異質のものです。なぜかというと、野球で、ランナーが一塁に出た場合、彼をホームに迎え入れる為の戦術

は選手が考えるのではなく、監督あるいはコーチがその選手を動かす指示を与える。選手は彼らの考えて

いる戦術を技術によって表現する。これは日本のスポーツの文化となっている。人から与えられた物の考え

方をその通りにして結果を出すという歴史はずいぶんあった。 

 しかし、サッカーは違う。ゲームが始まった瞬間から終わりの瞬間まで、監督がこうしろと指示した瞬間に、
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もうそのプレーは過ぎている。つまりゲームの間は選手11人がすべて自分で判断し、表現する。それがサッ

カーの最も素晴らしいところであり、現在のサッカーに大きく貢献した考え方であるし、原点でもある。これが

世界の文化での人間の生き方で最も必要なのだろう。こういうことをサッカーが教えてくれる。だから、レベ

ルが上がればあがるほど一人一人の局面の解決方法の種類が多くなる。 

例えば、我々が見た 1966 年の試合で印象があるのは、準決勝のポルトガルの試合、決勝の西ドイツとイ

ングランドの試合です。当時のスーパースター、ポルトガルのオイゼビオ、西ドイツのベッケンバウアー、イ

ングランドのボビー・チャールトンが動く事によって残りの 10 人の選手が動かされるという大会だった。ボー

ルを持った選手に対する選手の数は現在よりもはるかに少なかった。複雑にはなってなかった。 

 

<サッカーと国民性> 

サッカーというスポーツはボールを持った選手の表現がすべてです。ですからその表現には、その国の国

民性が必ず出る。 

日本と韓国とを比べた場合、顔も体形もそれほど変わらない。しかしサッカーの歴史には大きな違いがあ

る。両国の国民のものの考え方の違いがサッカーにすべてでてくる。生まれた時から気候風土、宗教、食事、

教育など人間を形成する多くの要素が国によって違います。その文化の中で育った選手の表現がサッカー

の中で出てくる。サッカーの違いがその国の国民の表現になって出てくる。ブラジルは 4 年に一度の大会の

為にそれまで貯めたお金を投資してしまう。それは、自分達の文化が世界を制した喜びに浸りたいから。世

界でサッカーが発展してきた大きな要素がそこにある。 

スペインとフランス、陸続きの国のサッカーがどれだけ大きく違うか。スペインは局面で激しいサッカーをす

る。動きが速い、情熱的でドリブルが局面で多く使われるサッカー、国内では強いが海外に行くと内弁慶的

になる。フランスは、中盤の美しさがある。中盤プラティニなどのカルテット、リズムに乗った美しいサッカーを

来年も見せてくれるだろう。その伸びてきた要素は 20 数年前、若手を育てる理論を指導者の中にみつけた。

フランスの指導者がドイツに来てレクチャーをしていた。無理無駄のないサッカー、ハーモニーがある、それ

を私も聞いた。それが現在に生きている。だから今も優勝候補の一角である。イタリアとフランス、イタリアと

スイスも隣の国同士だがそこで行われるサッカーは全然違う。 

もう一つ、ヨーロッパの中で極端なサッカー、ドイツらしさを持ったドイツのサッカーがある。ゲルマン民族の

戦う姿、激しい物がある。ブキッチョです。器用なのはベッケンバウアーだけ、後は不器用だが理論と、人に

負けたくない精神的強さだけは持った国、それがドイツです。 

このドイツとフランスは隣同士の国です。それがどうしてここまで違うか、それは人間を育成した要素がそ

れぞれ違うからです。ここに 4 年に一度盛り上がるワールドカップがある。スポーツの戦いと言うよりも文化

の戦いと言うべきで物ある。それに代わる物はない。サッカーはその国を表現した文化となっている。 

ただ、近年アフリカの選手が他国の国籍を取るなど別の動きも出てきている。 

 

<宮城にくるチーム> 

今回、宮城には 6 つのチームが来る。アルゼンチン、スウェーデン、エクアドル、メキシコ、それと決勝トー

ナメントになったときが大変ですね。日本が H グループ 1 位で通過すればこの宮城スタジアムに来るが、相

手はブラジルなのかトルコなのか非常に興味深い。いろんな見方ができるが、サッカーと言う見方を文化か

ら見てもいいかなと思います。そこにワールドカップの原点があるだろう。 

三つほど皆さんに「おめでとうございます」という話をしたい。まずは雅子様のご出産を「おめでとうござい

ます」と言いたい。二つ目はベガルタ仙台のＪ１への昇格です。これも宮城の皆さんには本当に喜んでいた

だけると思います、おめでとうございました。三つ目はイングランドが宮城に来なくて「おめでとう」と言わなけ

ればならないでしょう。 



 24
イングランドが来ると大変なことになると思います。仙台出身で世界のサッカーを知っている人と話をした

が、彼は、「イングランドが来たら宮城県の方は家から出ないんじゃあないかと思います」と言った。蒸し暑い

6 月、上半身裸、刺青を入れた大男が酒に酔っ払って集団で青葉通りでも通られたら皆さん「それはちょっと

待てよ」となるでしょう。札幌は大変でしょう。私はイタリア大会の時、偶然、ゲームが終わって引率されて歩

いていたらそれはフーリガンの一団の列でそのまま電車に納められた。 

フーリガンが来たら仙台駅から一番町くらいまでのいい店、ディスプレーなどが美しい所などは、窓は壊さ

れ、ドアはめちゃめちゃにされるだろう。ホテルに泊まることはなく、駅辺りで寝るだろう、その間ずーっとお

酒を飲んでいる。2 メートルもあるような大男ですよ。ただ、日本は海で囲まれているので飛行場でそれらを

コントロールできるでしょう。ただ、タマゴはいるでしょう、まして今回イングランドは優勝候補に入っているの

でこのフーリガンたちが暴れる事はすでに予測ができる訳で、それで、宮城に来なくて「おめでとうございま

す」と言う事になります。 

 

<印象に残る選手> 

ワールドカップの思い出を話すとキリがないが 1966 年のワールドカップで初めてペレをみた。こんなに素

晴らしい選手がいるのかと思った。スーパースター選手には2つのタイプがあると思う。一つは、どんな指導

者が指導しても作れない選手、これでプレーする選手と、ああこの選手は相当練習をやってきたからここま

できたスーパースターだなという二つの分け方があると思う。特に 1982 年のマラドーナまでは、とてもじゃあ

ないが指導者が作れない選手がスーパースターとして君臨していた。 

一人はペレ、二人目はベッケンバウアー。左サイドから優雅にするサッカーはヨーロッパの指導者は作れ

るはずがない、持って生まれた物だろう。次は、クライフ。あのかみそりのような切れ味鋭いプレー、相手の

ゴールから自分のゴールまですべての仕事をしてしまう、こんなプレーを見たときはびっくりした。 

その次にマラドーナ。何でびっくりしたかというと相手がタックルに来る瞬間にツーンとボールを突っつく訳

です。タックルした足の向う側にボールが出ている。タックルした選手をポーンと飛び越して最初に地面に着

いた足がボールを捕まえている。このプレーを見たときにこれは絶対作れないと思った。ただ、イングランド

戦のいわゆる「神の手」は誰でも指導できるのではないかと思う。 

これ以降 1986 年以降に出てきた選手は相当練習をしている。練習はしているが人に教えられる時間が多

過ぎる為に持って生まれた物が失われて、人から教わってサッカーをしている。1986 年のメキシコ大会では、

マラドーナの活躍もあったが、その他にはスーパースターはそれほどではと思った。1990 年は西ドイツが優

勝したくらいだからまあそれほどと思う。1994 年、アメリカ大会は暑くてどうしようもなかった。プレーするより

も暑さ対策を選手がしていた。動く量が少ない、だからサッカーは面白くなかった。サウジアラビアなどの暑

さに強い国がベスト８に残るなどと言う事もあった。前回フランス大会は、ジダンがでた。前線の速いフォワ

ードの選手もでているが、あのくらいはこれからもいくらでも出るだろう。しかし、1982 年以前の、指導者に育

てられたのではない選手、マラドーナ、クライフ、ベッケンバウアー、ペレなどのスーパースターは私の頭か

ら離れないです。 

 

<1966 年の大会> 

いろんなゲームを見てきたが、印象に残っているゲームは、1966年、北朝鮮がイタリアを 1対 0で破った。

その後、３位になったポルトガル、オイゼビオがいたが、そことやった時、前半３対 0 という情報が入った。こ

れはまたポルトガルを破るかと思ったら、試合が終わったら5対3で破れた。オイゼビオがハットトリックをや

った。そのゲームを見た後、飛行場に行ったら北朝鮮の選手に間違えられてサインを求められた。「我々は

日本だ」と言うと、「日本はどこにあるか」と聞かれた。まだまだ日本は知られてなかった。たまたまアジアの

国という事でサインを求められたのだった。 
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1966年の大会は北朝鮮がこうして活躍したわけだが、なんと言っても決勝戦の西ドイツとイングランドの試

合が印象に残っている。当時はサッカーという事よりも国を代表して戦うという強度がものすごく強かった。

だから選手達の愛国心が表現されたゲームだった。なお且つ、決勝戦での勝ち越しの点数、ハーストが打

ってバーに当たって下に落ちた訳です。そのボールがゴールの中に落ちたのか、外に落ちたのか物議をか

もしたが、ソビエトの審判がゴールと認定をした。その後、ドイツに行ったが、当時のフィルムが残ってて、そ

れをスローモーションにしたり、リプレイにして何度も見せてドイツの協会が「絶対にこれは入ってない」と言

った。「ドイツとロシアが戦った、そしてロシアのレフェリーが我々を破った」と言うドイツ人が多かった。 

イングランドは、ゲームメーカーのボビー・チャールトンや右ウイングのアラン・ゴール、日本の選手と身体

が同じくらいの選手のドリブルのうまさ、またセンターフォワードのハースト、バックスにはボビー・ムーア、ジ

ャッキー・チャールトンがいて、非常に印象が深かった。 

 

<システムの変遷> 

サッカーの歴史の中でこの大会は、一つの大きな変遷があった。1958年と 1962年、ブラジルが連勝した。 

 1958 年スウェーデンの大会で 5 対 2、1962 年のチリの大会もブラジルが勝った訳ですが、その時、ブラジ

ルが用いたシステムが、4-2-4 というものだった。今のサッカーでは考えられないが中盤が二人、ジジとバ

バというパスを出せる選手だった。前線にいたガリンシャ、生まれた時から右足と左足の長さが違う為にで

きるプレー、「ガリンシャのフェイント」。両足の間にボールをはさんでそれを背中を廻してポーンと前に出す

というトリッキーなプレイ。彼とペレ、左に代表チームの監督もやったザガロがいた。変則的な4-2-4というシ

ステムの歴史があった。 

1966 年、このブラジルを破る為に考え出されたドイツの「スイーパー」というシステムが現在の「リベロ」に

なっている。シュルツがそうだが、守備の中心にもなるし、攻撃の中心にもなる、パス一つでいいタイミング

で攻撃に参加する新しいサッカーの歴史が、この 1966 年に変わって来た。このリベロのようにバックを一人

余して、その選手が攻撃に入っていく 4 バックシステムがそのままきた。 

が、1974年の大会で思わぬ事がでてきた。日本ではヨーロッパや南米のサッカーの情報は1978年のアル

ゼンチン大会で初めて NHK がワールドカップの放送をして、その時の解説は日本代表監督の二宮さんだっ

たが、その 4年前の大会で、クライフという選手がでてきて、「トータルフットボール」をやった。 

クライフは味方の前でタックルして守備をしたり、中盤ではつなぎをやる、また最前線にでて、左に流れて

左からクロスボールを上げてシュートをさせるし、自ら点も入れる。当時、背番号はだいたい番号順だったが、

このオランダはどういう所ににどの選手がいるか決められてない、ただし上から見ていると11人の選手の配

列が全然乱れていない、ポジションは変わるがチームとしてのポジションのバランスは壊れていないという

「トータルフットボール」が出てきた。 

それ以来サッカーという物が大きく変わりつつある。それは、ポジションというもの考え方です。「オールマ

イティー」、「スペシャリスト」という考え方がでてきた。いろんなポジションによってそのポジションにあったプ

レーのできる選手が養成されてきている。 

1986 年頃まではスーパースターがチームの柱になって活躍しているところが多かった。ところが、スペシャ

リストが養成されたサッカーとなると全体のレベルが上がってきているのでトータルとしてのサッカーは非常

に面白くなっている。私が見たワールドカップはスーパースターがいるサッカーに満足していた。現在は 11

人でやるサッカーに素晴らしいプレーを見出す喜び、こんなところが一つの見所になると思う。 

今まで、来年を含めて 17 回の大会が開かれ、70 数年の歴史の中で、優勝した国はわずか、7 カ国です。

つまり、この7カ国が世界のリーダーとしてサッカーの歴史を作ってきたと言っても過言ではないです。イタリ

ア、西ドイツ、フランス、イングランド、ウルグアイ、ブラジル、アルゼンチン、です。 

前回から 4 年過ぎた今回の大会はどうなるか、きっと過去の 7 カ国の中から優勝チームが出るだろうと予



 26
測してます。前評判ではポルトガルいいが、あそこの国民性では決勝に勝てない。歴史を持った国でなお且

つ闘争心がある、それに国民に「サッカーをサポートする」という偉大な力がある国でないと勝てない。7カ国

のサッカーの背景、国民性を考えるとこの中から優勝国がでるのではないか。当初、15、16 チームで戦った

ことがある。1982 年スペイン大会に 24 カ国、前回フランス大会から 32 チームになった。32 のチームが出て

くれた方がいろんなサッカーを見られて楽しい。 

 

<サッカーと社会> 

今、ワールドカップには大切な社会的責任がある。日本チームが海外に行くのにテロの事があるから躊躇

する声があった。その時、会長の岡野さんが「行きなさい」と言った。テロという社会的問題だ。中近東の生

活している民族の、豊かな国に対する反抗がかなり根強い。彼らが素晴らしい生活をしていたら多分テロは

なかっただろう。なぜ、人間として生きているのに、生活の違いがあるのだろうという反発がテロの根底にあ

る。    

スポーツの役割、例えば、宮城にくる 5 ないし 6 カ国に対しいかなる事をやるべきか、大切になる。日本と

言う物を理解してもらい、日本民族がどれだけ世界に心と言う物を提供できるか、そういう物が平和への貢

献としてサッカーが重要な位置を占める。だから飛行機の心配をするよりも、国際平和に貢献するというス

ポーツの立場を考え、岡野会長が日本をフランスの国際大会へ送り出した。 

宮城のサッカーの好きなメンバーがスポーツにおける平和への貢献を是非やって欲しい。1980年代サッカ

ーによって戦争が行われた国がある。南米のエルサルバドルとホンジュラスの予選がうまくなかったという

事で両国が一週間の戦争をした。 

宮城県民の心を、来県した人達に提供して欲しいです。少し硬い話になりましたが、同じ地球上に生まれ

てなぜここまで差があるのかという反発がこういうところに出ているので、サッカーを通して世界の人に対す

る日本の人の理解と言う物を我々はしなければならないと思う。 

 

<抽選結果を受けて> 

昨日の組み合わせが、はらはらどきどきさせられた。韓国会長のチョン・モンジュさんが裏工作を心配して

いたが、実際抽選結果を見るとまずそういう事はないなと感じた。D組をみるとわかります。韓国、ポーランド、

アメリカ、ポルトガルがいる。日本の新聞では、ポルトガルとポーランドが勝ち残るのではないかと書かれて

いる。それはともかく公正に抽選が行われた気がします。 

1979 年、ワールドユースの監督をやった時、今日のパネラーの一人鈴木淳君もその時の選手ですが、現

会長のブラッターは当時事務局長だった。その彼が大会前「おい、マツモト。日本はどこの国とやりたいの

か」と聞いた。開催国を残して大会を盛り上げたいのだ。地域別に分けるので、アジアの日本には、アフリカ、

中南米、ヨーロッパが入ってくる。私はアフリカの情報を持ってなかったが、ナイジェリア、スペイン、メキシコ

がきた。前もってこういう国とやりたいと答えていたら、抽選をやるとその通りになった。だから昨日はそうい

うことがでてくるかと思ったがこの組み合わせをみるとそういう事はなかったとほっとした。 

それぞれのグループをみてみると、 

まず A組、フランスの 1 位は間違いないだろう。詳しい理由は分科会で言います。2 位にデンマークを押し

ます。デンマーク、ウルグアイ共に守備が堅い。ウルグアイは速攻型の守備、デンマークは長いパスでグラ

ンドを大きく使う守備、そうするとチャンスがウルグアイには少ないだろう。それとヨーロッパのスピードという

ことでデンマーク。もう一つグランドの状況です。南米はグランドが固いです。デンマーク、韓国、日本はあま

りグランドが固くないです。ヨーロッパのチームが活躍できるようなグランド状況なのではないかと思う。 

Ｂ組は、スペインが出てくるでしょう。2 位にパラグアイかスロベニアですが、パラグアイは、予選でゴール

キーパーのチラベルトが2試合出場停止になっているのが大きいです。彼はパラグアイのスーパースターで
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す。彼が後ろにいる事によってバックスは安定した守備ができる。それがキーパーが変わることによって後

ろに対する守備が変わってくる。スロベニアは新しい国だが、手堅いサッカーをします。予選での失点が少

ないです。だから、スペインとスロベニアです。 

Ｃ組はなんといってもブラジルです。2 位は進境著しいトルコです。トルコが中国とコスタリカに負ける事は

ないでしょう。トルコとブラジルは次の対戦相手によって駆け引きがあると思います。Ｈ組の勝敗を見ながら

するでしょう。 

Ｄ組は心配です。ポルトガル、ここは油が乗りきっています。ワールドユースで連勝した年代が、熟年、27

～28 才になってます。フィーゴというスーパースターがいます。中盤もしっかりしてます。ドリブルとパスの両

方がしっかりしてます。 

2 位が問題です。韓国、ポーランド、アメリカですが、侮りがたいのがアメリカです。がんばるんですよ。この

32 カ国の中で、国という物を誇れる戦いをするのがアメリカ人です。上手くはないけどがんばれるんです。

韓国も地元でがんばるんです。ポーランドはヨーロッパを勝ちぬいただけに守備がしっかりしたチームです。 

開催国という事で多くのファンが応援するだろう、ですからここは、韓国がなんとか勝ちぬいてくる、ひょっ

としたらポーランドがくることもある。 

Ｅ組はドイツで決定。ドイツの事前情報はよくないが、伝統と歴史があります。ドイツ民族のよさはこういう

所でまとまる事と、理論的に物事を解決するチームだからわずかな時間に修正してくるだろう。それからカメ

ルーンだろう。サウジ、アイルランドはしんどいだろう。 

Ｆ組はこの大会の最激戦区、どの国がくるかわからないです。アルゼンチン、ナイジェリア、イングランド、

スウェーデンですが、優勝候補チームは予選リーグをある程度まずいゲームをする訳です。力を全部出す

とどこかで切れます。この事を知ったのは’74年の西ドイツの大会です。予選リーグで西ドイツは東ドイツに1
対0で負けた。ところが優勝は西ドイツだった。予選ではいいゲームはしてなかった。決勝トーナメントで甦っ

た。 

予選で 120 パーセントのチーム作りをするとアルゼンチンはしんどい、しかしそれをやらざるを得ないチー

ムがここにきている。だからここの戦い方は難しいです。イングランドも予選でドイツをアウェイで破った力が

ある。侮りがたいし、タレントが揃っている。ここへアフリカの雄ナイジェリアがはいっているので難しいが敢

えて、アルゼンチンとイングランドが抜けてくるだろう。イングランドに代わってスウェーデンが出てくるかもし

れない。 

Ｇ組はなんといってもイタリアです。世界一激しい国内リーグを消化している選手たちは相当なレベルにあ

る。イタリアは 1982 年のスペインのワールドカップで 3 試合とも引き分けたことがある。そのイタリアがよみ

がえって、優勝して大統領が迎えにきた。1 カ月のロングランをどうこなせるか、それが力のあるチームだ。 

Ｈ組は、分科会でも話をしたいが、チュニジアはともかく、ロシア、ベルギーと戦う日本、勝敗いずれも甲乙

つけがたいです。ベルギーは6大会連続予選を勝ち抜いたチーム。ロシアは、私達がやった頃、勝った事は

ないです。3 点差以上必ずつけられた。陸上とサッカーが盛んなところです。 

日本のチームだけが予選から 120 パーセントの力で戦う必要がある。そうしないとゲームを失う可能性が

ある。当然一ヶ月間 120 パーセントでは戦えないです。それが日本のサッカーの現状です。そうなれば、過

去の7カ国が出てくる。予選で相手の顔を見ながら、他所のグループの動きを見ながら戦えるチームが出て

くる、ただアルゼンチンだけはそれはできないだろう。 

 

<日本の戦い方> 

決勝トーナメント、6 月 18 日に宮城に来るチームだが、やってみなければ判らない可能性でＨ組 1 位に日

本がくる可能性もある、しかし予選でおちる可能性もある。日本にトップできてもらいたい。可能性はある、

120 パーセント戦った時です。 
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今、日本が国際ゲームで何がいいか、それは前線と中盤の早いチェックです。これができなかったら今の

日本のスリーバックでは無理です。このスリーバックは、松田、それと今のエスパルスのキャプテン（森岡）、

それと左が服部であるか、アントラーズのあいつ（中田）であるかわからないが、いずれにしても彼らはスピ

ードがないから前線と中盤でサッカーができないときは苦しいだろう。 

ベルギーとロシアだが、一戦目で勝てば光が見えてくる。ベルギー戦は前線からのチェックはやりやすい

です。ベルギーはシステム的にオーソドックスです。4 バックで、2 トップです。ですからトルシエの 3 バックの

サッカーができたときに勝利がみえてきます。 

ロシアの場合は、中盤にいいタレントを持った選手がいる。ドリブルとパスができる選手がいるので、かわ

されるとしんどい。3-5-2 で相手のゾーンでボールを奪うサッカーをするべきであろう。味方のゾーンに入ら

れると苦戦をするだろう。バックの3人がなるだけ前のほうでプレーをする事が、Ｈ組の日本に求められる事

だろう。 

当然、スタジアムには日本をサポートする 6 万から７万の選手がいる。それは大きいです。チームが互角

の戦いをする中でサポーターの役割がどれだけ選手に力を出させるか、相手のチームが守勢にまわること

になる。この中で中盤から前のサッカーができれば日本に勝ち目がある。宮城の 6月 18 日、日本の相手は

トルコになる可能性が強い。それができたら、日本のサポーターにとってこんなうれしい事はないです。この

筋書き通りに是非選手たちが頑張ってくれたらありがたいなあと思います。 

開催地で行われるとそこが強いです。例外はスウェーデンで行われたブラジルの優勝だけです。中南米の

大会では中南米が優勝、ヨーロッパの大会ではヨーロッパのチームが優勝してます。今回はニュートラルな

日本と韓国が大会を開きます。ヨーロッパも南米も条件は五分五分です。なおかつ大きな要素はグランドで

す。ピッチの状況はどっちに有利になるか、それと気候です。アメリカの暑さに比べると湿気は克服できると

思います。雨が降ってぬかるんだグランドはヨーロッパの選手に有利です。ということでどんな結果が出るか

楽しみにしてます。 

ワールドカップを私の 30 数年で実際にみたゲーム、印象深いのは、1982 年スペイン大会での準決勝、西

ドイツ対フランスのゲームです。生涯忘れないでしょう。延長に入ってフランスが 2 点リードしたのをドイツが

逆転したゲームは内容も素晴らしかった。フランスのティガナ、ジュレス、プラティニ、フェルナンドとドイツの

ルンメニゲ、怪我をしていて最後出てきて同点ゴールを決めた素晴らしいゲーム。その時ＮＨＫで解説をして

いた。場所はセビリア、隣は名アナウンサー、羽佐間アナウンサーです。後ろをベッケンバウアーが通ったら

彼が捕まえて私の隣に座らせて解説させたという面白い事もあった。 

 

<待つ楽しみ> 

ワールドカップ、いろんなことがあります。街を歩けば、いろいろあるし、スタジアムに行けば、また日本に

はなかったスタジアムの風景、相手の国のサポーター達が見せてくれる。サッカーだけではなく、すごい楽し

みがでてくると思う。後、6 カ月の間、情報収集をやると楽しくワールドカップ観戦ができるのでそれをしなが

ら開幕日を待つ事を願ってます。 

試合会場であう人達に「会社を辞めてきました」「帰ったら仕事を探します」と言う人が大勢いる。それくらい

ワールドカップに対する情熱は素晴らしい。世界でナンバーワンのスポーツの祭典、4年に１度のワールドカ

ップ、皆さんも私も楽しみにしてます。 

素晴らしい大会になる事を祈って後、6 カ月待ちましょう。ありがとうございました。 

（記録者・野坂） 
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２００２ＦＩＦＡワールドカップＴＭフリートーク・フェスタ 分科会Ⅰ 
 

「まつりとしてのワールドカップ～市民の役割」 
 
                    ２００１年１２月２日（日）１４：３０～１６：００ 

                                    場所 ： ハーネル仙台 

         パネラー ： 竹原 典子氏（埼玉ボランティア） 
                濱口 竜平氏 （みちのくＹＯＳＡＫＯＩまつり実行委員） 

大泉 大介氏 （河北新報記者） 
         コーディネーター ： 阿部 清人氏（ＦＭいずみアナウンサー） 
 
阿部 清人氏（ＦＭいずみアナウンサー）：皆さんこんにちは、ＦＭいずみの阿部清人でござい

ます。昨年ベガルタ仙台がＪ２リーグの最終戦で昇格をきめたことでおもしろい現象がおきてお

ります。私が担当している番組も最初はほとんど反応が無かったんですけれども最近は３０分の

番組で私たちのような小さい放送局でも１０通をこえるメール・ＦＡＸが来るようになりました。

非常に家族で応援している人たちが多いなぁ、という印象があります。今日も実はこのあと５時

から生放送なんですがこの企画が４時までということで、どうしようか、ということで本日は５

時から５時半まではいつわりの生放送をしていまして、これはみなさんぜひ内緒にしていただけ

ればと思います。５時半からは私が生放送で天皇杯のリポートをすることにしております。みて

いなくても取材に行っている人間がいますのでリポートが出来るんです。 
 そんなわけで非常にサッカーが面白いな、と感じている私なんですが、目の前が泉総合運動場

なんです。シェルコム仙台、泉総合運動場がありまして、そこがみなさん御存知の通り来年のワ

ールドカップのキャンプ地、練習場の候補地になっているんですねえ。非常にきれいにサッカー

場が整備されました。シェルコム仙台、最初は８０億円以上のお金をかけて一体なんという施設

を作ったんだ、みたいに言われましたけれども、その後の使用状況をみましたらばほとんど夜も

使われているんです。昨年の冬場あたりも使用頻度が高かった。ということでやはりこの施設は

必要だったんだ、と地域住民は考えるようになりました。そんなふうにどんどんどんどんみんな

の意識って変わっていくんですね。さらにワールドカップのキャンプ地、今イタリアじゃないか

といわれているんですが、これが決まれば、仙台市泉区の野村、これが全世界に発信される、地

元民としても非常に期待をもっています。去年がスマップ、今年がＶ６でしたですか、シェルコ

ム仙台にきましたがその時には１日１万人が野村を訪れました。若い女の子で道があふれました。

歴史上、地球創生以来泉区野村にこんなに人が集まったのははじめてじゃないかと思ったんです

が、それを見た時にもっと多くの出店をだしたら良かった、とか。ＰＲコーナーを沿道に作れば

良かった、と口惜しかった思いでがあります。ワールドカップの時にはちゃんと準備をしてやっ

ていきたいものです。私がコーディネーターをさせていただきます。この後はあまり話しはしま

せん。後はパネラーのみなさんと参加者のみなさんにご意見をいただきたいと思っております。 



 30

 それでは活動紹介をかねまして竹原さんですが、プロフィールにありますように弟さんがサッ

カーをしています。自然にサッカーになじんで、１９９８年のフランス大会ではスタジアムの中

と外の両方での観戦を経験しています。浦和レッズのスチュワードには１９９７年から参加して

います。東京の新宿区にお勤めの保健婦さんです。それではお願いします。 
 
＜自己紹介＞ 
竹原 典子氏（埼玉ボランティア）：みなさん、こんにちは。今日お招きいただきありがとうご

ざいます。今ご紹介いただきましたように、私は普段浦和レッズでサポーターをしながらクラブ

の運営を補助するというボランティアもしております。サポーターの方はまつりという観点から

しますと、まず非日常の世界で駒場というスタジアムに一歩足を踏み入れた瞬間から私たちは選

手とともに劇場を作り上げる主人公であり、そして補佐役になる。とても楽しい空間を作り上げ

る、そんな経験を普段しております。これはベガルタにも通じるところがあるのでないか、と思

っております。後でも出ますが私は全国のボランティアの取材をしておりましてその時にベガル

タも（取材を）しまして、スタジアムのベガルタ側のスタンドに立ってみて、昔の浦和のような

感じて夢や希望があると思いました。 
次にボランティアの方なんですけれども、こちらの方の喜びというのは、まさにお客様とのふ

れあいになります。お客様の方が帰り間際にふと「今日はしょうがねぇ試合だなぁ」などと私た

ちにニコニコ笑って声をかけて帰ってくださる。そんな試合を私たちが作るお手伝いができた。 
そんな両面の喜びを感じております。 
 私の方は浦和レッズの降格というものがひとつの転機になりまして、私たちに何か足りないも

のがあるのではないか、と思い、さきほど話しましたようにいろんなクラブの運営を助けるボラ

ンティアの取材を個人的にはじめまして、その情報をホームページで流しております。そこでベ

ガルタもそうですし、大阪や新潟など様々な所で出会いがございまして、私たちの浦和のように

朝から晩までお酒を飲んではサッカーの話しをして帰っていく、というそういう楽しみ方だけで

はなくて、フロンターレのように市民が自分たちのお稽古ごとをサッカー場で発表して、また、

その後太鼓を使って応援をする、というような楽しみ方もみまして、こういうのもいいなぁ、と

思いながら私たちには何が取り入れられるんだろうか、と問いかけながらおととしから去年の途

中まで過ごし、去年一年間はおととしの活動を受けて外にでて何が出来るのか、ということを考

えてみました。そのひとつして取材を通して知り合いましたボランティアのリーダー格の人たち

とネットでつながろう、ということでメーリングリストを作りましたが、まだ具体的な活動とい

うのはやっておりません。 
次にコンフェデレーションズカップ、みなさん御存知だと思いますが、これをワールドカップ

にぜひ生かしたい、そして素晴らしいワールドカップにしていという思いがございましたので、

コンフェデレーションズカップが終わりました後に「総括シンポジウム」というのを発起人の一

人として企画させていただきました。また、浦和・埼玉を盛り上げたいという思いがありまして、

埼玉スタジアムが１０月６日にオープンしましたが、それにあわせまして「ワールド・フットサ
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ル・フェスタ」という大会の実行委員長として企画をさせていただきました。 
私も何ができるかわからないながら、まわりにあるもので自分ができそうなものに対して今年

はチャレンジしてきたという気がします。これからあと１８０日、みなさんと一緒に何ができる

のか、をかんがえながら過ごしたいと思います。どうぞ、よろしくお願いいたします。（拍手） 
阿部 清人氏：はい、ありがとうございました。続いてはお隣です。河北新報記者の大泉大介さ

ん。今年は宮城県では新世紀宮城国体が開催されたわけなんですが、秋にはこの国体、そして第

１回全国障害者スポーツ大会の記事を報道されていました、みなさんもご覧になっている方が多

いと思います。今日は国体の取材を通してスポーツ大会、まつりのあり方についてお話しをうか

がえればと思います。それでは大泉さんお願いします。 
大泉 大介氏（河北新報記者）：こんにちは。河北新報の大泉といいます。通常は夕刊の読者は

朝刊にくらべて少ないと思いますが、その夕刊の一番最後のページ、朝刊でいえばテレビ欄にあ

たるところなんですが、そこの「まち、今」というヴィジュアルを使ってカラー写真が使えるペ

ージなんですが、ここの取材を担当しております。で正直サッカーの話しというのは個人的な関

わりはほとんどありません。宮城国体がはじまるまでもずっとこの夕刊の「まち、今」というの

を担当していたものですから、サッカーの取材経験、ましてやスポーツの取材の経験もほとんど

なかったんですね。で、宮城では５２年ぶりの国体の取材に県内の一大イベントということで、

うちの新聞社も全精力をあげて、ということでかなり早くから国体取材班の方に入りましたのが、

いわゆるスポーツ取材のきっかけだったんですね。国体を単なる競技イベントではなくて、（つ

まり）誰が勝った負けたというだけではなくて、地域で開かれるイベントとして一体どうやった

ら盛り上げていけるのか？国体が終わったあとにどんな国体で得たノウハウなり経験を地域に

生かしていけるのか？という視点を取材段階から持って行かなければいけないということで、随

分いろんな大学の先生の所、京都とか、滋賀とか、いわゆるスポーツ社会学といわれる分野を研

究なさっている先生のところへ行って、国体というものを我々はどうみたらいいのか？というと

ころから実は取材が始まったんです。ご覧になった方がどれくらいいるのかわかりませんが、国

体期間中に国体改革についての連載をしました。秋の国体だったんですが、「提言、国体の明日」

という扱いは大きくなくて地味だったんですが、競技取材の記事の隅に企画をしました。それは

ある意味で国体を止めてしまえ、という提言も含んだ話しでした。地元紙としてはこういう企画

をやるということは結構勇気のいることで、片や何面も紙面をさいて大々的に報道している中で、

国体はある意味おかしいのでないか？という、たとえば２百６十数億かけて宮城スタジアムを作

ってどうするのか？一方ではそんなことも考えていかなければならない、というようなことに今

回は気を使って取材をしたつもりです。 
話しは戻りますが、サッカーの話しはほとんどわからなくて、大学の先生に国体の見方を聞き

に行ったときに、ひとつ大きな視点として全国で盛り上がっているＪリーグのサッカーのサポー

ターの力に対し、日本の中での新たな動きとして目を向けていく必要がある。正直それまでサッ

カーの試合を生で見たことが無かったのですが、私泉中央に住んでいまして、しかもスタジアム

から近いマンションでゴールという声が聞こえるんですね。部屋にいて窓から。それでも見たこ
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とはなかったんですけれど、今回の取材をきっかけに仙台スタジアムに試合を見に行ったんです。 
あれだけピッチが近くて、すり鉢状の施設で、屋根があって、歓声がこだまする。あのスタジア

ムに身を置くと、仙台スタジアムでの試合すごかったよ、と人に言ってしまうんですね。それが

次に年配の方をまきこんだり、自分の両親を連れ込んだりする。 
実は今回のこの分科会のキーだと思うんですが、一人一人がスポーツなりの自分の感じた魅力

を誰かに伝える、というシンプルな積み重ねが知らず知らずのうちに町の力になっている。泉区

のみなさんがスタジアムに足を運ぶようになっているというのは、単にスポーツをサッカーを好

きになったという以上に地域に対する誇りというか、うちの町には仙台スタジアムがあってベガ

ルタというＪ１のチームがあってという誇れるものができている。その原動力は上から降ってき

たものではなくて自分が見に行って、人に言ってその人がきてというその繰り返し、循環が地域

の力になっている。今、（自分自身）振り返って報道機関として何ができるかというと、その小

さな情報をメディアに載せ、声を拾っていくこと。選手の今日ゴールを決めた。すごかったろう。

という談話だけではなくて、初めて見に来て楽しかったというシンプルな声をメディアとしては

大切にしたいと思います。私は青森の支局に３年いて、むこうには「ねぶた」という祭がありま

して、極めて共通するものがあるのではないか、ということも含めて町を元気にしていくしかけ

をみなさんと一緒に話し合えれば、と思います。（拍手） 
阿部 清人氏：はい、ありがとうございました。今大泉さんが仙台スタジアム近くのマンション

で昼寝しながら、ゴールという声をうるさいなぁ、と思って聞いていたのがスタジアムに足を運

ぶようになった。情報がありまして今日実はそのゴールが４回流れたそうです。光岡がＰＫをも

らってマルコスが４点目をあげて４対１でベガルタが勝ったそうです。（拍手）今まで仙台スタ

ジアムは大量得点をすると苦情が多いという話しをきいたことがあります。今日はどうなんでし

ょうか。パネラーの３人目の方です。お隣は濱口竜平さん、みちのくＹＯＳＡＫＯＩまつり、仙

台にいる方でしたらほとんどの方がご覧になっているかと思いますが、まったくの市民の手作り

で非常に盛り上がりをみせているまつりに参加されています。ご自身もフットサルの活動もされ、

イベント会社の経営もしている方です。まつりという観点から今日はさまざまなお話しをいただ

けると思います。それでは濱口さん活動紹介をお願いします。 
濱口 竜平氏：（みちのくＹＯＳＡＫＯＩまつり実行委員）みなさん、こんにちは、私はＹＯＳ

ＡＫＯＩまつりに第１回から参加しています。本当は踊り手として参加しようと思っていました

が、当時まつりをしきっていた大学生と知り合い、彼らと一緒にまつりを作る側も面白そうだと

考えて１回目から社会人、という立場でやってきました。仙台でやっている大きなまつり、青葉

まつり・七夕・ジャズフェス・ＹＯＳＡＫＯＩまつりとあるんですが、青葉まつりとか七夕まつ

りというとお金の面でも人の面でも、宮城県とか仙台市の力添えがあるほうなんです。 
 ジャズフェスとか、ＹＯＳＡＫＯＩというのはそれがほとんどない状態でずっときていまして、

今年（野鳥の会の方がかぞえたわけではないんですが）４５万人観客がきていました。全国から

は５，１００名ほどの踊り手がきています。けれども私を含めて実行委員というのは学生・社会

人を合わせて実働は３０人に満たない人間で動かしています。そこで今回のワールドカップもど
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のくらいの方がくるのか、は未定ですが少なくても宮城スタジアムであれば５万人近く人が入る

わけですから相当な人が来ることは間違いないと思います。また、私が聞いた情報ではキャンプ

をする場合ひとつの国で選手・関係者合わせて大体３００から４００くらいの方がくるといいま

すので、それを考えると結構なおまつりになると思われます。ＹＯＳＡＫＯＩまつりではやって

いる人数に対して観客動員数が多くリスクがあり、それをクリアーしたり失敗したりという経験

がありますのでそれをふまえて、ワールドカップに対してやるべきことや想定されることを考え

てきました。 
 また私自身はサッカーは小学校でキャプテン翼をみて始めまして、中学校までやりまして、埼

玉に住んでいるときに越谷ＦＣというチームに入ろうとして入団テストを受けた経験もありま

す。今はフットサルを分科会３のカールさんなどと一緒にやっています。その意味でベガルタや

今回のワールドカップには非常に興味があります。少しでも役にたてればいいなあと思いますの

でよろしくお願いいたします。（拍手） 
阿部 清人氏：ありがとうございました。濱口さんは埼玉にもいらしたんですね。まずは一通り

パネラーのみなさんがどのような活動をしているのか、という話しを伺いましてご理解いただけ

たかと思います。また、今日はパネラーではないんですが仙台市の企画調整課長でキャンプの誘

致で非常に忙しくされています細井実さんにもおいでいただいていますのでのちほどお話しを

伺いたいと思います。よろしくお願いします。 
それでは続いてそれぞれ１８０日に迫ったワールドカップに向けてどんなことを市民参加と

してやっていけると思われるか。これはまつりという部分が主眼にはなるのですが、地域での取

組、団体での取組、それから個人的な考えについてお話しを伺いたいと思います。それでは竹原

さんから。 
＜市民参加で出来ること＞ 

竹原 典子氏：この中で開催地またはＪＡＷＯＣのボランティアをされる方はいらっしゃるでし

ょうか。私も埼玉の方でＪＡＷＯＣのボランティアをやることにしており、その活動を通じて何

ができるか、ということに集中したいと思います。普段（浦和の）ボランティアをしていて、ボ

ランティアが元気なくつまらなそうにしているとお客様もつまらない、と思いますので本番当日

元気に迎えたいと思っています。ＪＡＷＯＣの方でも技術面とか言葉とか（研修を通じて）お客

様とふれあうための手段を与えてくれているので、それを含めたいろいろな交流をしていきたい

と思います。具体的に言いますと、ＪＡＷＯＣのボランティアとＪリーグのボランティアをして

いる人たちが交流を持つ機会を大会の前までに持ちたいと思います。私もはじめて参加した時と

ても不安でしたがチーフのボランティアがいると、困ったときでも話しがきけますし、そうなる

と自分に余裕もできて笑顔も自然にだせます。 
 また、見るほうではフェイス・ペインティングなどを９８年のフランス大会に続きやってみた

いと思っています。あれは日本人にとってとてもいいものだと思います。日本人は話すのが私も

含めて苦手ということで、実は（フランス大会の）アルゼンチン・日本戦の時に中に入れなくて

頭にきてしまいアルゼンチンのチームのファンだということもあって、日本人ながらアルゼンチ
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ンのペイントをしてしまったんです。するとアルゼンチンの人がものすごく話しかけてくれまし

た。ぜひ視覚的にペインティングなどをやってみて、外国の方とふれあうチャンスをもちたいと

思っています。 
阿部 清人氏：竹原さん、今の話しでＪリーグの各チームのボランティアの交流をしたいという

ことですか。 
竹原 典子氏：はい、Ｊリーグの各チームのネットワークをもっていて、それを基盤にしながら

今まで関東地域だけで交流会を２・３回やってみました。更にそれを基盤にして今度はＪリーグ

のボランティアと今回はじめて参加するボランティアの方たちが、うまく交流できる場面を作っ

ていきたいと思っています。 
阿部 清人氏：今は埼玉県のＪＡＷＯＣのボランティアですね。とすると浦和の活動をしている

ボランティアとタブル部分というのはどれくらいありそうですか。 
竹原 典子氏：そうですね、浦和のボランティアの枠が確か１５０くらいだったと思います。全

体が１，５００から２，０００人ということでしたので、約１割でしょうか。 
阿部 清人氏：そうするとＪＡＷＯＣのボランティアを通じて浦和のボランティアの新しい広が

りができる可能性があるということですね。 
竹原 典子氏：もちろんそうだと思います。埼玉スタジアムというところで活動がはじまり、Ｊ

ＡＷＯＣの方たちと一緒にやっています。 
阿部 清人氏：そうした活動を通じて竹原さんの場合は更に輪を広げたいということですね 
竹原 典子氏：そうですね、今回フットサルの大会なども実は私の参加しておりますＪリーグの

チームのチーフボランティアの方々が運営をやりまして、更にサッカー協会とか、地元のスーパ

ーリーグの方たちが善意で笛をふいていただき、非常にボランティアの人の力が１０年で育って

きた、という実感を得ることができました。 
阿部 清人氏：今の竹原さんのお話しを伺いますと、Ｊリーグの盛り上げがうまくワールドカッ

プに結びついていくような、その兆候がみえていますね。ありがとうございました。 
ご自身の活動を更に広げていきたい、伸ばしていきたいというワールドカップに向けてのいきご

みをお話しいただきました。 
 続いては大泉さん、国体をスポーツ社会学からまずは検証していって、今回競技もボランティ

アの姿もずっと追い続けていったわけですけれども、河北新報の「国体の検証」は仙台大学の先

生の提言があったりして私も関心をもって読ませていただきました。その経験を通して来年のワ

ールドカップに向けて、ご提言をお願いいたします。 
大泉 大介氏：国体の取材をするときに大学の先生などから一番言われたのは、今まで長い間ス

ポーツというのは「するもの」だった。その楽しみが何よりも尊重されてきたし、それ以外はあ

まり認められていなかった。ということでした。多分、私が仙台スタジアムの一番近いマンショ

ンに住んでいながら試合を見なかったのは、スポーツは自分でしないとつまらない、という思い

がずっとあったと思います。ピッチに立ちサッカーボールをけることが出来れば楽しいでしょう

が、見に行ってもつまらないだろう、という自分なりの偏見があったんですね。今の世の中では
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スポーツがどんどん広がってきて「見るスポーツ」というものが非常に大きなウェイトをしめて

いて、ベガルタの２万人近いサポーターの人たちの中で実際サッカーボールをけったことのない

人、というのも相当数いるんではないかと思います。それなのにマルコスが遅いとか、山田もっ

と前にでろ、ということを言っている。多分それは「見るスポーツ」というものが市民権を得る、

そういう時代になってきているんだと思います。 
 ひとつ事例を挙げれば普及率が伸びていないと問題になっているＢＳ－ｉ。衛星放送で民放の

各局が放送を始めたんですが、あそこでスポーツをみるとなると野球でいえば、次ピッチャーが

何を投げるかというのを画面をみながらリモコン操作をして、次は自分ならストレートを投げる

と予測するんですね。そのデーターをまとめて試合終了後に電話回線を使って送れる。それをＴ

Ｖ局が集計して全国の視聴者の中でどこの誰が予測で１位になったか、ということを発表する。 
つまり今までは野球を一方的にみていたお父さんたちが、参加して遊べるようになっている。 
で、僕が言いたかったのはスポーツが「する」から「見る」、更にサポーターからボランティア

の流れの中で「支える」というものにシフトしてきているのではないかということを、今回の国

体取材でも非常に強く感じました。そこで共通しているのは、「する」にしても「見る」にして

も「支える」にしても、そこに自分がどれだけ関わっているか、ということが大事で、ＴＶを「見

る」にしてもただ受身ではなくて、予測してみたり、ラジオを聴くにしてみても、自分でＦＡＸ

を送ったりすることがその人にとって楽しみを生んでいる。僕がマンションに住んでいてゴール

という声が迷惑だったとか、試合の時はまわりが不法駐車で一杯になってしまう、あれは地域、

特にサッカーに興味のない人にとってはかなりの迷惑イベント、でも、それが自分が実際見に行

ったり、何かひとつ関わりを持ったことによって目線が１８０度変わってしまう。自分がスタジ

アムに近い住人だということをたいした家賃も払っていないのに誇れてしまう。 
ワールドカップに関していえば、同じことがいえると思います。交通渋滞するんではないか、

フーリガンがくるんではないか、テロがあったらどうするんだ、そういう見方からすれば迷惑な

イベント。やらないことが一番いいという発想にもなる。でも、そうではない、ということをこ

こにいる人たちは感じていると思います。そう思っていることを一人一人が身近な人に話しをす

るということが大きな輪になって広がっていく。望むべくは１８０日ある中で、ベガルタの試合

があるならば一緒に見に行って、そしてワールドカップはもっとすごい、チケットはとれないけ

れど何か面白いことをしたいね、ということにつながっていくと思う。 
阿部 清人氏：スポーツを「する」ところから「見る」更には「支える」ということでどんどん

進化している、ということですね。「スポーツ進化論」ともいえるかも知れません。竹原さん、

今のお話しいかがですか。 
竹原 典子氏：まさにそうです。私はサポーターをやっていたのに「支える」ほうに行ってしま

った。ひとつの例だと思います。 
阿部 清人氏：「支える」という活動をしている、ということでまさに感じるところがあると思

います。それではＹＯＳＡＫＯＩの濱竜さん、今日は細井課長にも聞いてみたいことがある、と

いうことですが含めてお願いいたします。 
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濱口 竜平氏：今の大泉さんの話しをうけてなんですが、自分もサッカーをやっていて非常に大

好きでしたが、ドーハの悲劇と、岡田監督がカズをつれていかなかっとき、あのふたつの事件で

僕の中ではサッカーが終わってしまいました。それは自分はサッカーに参加していなかったけれ

ども大泉さんが言ったように、自分が選手に感情移入をしているのが楽しかった。自分がピッチ

にいる、ドーハにいる、フランスにいる状態だったんですが、好きな選手がいなくなるというこ

とでファンを止めてしまっていました。今ベガルタがすごく人気があるというのは、市民の身近

なところに選手が生活をしている、その地域で一緒に暮らしている仲間という意識で盛り上がり

が生まれてくる、全国にチームが増えてくるということでは、そうした（地域との密着が）こと

が大切だと思います。 
 実は竹原さんや大泉さんがお話しされた大きな部分に対して、具体的な提案をいくつかもって

きましたのでみなさんで考えて欲しいと思います。まず、今回ワールドカップがくることになっ

て私の思うコンセプトは「宮城を伝える」ことであって、その中で「うまい宮城・きれい宮城・

すごい宮城」という３つのテーマを考えました。まず「うまい宮城」ですが、宮城県発祥といわ

れている「牛タン・冷やし中華・回転寿司」を利用したイベントを企画して、選手にも他県から

きたお客様にも「宮城県の食べ物」を伝える。「きれい宮城」というのは、今回ＹＯＳＡＫＯＩ

祭でもやったんですが、さきほど話しましたように祭に約４５万人のお客様が来ました。でその

ゴミを当日４０名ほどのボランティアで分別をやりました。どの程度やったかというと９種類の

ゴミの分別ボックスを作りまして、プラスチック・紙・割り箸・生ゴミ・水分・ビンカン・ペッ

トボトル・吸殻そしてその他の燃えるゴミにすべてのゴミを分けました。それは非常に大変なこ

とで、やる際に反対もされました。しかし、当日いろんなボランティアの方々に協力していただ

いたことで、去年までよりもむしろ回収が早く終わり、ゴミ袋の数も減ったので経費も浮いたん

です。そのノウハウをワールドカップでいかして「きれいな宮城県」をアピールできればと思い

ます。「すごい宮城」というのは、仙台にあるＹＯＳＡＫＯＩ・ジャズフェス・七夕・青葉まつ

りなどの市民参加型のおまつりを通じて宮城県を見せたり、交流をしたりする。そうすることで、

各まつりの実行委員の横のつながりも生まれ、来年以降の活動にもいい影響が出てくると思いま

す。 
あとキャンプ地の誘致に関しては、大分県の中津江村という人口１，４００人しかいない村で、

カメルーンの誘致に成功しまして、そうした状況をみるとキャンプ地の誘致に際しては金銭的な

負担というよりも、あたたかいもてなしをアピールしたり、さきほどお話しした「うまい・きれ

い・すごい」というところはお金をさほどかけなくても実施できるので来る側にとても参加する

側にとってもいいのではないかと思っていました。 
阿部 清人氏：はい、ありがとうございました。アイデアマンである濱口さん、ということで非

常に具体的なお話しで、みなさんイメージし易かったんではないかと思います。まだＹＯＳＡＫ

ＯＩの実行委員会としては、来年のワールドカップでこんなことをやろうよ、という計画はない

んですか。 
濱口 竜平氏：特に実行委員はまつりのない期間は月に１回くらい集まって話し合いをしている
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んですが、ＹＯＳＡＫＯＩ以外のイベントで何かやろうというのはほとんど無いですね。という

のはたぶんＹＯＳＡＫＯＩで手一杯なんです。実質２０～３０人のメンバーでやっていて、非常

にきつい。例をだしていうと、まつりの開催１０日前から開始までメインでやっている学生はほ

とんど毎日徹夜しています。ですから終わったときに「やった」という達成感はあるんですが、

異様な疲れがあって活動を止める人が多いんです。したがって、中々他のことを考えるのが難し

い状況なのです。 
阿部 清人氏：それが現実ということですね。何月ですかＹＯＳＡＫＯＩは。 
濱口 竜平氏：来年は１０月にやります。 
阿部 清人氏：そうすると６月という時期はまだ体制が出来ていないかも知れませんが、各団体

というのはずっと活動しているわけですから、声をかければ集まることは出来るんですね。 
濱口 竜平氏：そうですね。実行委員自体が何かをやらなくても、チームの人に声をかけること

は出来ます。ワールドカップの時に踊ってくれとか、ゴミのボランティアをして欲しい、とかに

対しては割りと集まると思います。 
阿部 清人氏：そうしたところにまだまだ潜在的な力が眠っているんですね。 
それでは仙台市企画調整課長細井さん、マイクを向けてよろしいでしょうか。いろいろと今まで

聞かれた中で何かあればよろしくお願いいたします。 
細井 実氏：（仙台市企画調整課長） 
 まずキャンプ誘致を何故やっているのか、という大きな目的は、たとえば今やっているイタリ

アの誘致活動について、活動をすることで既に東京から３００ＫＭ北にある町ということでイタ

リアの新聞に出ている。アメリカも来たいと思った町。そういう情報を発信するということが最

も大きな価値ではないかと思います。また、それに対し今後どう市民が楽しんでかかわっていけ

るのか、ということが大切だと思っています。キャンプ地の誘致については２つの原則をもって

いまして、ひとつは透明性を確保する、ということです。市民の理解が得られない金の使い方は

しないということですね。もうひとつはハード面整備においても特別な負担はしないということ

です。今後も市民のみなさんに協力いただきながら実現していきたいと思いますのでねよろしく

お願いします。 
阿部 清人氏：ありがとうございました。残り時間もあとわずかとなってきました。 
大泉 大介氏：いままで聞いてきてひとつ大事なことがあるなあ、と思ったのは宮城国体の時に

あれだけのボランティアを集めたわけですね。取材を通じて感じたのはそのボランティアやった

人たちが国体を一番楽しんだではないかと思います。特に障害者スポーツ大会の時などはチャレ

ンジドパートナーといって、学生の人たちが選手団について来てから帰るまで日常のお世話をし

ていたんですが、その人たちに取材すると充実感、満足感があったという。そこで課題なのは宮

城県は国体が終わった後にあのボランティアの人たちの充実感なり、もっとやってみたいという

気持ちの受け皿を何も用意していないんですね。やはりあの力を、次にワールドカップがあるの

であればワールドカップに、まつりがあるのであればまつりに、というようにコーディネイトす

るというのが欠けていたし、もったいない。自分からワールドカップに手をあげた人はまだいい
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方で、やり場のないやる気、という一番もったいない状態が今宮城県にはあるんじゃないか。 
もうひとつ考えておかなければいけないのは、多分ワールドカップに関わった人たちもいろいろ

な充足感、満足感を得て、終わったときにまた次のステップが用意されていない、ということが

繰り返される可能性がある。ワールドカップが終わったあとにその力をベガルタになのか、いや

地域のいろんなスポーツになのか、次のステップを考えておく必要がある。それは個々人だけで

はなくて行政なりが考えておかなければいけない、と感じました。 
 次に「見たい人・支えたい人・やりたい人」と価値観がみんな多様化してきている。みんなの

欲求が多様化してきているときに、それを統合しようとしてまとまらなくなる。個の関心が多様

化する一方でそれをまとめようと思った時にまとめられない。そこにジレンマが生まれる。ひと

つのルールとして多様化は認めようという共通ルールがないと、もったいない対立が生まれてし

まう。多様なものを認め合う「寛容」というのが必要なことだと思います。 
竹原 典子氏：それはすごく大切だと思っています。埼玉にはイングランドが来ます、私はそれ

をすごく楽しみにしていて、それは普段私たちがどれだけサッカーに対してまたは外国の人に対

して「寛容」であり続けられるか、というところを試される機会じゃないかと思っているからで

す。私自信がフランスにいってチケットの事件に巻き込まれたときに、私にはきちんとして判断

力がなかった、ということで自分の方がくやしく思いました。 
また県の方にも受け皿を用意していただいて、それを逃さずにみなさんには冒険していただきた

いんです。まつりというのは私は冒険だと思っていまして、参加してくる冒険者を支えるともに

自分が冒険者になることも出来る。ぜひ何かひとつ参加してみてください。 
阿部 清人氏：イベントというのは冒険だと、さまざまな出会いがあったりもちろんリスクがあ

ったりする。ということですね。本日はパネラーのみなさんにそれぞれの立場でご意見をいただ

きました。ワールドカップはもちろん、その後まで見据えて、ここに参加されたみなさんで楽し

み、そして盛り上げていきたいと思います。長時間にわたりみなさん、ありがとうございました。 
                                   （文責：泉田） 
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2002FIFA ワールドカップ TM フリートーク・フェスタ 分科会Ⅱ 

「スポーツとしてのワールドカップ～サッカーの楽しさ」 

 

2001 年 12 月 2 日（日） 14：30～16：00 

場所 ： ハーネル仙台 

                     パ ネ ラ ー           ： 松本 育夫氏      （サッカー解説者）  

                                 下田 恒幸氏      （仙台放送アナウンサー） 

                                 鈴木 淳氏       （全日本ユースコーチ・元ブランメル仙台） 

                     コーディネーター： 竹鼻 純氏（ミヤギテレビアナウンサー）  

 

竹鼻 純氏（ミヤギテレビアナウンサー）：皆さんこんにちは、ミヤギテレビの竹鼻です。皆さんどうぞ前の方

へお越し下さい。 

この分科会では、大会がどんな物になるか、戦力分析も含めて、かなりオタクに入ったものにしたいです。        

私も 10 年前、Ｊリーグが開かれる前はオタクの部類にいたが、開幕後、素晴らしい人が沢山現れて自分も

たいしたことないなあと思いますが、コーディネーターの立場から意見を言ってもいいという事なので、パネ

リストと共に楽しく会を進めていきたいと思います。 

<今までのベストゲーム> 

 パネリストの皆さんに、「今までのベストゲームはこれだ、その理由」を述べて、自己紹介をして頂きたいと

思います。松本さんには先ほどお話頂いたので、手前の下田アナウンサー、いつも「シモ」と呼んでいるので

すが（下田氏の「シモ」でいいよの声）、シモは、私以上のサッカーオタクで、ブラジルに住んでいたこともあ

るのですよね。スポーツ中継をやる中で、サッカー以外はやりたくないというくらいサッカーが大好きですね。

（笑い）サッカー中継ではおなじみです。では、シモから話して下さい。 

下田 恒幸氏（シモ）（仙台放送アナウンサー）：1976年から1980年までブラジルに住んでいました。その関

係上、ベストゲームは1978年のアルゼンチン対オランダの決勝戦です。「汚いなあ、この球場」と思いました。

延長になってケンペスが点を取って 3 対 1 で勝ったのですが、点が入るたびに紙ふぶきがすごかった。ピッ

チの上に紙ふぶきが絨毯のようになって、その上で試合をしているのを見てすごいと思った。自分の中で原

点的な試合です。 

竹鼻：ありがとうございます、続いて鈴木淳さん、いつも「ジュン」と呼んでます（鈴木氏の「ジュンでいいよ」

の声）。ジュンはご存知のように宮城県の亘理町の出身で、向山高校から筑波大学に行って、フジタ工業で

サッカーをやって、その間、松本育夫さんが監督の1979年ワールドユース、当時は20歳未満の大会で、当

時マラドーナとディアスでアルゼンチンが優勝した日本の大会で、高 3 トリオ、名取さん、風間さんと共に活

躍しました。その後、日本で開かれたユニバーシアードでベスト4に入った時の日本代表のキャプテンです。

今は、15 才以下の全日本代表のコーチです。 

鈴木 淳氏（ジュン）（全日本ユースコーチ・元ブランメル仙台）：鈴木です。日本サッカー協会に所属してま

す。話の前に、松本育夫さんですが、やさしい顔をしてますが、昔は非常に厳しくて（笑い）、練習が辛かった

思い出があります。ベストゲームですが、僕がナマでワールドカップの試合を見たのは、1994 年のアメリカ

大会です。その決勝戦のブラジル対イタリアのゲーム、ここでイタリアのディフェンスの戦術的なすごさを初

めて知った。ディフェンスライン、ミッドフィルダーライン、オフェンスラインの３つのラインがきれいに作り上げ

られていた。ブラジルが優勝したが、ロマーリオ等の傑出した選手を巧みなディフェンスラインが押さえたこ

とが、印象に残っています。 
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竹鼻：そういう見方もありますね。では松本さん。 

松本 育夫氏（サッカー解説者）：ゲームよりもワールドカップに対する印象をいうと、サッカーのユニフォー

ムがこんなにきれいだと感じた試合がある。1966 年のイングランドと西ドイツの決勝戦です。ピッチが緑、イ

ングランドが赤-白-赤のユニフォーム、西ドイツが、白-黒-白のユニフォーム。これが大変調和して、サッカ

ーってこんなにもユニフォームが映えるスポーツなのかということが、今でも離れないです。色のはっきりし

たユニフォームがピッチに合うなと思います。 

1982 年、ＮＨＫの解説をしていて、ユーゴスラビアとスペインのゲームをマドリードから生放送しようとした。

アナウンサーの羽佐間さんから、「サッカーはスペインの国技だからその雰囲気を日本に伝えよう」と打ち合

わせをした。ただ、方法は教わらなかった。 

試合が始まった瞬間、「松本さん、聞こえますか」とどなってきた。10 万のスタジアムの 9 割、9 万人のスペ

インの観客がいっせいに旗を振って応援している。ヘッドフォンの声が聞こえなかったので「聞こえません」と

答えたところ、試合が終わって叱られた。「聞こえないのに答えているのは何事だ。黙っていれば、アナウン

サーが次の言葉を用意していた。『解説者が聞こえないくらいのこの雰囲気です』といった。」と言われた。こ

のように思い出は尽きません。 

1986 年の大会、ウルグアイとアルゼンチンの試合のハーフタイムにおなかをこわした。NHK のアナウンサ

ーは、駆け出しの山本さん。夕立がきて、35、6度あった気温が一気に冷えてきた。トイレに駆け込んだら、ド

アが無かったし、紙も無かった。このようにいろんな思い出が尽きないです。 

竹鼻：ありがとうございます。松本育夫さんは、1966 年の大会をナマで見たという、ワールドカップを見つづ

けてきた方では有数の方です。私は記録映画で見た記憶があります。 

私の印象に残った大会は、松本さんが講演会で言った事と同じで、1982 年の大会です。当時、ブラジルは、

ジーコ、ファルカン、ソクラテス等の黄金のカルテットがいた。中盤は華麗で、なぜこれで優勝できないかと

思った。ブラジル人もそうだと思う。 

同じように中盤が華麗なフランス。プラティニ、ティガナ、ジレス、フェルナンデスの中盤がいるフランスと西

ドイツの準決勝が印象に残っています。1 対 1 で延長戦になって先にフランスが 2 点とって、3 対 1 にした。

これでフランスが勝ったと思った。私もこの中盤を持つフランスを熱狂的に応援していた。その後、途中出場

のルンメニゲが 1点とって、さらにフィッシャーが同点ゴールを入れて、3 対 3 になってＰＫになりました。 

ドイツ、シティーリケが最初に外した。大学生のインテリの彼がうずくまって泣き出した。ラテン系ならともか

く、ドイツ人があんな風になってしまうのがワールドカップなのかと強く印象に残っている。彼が泣いて立ちあ

がれない姿がＴＶを通して写っている。その後、逆転で西ドイツが決勝に進みました。 

この準決勝で、うまいチームが必ずしも勝ち残らないのだなと思った。それと、ドイツの勝負に対する執念、

絶対に負けないぞという気持ちはなんてすごいんだろう、延長で 2 点もリードされてそこに追いついて、しか

もＰＫでも先に外しておいてまた入れなおして勝つ。シューマッハというゲルマン魂の権化のようなＧＫがい

た。イタリアもロッシと言うセンターフォワードのカウンターで優勝した。ワールドカップに対する各国の思いと

すごさを印象づけられた。 

<抽選結果の印象> 

では、来年のワールドカップがどうなるかと言う話をしてみたいです。皆さんも、手元にある資料を参考にし

て下さい。松本さん、この組み合わせ全体を見て、どのような印象を持たれましたか。 

松本：リーグ戦は、Ｆ組を除くとリーグ戦はバランスよく行ったのだろうと思います。勝ちぬく段階になるとヨー

ロッパと南米のチームが韓国と日本に分かれたと思います。 

鈴木（ジュン）：Ｆ組は大変、日本はいい組み合わせ、ブラジルは楽かなと思います。全体的にはバランスが

取れていると思う。 

下田（シモ）：言う事がなくなりました。（笑い）日本がどの組に入っても簡単には勝てない相手ばかりだと思
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う。手ごわい相手、だからこそワールドカップかなと思います。 

竹鼻：その通りだと思う。でもその中で比較的、日本はいいかなと思いました。開催地の宮城としては、率直

な所、もう少しいい試合がきて欲しかったです。（笑い）エクアドルやメキシコなのでスペイン語の勉強が必要

かな、JAWOCはスペイン語のボランティアを集めなければならないだろうなと思います。 

<F 組について> 

  「死のグループ」の話ですが、F組はすごいと私も思った。アルゼンチン、イングランド、ナイジェリア、スウ

ェーデンです。ジュン、どう思いますか。 

鈴木（ジュン）：現時点では、アルゼンチンは、フランスと並んで、世界でも 2 強。ここに、身体能力の高いナ

イジェリア、劇的にきたイングランド、もともと地力のあるスウェーデンですが、アルゼンチンは抜きんでてい

ると思う。得点能力が高い、バティステュータ、クレスポ、クラウジオ・ロペス、MFのアイマール、U-20の大会

で活躍したサビオラなどのタレントが前線にいる。次にイングランドが来るのではないかと思う。攻撃の部分

でベッカムと言う切り札を持っている。ナイジェリア、スウェーデンがそれにどのように立ち向かうかなと思い

ます。 

下田（シモ）：この組に入った国は損をしたと思う。 

竹鼻：スウェーデンは大会に行くのを止めるのではないですか。（笑い） 

下田（シモ）：スウェーデンも歯が立たない訳ではないでしょう。むしろ、残りの 3 カ国は、スウェーデンからど

のような勝ち方をするか、負けたら意味が無い訳です。 

 アルゼンチンは優勝を狙ってきているだろうから、リーグ戦でピークがくるかどうか興味深いです。勢い先

行のナイジェリア辺りが 1 位で来るのでは、という穴的な読みです（笑い）。裏予想です。そうすると、このグ

ループの最後の試合、スウェーデン対アルゼンチンが宮城であるのは面白いです。ナイジェリア対イングラ

ンドは、大阪ですね。暑いところなのでイングランドは不利です、以上、一般視聴者的感想でした。 

竹鼻：ナイジェリア対イングランド戦が大阪であるのは、私も引っかかっています。大阪は 10 会場の中で 1

番暑い所だと思います。しかも、3 試合目がナイジェリアということできついのではと思います。 

 アルゼンチンはやはり強いでしょう。松本さんが基調講演で言われたように、力を押さえたいリーグ戦なの

に、それができないアルゼンチンは困ったなと思っているでしょう。バティステュータは出ないのではないか、

クレスポ、クラウディオ・ロペスの方がフィットしているのではないか、最初からバティステュータは連れて行

かないのではと思う。リケルメも入らないのではと思うくらい選手層が抜群です。 

ナイジェリアはオコチャを中心とした信じられないような身体能力が発揮できるのではと思います。南米で

もヨーロッパでもないニュートラルな地域での大会なので、ナイジェリアが力を発揮しやすい環境ではないか

と思います。アフリカが優勝、準優勝があるとすれば、日韓の大会ではないか、その中でも、ナイジェリアが

来るのでは。セネガルも強いが初出場なのでナイジェリアではないでしょうか。 

イングランドは選手が若いので 2006 年に強いのではないか。ただ、オーウェンは、世界で 1、2 のストライ

カーなので、彼を止められない時はイングランドかも知れない。ベッカムはセットプレー以外では力を発揮で

きないので、私は、アルゼンチン、ナイジェリアとしたい。 

松本：試合会場をみると、適しているのがナイジェリア、鹿島-神戸-大阪、暑い所３ヵ所です。アルゼンチン

は、鹿島-札幌-宮城、気候にあまり左右されないです。最初から、殴り合いですね。 

守備が大切、うまいのはアルゼンチンです、ゾーンディフェンスの予測がいい。次に組織のイングランドの

守備、心配なのはナイジェリア、どれをみてもプラスマイナスがある。 

そこで、ポイントはストライカーです。オーウェンのイングランド、バティステュータかクレスポのアルゼンチ

ン、彼らが貴重な一点をあげそうな気がする。そうすると、新聞の見出しにはエースの名前が出てきます。 

鈴木（ジュン）：U-17 の試合を見たが、アフリカは個人のイメージが強いが、ナイジェリアは組織のプレーが

でていた。フル代表となると別だが、兆しはあると思う。 
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竹鼻：なんとなく、専門家２人は、アルゼンチン、イングランド。我々ファン（竹鼻、下田）は、ナイジェリアが行

くのではとの期待も含めてます。（笑い） 

これほど完成度の高いチームが多いと、セットプレーで、決め手を持った所が強いのではないか、ベッカム

とか、イタリアのトッティ、ロベルト・カルロスなど、フリーキックのうまい選手のいる所などどうでしょう。 

松本：それプラス、アルゼンチンのフリーキックの意外性、空中戦ではなくグラウンダーのパスのセットプレ

ーがくる。 

 空中戦だとイングランドとスウェーデン、本当の面白さを持ったのはアルゼンチンではないでしょうか。 

鈴木（ジュン）：前回のフランス大会でベーロンから、サネッティへの壁の裏に速いパスを出したキック、対イ

ングランド戦だったと思うが、今回もリスタートでのプレイは面白いだろう。ストライカーのいるチームは強い

と思う。並みのストライカーでは得点できないサッカーになってきました。 

<日本のいる H組について> 

竹鼻：話は尽きないが、次に、日本につてはどうでしょう。H 組についての話を聞きましょう。最初素人から。 

下田（シモ）：ドローを見て最初に「結構、ラッキー」と思った。が時間がたつと、他の 3 カ国も「ラッキー」と思

っているだろう、そういう組ではないか。顔の見えないチームだ。マニアはともかく、すぐ名前が浮かぶスー

パースター級の選手がいない。 

 怯えずに戦える日本は、間違って3連勝して宮城に来るかもしれない。チュニジアもロシアも空中戦に強い

とか、これから先、奥の手は見せないだろうからそこら辺がカギかなと思う。最終的には 1位で通過、ベルギ

ーが 2位。フランス大会の韓国戦の感想からもそう思う。 

竹鼻：素人が続きます。私は、ロシアが 1位、2 位が日本と願望も込めて思います。 

ロシアはテレビで見たが強いと思う。ワントップで、トップ下にチトフという、左サイド、右サイドに流れてプレ

ーする背の高い選手がいる。攻撃的なボランチ、モストボイがスケールの大きいプレーをする。ゲームメー

カー的です。ソビエト時代のシステマチックなサッカーから、創造性が加わって強いのではと思う。右サイド

のカリピンとモストボイがいて、縦のラインから点を取りに来ると思う。 

日本は初戦のベルギー戦がカギだと思う。もし勝てれば、残り１敗１分けでも残るだろう。有名なムテンザ

は押さえられるだろう（笑い）。大きい人のヘディングが阻止できるかどうか、チュニジアはブラック系ではなく、

アラブ系なので、サウジとやっている日本はわかるかなと思います。 

鈴木（ジュン）：私は、ロシアが１位、日本が 2位という予想です。ロシアは、強い国のいた予選リーグで 7勝

2 分け 1 敗。バランスが取れている。日本は、竹鼻さんが言うようにベルギー戦がカギになると思います。 

チュニジアは完成度がまだなのではと思う。 

松本：チュニジアではなく中南米のチームがくると思っていた。 

ベルギーは 1986 年メキシコ大会のとき、シーフォーというイタリアから移籍した選手がいたが、当時よりも

11 人のレベルは上がっているのではないかと思う。ポジションチェンジをやらないので、日本の前線と中盤

の 7人が功を奏するだろう。五分五分だが、地元なので勝ちたい。 

ロシアは危険。ソ連時代は選手が国のためにサッカーをしていた。予選は頑張る、決勝リーグになると、亡

命を恐れて選手を宿舎から出さなかったのでメンタルが落ちていた。今は社会体制が変わって、選手がヨー

ロッパリーグに行ける時代になった。鍛えられたグラウンダーパス、長いパス、活動量、組織力は侮りがた

いです。日本は苦しい戦いを強いられるだろう。長いパスとスピードに弱い日本。竹鼻さんが言った中盤の 4

人に日本がやりにくいと思います。ロシアがヨーロッパで10試合やって6失点というのは本物だろう、これが

ひとつ。 

チュニジアは、守備が主になっている。攻撃は他チームほど魅力がない、だから勝てるだろう。次の組み

合わせの事を考えると、1位にならないとブラジルとぶつかる。どうしても 1位で通過して、C組 2位で来るで

あろうトルコとやらせたい。ここは、私の願望で、日本が 1位になってくれ、2 位はロシアを描いています。 
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竹鼻：なるほど。だいたい、ロシア、日本あるいは日本、ロシアのようです。 

<日本はどう戦うか> 

日本はどう戦うのか、ベストメンバーも含めて。トルシエ批判になるから日本協会はだめなのかな？（笑い） 

鈴木（ジュン）：ぼくはだめですね。（笑い）マジだめなんですよ。 

 代表チームに関してはコメントはしないことになってます。といってもこういう場なので、、、選手に戦術が浸

透してきています。この完成度をワールドカップまでに更に上げていく必要があります。情報は分析できてき

ているがこれをどうチームに生かすかがこれからの課題でしょう。（笑い） 

竹鼻：わかりました（笑い）。松本さん、講演の中で「高い位置からプレスをかけて」という話がありましたが、

日本の戦い方で何か付け加える事はありますか。 

松本：システムは変わらないでしょう。3-5-2 にするか、3-6-1 を取るか、ゲームの中で流れを変えるかも知

れない。トルシエはこれまでもトライしている。ただ、エスパルスの三都主（サントス・元アレックス）をどうする

か、選ぶかどうかがポイント、選ぶのだったらどういう使い方をするのかな、それによって中盤の構成が変わ

ってきます。 

三都主は左サイド、途中から使うとするとトップかな。ぼくの描いている 2 トップは高原、柳沢だろう、頑張り

屋の鈴木をどうするかな、中山を入れるかどうか。三都主はキープ力、スピードがある、フリーキックの手も

ある。そうすると、左は小野、俊輔（中村）がいて難しい。トルシエのやりたいサッカーを打ち出さないと選手

の理解が得られない。トルシエはキャプテンを毎試合替える、新しい選手を入れる。 

三都主の能力の理解が日本にとってポイントになる。私は入れたほうが面白いと思う。3 バックは、松田、

森岡、中田だが、守備を考えると服部の方がいいかもしれない。 

中盤はボランチで、稲本、戸田、また調子のよくない中田をボランチにして、ゲーム作りを小野にして、左

に三都主かも知れない。うれしい悲鳴なのか、困ったことなのか。前線、右はスピードがある波戸、左はどう

するのかな。中田がボランチになったら、森島の前線への飛び出しが有効、日本のサッカーのリズムが変

わってくる。監督の考えでどうなるでしょうか。 

下田（シモ）：ファンの立場から、カズを復帰させて欲しい（笑い）。可能性は薄いが僕達の世代はそう思って

いるでしょう。ゴンとカズがまた入らないかなあと思います。 

私も、キーマンは森島ではないかと思う。イタリア戦でも一番効いていた。2トップにすると、中田をボランチ

に下げても、稲本と組んでも戸田と組んでもチームのバランスは変わるだろう。トリプルボランチにして、中

田の両側に稲本と戸田を並べると、1トップになる。1トップの森島だと点を取るのはしんどいかな、2トップの

間に森島が入るほうが、底力のあるチームとやるときはいいのかなと、イタリア戦を見ながら素人目に思い

ました。 

トルシエがスタメンを組んで、誰を切り札に使うのか注目してます。アレックス（三都主）は左サイドだが、ト

ルシエは左にゲームメーカー的な選手を置いてきた、そうでなければ、ディフェンシブ。彼をどのように使う

のかなと思う。右の広山も胆がすわっているような選手、海外に行っている選手の中では最もコンスタントに

試合に出ている選手です。彼をどうやって使うのか注目してます。 

松本：ワールドカップの登録メンバーは 22 人ですから、今のような話も出てくると思う。実際に試合に出るの

は 15、6 人。一つにまとめるために、残りの選手の役割をはっきりさせた方がいいだろう。 

竹鼻：私の希望する代表メンバーは、ベルギーと、ロシアとは変えた方がいいだろう。 

ベルギー戦は、真ん中は、宮本恒。高い位置でラインコントロールをする。 

ロシア戦では、左は小野、俊輔、三都主ではまずい。ロシアは右サイドが基点なので、中田を左サイドのセ

ンターバックにするなら、ウイングバックに服部、右を攻撃的にして広山を持ってくる。ベルギー戦は普通で

いいが、対相手と考えるといいかなと思う。くるくる変えるのはいけないだろうが、ファンの立場から言った。 

<ブラジルについて> 
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ジュンがブラジルには留学していたりしてかなり詳しいので、不調なブラジルが、そこから脱することができ

るかどうか聞きたい。 

鈴木（ジュン）：すべてが問題です。（笑い）タレントは豊富だが、タレントの育成はやってない。 

今のサッカーが変化しているのに選手が適応してないと思う。指導者が勉強してない。ブラジルが一番と

思っていて外に出て勉強しない。もろもろの問題が出てきています。 

監督が 3 人替わった。ルッシェンブルゴを解任したが次がいなかった。仕方なくレオンにしたが彼もだめで、

今はフェリペ、彼はグレミオなどクラブで経験があるが代表チームは初めてです。3-5-2の新しいシステムに

チャレンジしているので、新しいサッカーが少しづつ見えてきたのかなと思います。ロマーリオは調子がいい

が代表復帰は厳しい。ロナウドは復帰するだろう。 

下田（シモ）：つらいです。エクアドルなどに負けるなよと言いたい。今、世界最強のアルゼンチンも1994年、

オーストラリアに敗れたりしているので、ここで襟を正して 2010 年に強いのではないか。 

 ブラジルも人じゃないかと思わせたのは、オリンピックにおける日本じゃないかと思う。人材はあるので、ま

とめていくのを注目してます。 

竹鼻：エジウソン、ルイゾンでの 2 トップでいいのかと思います。 

下田（シモ）：ロマーリオの名前が今でも出る。コンフェデに来たブラジルだったら、トゥットとエメルソンの方が

よほどいいのではと思ったりする。眠っている才能を発掘して生かして欲しい。 

竹鼻：ペレの時代からブラジルを知り尽くしている松本さん、本大会は大丈夫ですか。 

松本：鈴木君が話したように、指導者です。指導者のシステムがないから、皆自分の体験で物をいう。 

J リーグにきて失敗するのはブラジル人です。指導者として、ブラジルの指導者はBクラスです。タレントの

組み合わせ次第でチームができる。11人でする理念とポリシーが必要だが、ジュビロを経験したこの人には

少ししんどいかなと思います。 

ブラジルは選手が豊富で、監督はそれを組み合わせてチームにする。それが生きた時代と、そうでないの

が今。2002 年では予選は楽なグループだが、決勝トーナメントに行った時に限界があると思う。これは大切

です。 

 日本に来たブラジルの指導者は、自分達はブラジルだと言って日本の指導者の言う事も聞かない。ワー

ルドカップの結果によって話をするが、それは彼らの指導力がいいからではない。そこにサッカーの遅れが

あるので、６ヵ月で立てなおすのは難しいのではないでしょうか。 

鈴木（ジュン）：戦術的な事をいうと、ブラジルのサッカーは間延びしている。ディフェンスとフォワードのライ

ンが空いている。暑い気候的な物もあるが、空いている中盤を改善すれば、タレントはいるのでいい結果が

出せる示唆になるのではないか。 

松本：鈴木君の話に付け加えれば、コンパクトにして、一つのボールに数人の選手が行くよりも、相手との１

対１の場面を次々に作ったほうが、個人技がいきるのではないか。間延びしたサッカーでもやれてきたが、

今はトータルサッカーなので１１人でコンパクトにそれをしなければならないです。 

 鈴木君は協会の人だから言えないが、私の場合は言えます。アントラーズのジョアン・カルロス、その後グ

ランパスに行って、セレッソに行って全部失敗しましたね。彼のサッカーはまさに間延びです。フォワードとバ

ックラインが幅広い。その為にアントラーズは迷った時期があった。だから、個人技を活かすためにスペース

は、一人づつある程度あった方がいい。そのサッカーは古くなっているんですよね。そこらが問題なのにブラ

ジルの指導者はまだ気付いてないのです。 

下田（シモ）：イングランドのエリクソンのように外人の監督を使う、組織を教える人を持ってきたほうがいい

のではないか。ただ、プライドもあるし、アルゼンチンより先に外人をもって来たくはないだろう。それくらいの

問題だ。ヨーロッパに選手はたくさんいっているから選手はわかっているかもしれないが、彼らが代表ではな

い。 
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鈴木（ジュン）：ブラジルのクラブチーム、サンカエターノというチームが活躍しているが、ヨーロッパに近い

サッカーをする。去年も今年も活躍した。１１人攻撃、１１人守備と言うモビリティなサッカーをするので、そう

いうチーム、指導者がでてきている。国全体には行き渡ってないです。 

<注目する国・期待する選手> 

竹鼻：各組の１位、２位の話をしたかった。これから２時間くらいしゃべってもいいくらいですが（笑い）、そうも

いかないので、注目する国、期待する選手を３人くらいあげてください。 

鈴木（ジュン）：ルイコスタ、オーウェン、サビオラです。ルイコスタは、ワールドユースで活躍したポルトガル

の選手です。若手の選手が桧舞台でどんな活躍をするか、見てみたい。オーウェンも同じです。マレーシア

の大会で活躍しました。サビオラも今年のアルゼンチン大会で活躍しましたが、彼は代表になるかどうかわ

かりません。彼の動きを見た 10 人中 10 人がすごいと言う、選手です。 

竹鼻：サビオラをスーパーサブで使うとおもしろいですね。 

鈴木（ジュン）：そうですね。彼は、パス、ドリブル、ワンタッチのプレーなどどれでもできる選手で、守備もで

きます。90 分はまだ無理かもしれないが、期待してます。 

竹鼻：160 センチくらいの身長で、日本人が親しみを持つ顔の選手ですね。 

下田（シモ）：アルゼンチンのサビオラはジュンさんと一緒です。1998 年のワンダーキッドがオーウェンであ

るならば、2002 年のそれはサビオラであって欲しい。それと、ロベルト・バッジョ。イタリアが仙台をキャンプ

地にするかもしれないと言う事で、是非ロビーを見てみたい。 

 また、選手名ではないが、ファンタジスタを見てみたい。いろんなタイプのファンタジスタがいるが、ルイコス

タ、トッティ、など、どのファンタジスタが一番すごいのか見てみたいです。国では、セネガル。アフリカの中で

は秩序だったチームと思う。開幕戦でフランスと戦うが、1990 年のアルゼンチンに対するカメルーンのように

ノーマークで仕事をするかもしれない。 

松本：チームでは、ドリブルとパスの両方が使えるチーム、フランス、スペインとアルゼンチン。特にスペイン

に勝ち残って欲しい。 

日本人からみるとどうしてというようなプレーをする、南アフリカの黒人たちのサッカーに期待を持っている。

ヨーロッパの指導者が入って組織的サッカーを教え始めていて、彼らの本能が発揮される。1990 年イタリア

大会の時。1982 年、チュニジアがドイツを破って、初めてアフリカが 1勝した。 

彼らの反応の速さはなぜか、実はアキレス腱の長さです。私達のアキレス腱は短くてすぐ被覆筋になる。

彼らにはこれが無いのです。アキレス腱が膝の所まであります。そのアキレス腱の長さと、足の裏が地面に

着いた時の反応の速さがアフリカの選手の特徴です。指導者が作れない選手に対して興味があります。 

竹鼻：最後に私も。夢のある選手、ファンタジスタに活躍して欲しい。リバウドやフィーゴはファンタジスタで

はない。ジュンもあげたポルトガルのルイコスタ、10 番。夢のようなプレーができる。皆さん彼に是非注目し

てください。 

また、フランスのアンリ。滑らかなプレーをするフォワードです。アンリ、トレゼゲの 2 人のフォワードの 1 人

です。ゲームメーカー的動きをする。昔からのフランスの香りがする優雅な選手です。 

もう一人は、シモと同じ、「頼むぞ、トラップ。ロベルト・バッジョ」と私も思ってます（笑い）。夢のある選手で、

ワールドカップに出られるとしたらこれが最後になるだろうが、怪我をしている。彼には是非来て、スーパー

サブでいいから出て欲しいです。 

アメリカ大会の時、PK 戦でブラジルに負けたとき、印象に残っている写真がある。PK を外した時、10 番を

つけて下を向いている彼を、スタジアム 7万人の観衆が皆見ていた 1枚。是非きて欲しいです。 

期待しているチームはウルグアイです。ポルトガルには優勝して欲しいが、松本さんの言われるように無

理かなと思います。 

<ベスト４> 
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 最後に、ベスト４をあげてください。 

下田（シモ）：期待も込めて、アルゼンチンかブラジルのどちらか対日本。韓国ラウンドは、イタリアかドイツ

対カメルーン。優勝は南米のどちらか。 

松本：韓国サイドは、イタリアとポルトガルの準決勝、日本サイドはフランスとアルゼンチンの準決勝。決勝

は、ヨーロッパと南米でやらせたいので、アルゼンチン対イタリア、ポルトガルのどちらかと予測しました。 

鈴木（ジュン）：同じです（笑い）。フランス、アルゼンチン、ポルトガル、イタリア。優勝はアルゼンチンが行く

のでは。 

竹鼻：最後に私が。韓国ラウンドでは、イタリア対ポルトガル、日本ラウンドはウラへ行って、ブラジル対アル

ゼンチン。 

 フランスはその前に負ける。根拠はフランスの４バックが歳を取りすぎている。リザラズ、テュラム、デサイ

ーが３０歳を過ぎている。1 人、シルベストルが若いが、決勝までの７試合、日本の暑さの中でバテて、準々

決勝でブラジルに負けるだろう。暑さに慣れているブラジルが静岡エコパでフランスに勝つでしょう。優勝は

アルゼンチン。みな、あまり変わりませんねえ。 

下田（シモ）：僕は全然違いますよ（笑い）。だって、準々決勝は、日本対中国。宮城スタジアムです。でも多

分、当たらないでしょう。 

竹鼻：本当は、チェコとオランダがきてくれれば、この大会は文句無かったのですが、残念です。 

宮城スタジアムの決勝トーナメント１回戦は、ロシア対トルコだと思います。トルコのサポーターが来たら少

し荒れるかも知れません。トルコがきたら私達は覚悟が必要かも知れません。 

時間があれば、全試合を語りたかったです。今日のこの分科会を楽しみにしてきました。改めて、松本育

夫さん、鈴木淳さん、下田恒幸さんに拍手をいたしましょう。ありがとうございました。（拍手） 

（記録者・野坂） 
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２００２ＦＩＦＡワールドカップＴＭフリートーク・フェスタ 分科会Ⅲ 
 

「交流としてのワールドカップ～ネットワークが広がる」 
 
                    ２００１年１２月２日（日）１４：３０～１６：００ 

                                    場所 ： ハーネル仙台 

            パネラー ： ジュリアン・カール・クロッカー氏（イングランド） 
                   ジョウジ・エスピノザ氏 （メキシコ） 
                  ウー・チャン・スー氏 （在日韓国二世） 
                   シェーク・ンジャユ氏 （セネガル） 
             コーディネーター ： 三雲 茂晴氏（ミヤギテレビアナウンサー） 
 
三雲 茂晴氏（ミヤギテレビアナウンサー）：皆さんこんにちは、ミヤギテレビの三雲といいま

す。今ベガルタ情報が入ってまいりまして同点だったらしいんです途中まで１対１で、驚きまし

たね逆転したみたいで、今３－１になっているそうです。今日も仙台スタジアムは１万人を越え

ているという観客で、本当にバブリーではなくてサッカーが根付いていってほしいなあと、でも

間違いないですね、サッカーというものを通しておらがまちのチームベガルタが、信じることだ

とか、あきらめないことだとか、そういうことを我々に非常に教えてくれて、それがなんといっ

ても大きなことかと思っております。 
で、今度のＷカップ、私も実は前回９８年のフランス大会を初めて体感をしてきました。その時

に本当にショックを受けました。当初は一サッカーのゲームに何故これほど多くの人たち、世界

中の人たちが興奮するのだろう、何故なのだろう、そういう思いでサッカーのゲームを見るとい

うことよりも、何故Ｗカップなのだということを知りたくてフランスに行ってきました。その答

えが少しずつですけれども私も分ってきているというまだ過程です。今度の初めてアジアで開催

されるＷカップ、一部では本物ではないんではないか、それはなぜかというと、今まではヨーロ

ッパと南米でしか行なわれたことのないＷカップで、それ以外で行なわれることが、我々にとっ

ては誇りであって嬉しいことですけれども、偽者だ、なんてそんな声もちらほら聞こえてきてい

るのも事実です。だからこそ、逆に我々も世界の人たちに日本そして韓国共同開催ということで、

今まであまりサッカーが強くなかった国でも、こんな素晴らしい大会が出来た。我々もいい体験

ができた。そんなものにしたい。誰がということではなくみんなで盛り上げていくものだと思っ

ています。 
正直申し上げてこの分科会、私も本当ならばどこが強いか竹鼻さんがやっていて松本育夫さん、

鈴木さん、仙台放送の下田さんが参加している方が面白そうかな、なんて思ったのですが、ただ、

みなさん、考えてみてください。この分科会はある意味で一番インターナショナルな分科会なん

です。今日のパネラーのみなさん、各大陸から参加をしていただいております。ヨーロッパそし

て北中米カリブ海、そしてアジア、アフリカ。他の会でこんな分科会あるでしょうか。最もイン
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ターナショナルな分科会と自負してやみません。 
ヨーロッパ１５チームを代表してイングランド、サッカーが生まれた所です。ジュリアン・カー

ル・クロッカーさんです。ちょっとお立ち頂きましょう。ジュリアンさんはイングランドのご出

身で今国分町でスポーツバー「シャフト」（をやっています）、行った事ある人？おっ、やるじゃ

ん。（笑い）いったこと無い人、ぜひ今晩やっているそうですから。（笑い）終わったあと今日は

ジュリアンのおごりだそうです。（笑い）あとミヤギテレビでも以前番組やっていただきました

し、東北放送でラジオ「ハローサッカーフリッカーズ」（毎週土曜日夜７時）をやっています。

別にミヤギテレビだからなんて関係ないです、枠をこえてサッカーを愛する者たちで盛り上げて

いこうと。（笑い）ジュリアンさん、ありがとうございます。日本滞在１２年。（拍手） 
そして、今度は北中米カリブ海を代表してメキシコからジヨウジ・エスピノザさんです、どうぞ

ご起立下さい。プロのシンガーだそうです。今日ものったら歌っちゃうぞ、と。（ジョウジさん、

歌う）素晴らしい。（拍手）これ以上聞くとお金が発生するということなのでお許しください。 
そして今アジュール仙台の２０階、ラテンレストランの「サンバサンバ」のマネージャーです。

行った事ある人？行った事ない人？これからは「サンバサンバ」で食べてからジユリアンのお店

に行くとそういう流れにしましょう。よろしくお願いします。（拍手） 
そしてアジア４チーム代表ということで韓国からウー・チャン・スーさんです。よろしくお願い

します。ウーさんは小学校・中学校が気仙沼だそうです。生まれも育ちも宮城県ということです。

在日の韓国二世ということで、今、仙台市と大崎地方でハングル教室「仙台ハングル講座２００

２」というのを主催されているということです。又、本業は設計をなさるということです。ウー・

チャン・スーさんです、よろしくお願いします。（拍手） 
そして今回アフリカ初出場、セネガルです、おめでとうございました。（拍手） 
シェーク・ンジャユさん、今東北大学に留学をしているということで、電子工学を勉強している

とのことです。え～，分かりません。（笑い）仙台に来てもう４年たつということで将来はセネ

ガルに戻って大学の先生になりたいという、大きな夢をもっていらっしゃるということです。 
シェークさん、セネガルってどのあたりにあるんですか？（シェークさん、ホワイトボードに地

図を書く）セネガルは１９６０年にフランスから独立したんですね。ということは母国語はフラ

ンス語ですか？（シェークさん、カタカナでオロフ語と書く）すごいですね、カタカナ完璧です

ね。オロフ語ですか。今回Ｗカップ、初出場が何チームあるか知っていますか？はい、４チーム

ですね。その中のセネガル、台風の目とも言われています。非常に驚異でもありますが、シェー

クさんです。よろしくお願いいたします。（拍手） 
ここに本当は南米が加われば完璧だったのですが、メキシコのエスピノザさんに怒られるかもし

れませんが、大きな意味ではメキシコも南米に近いと考えれば、すべての大陸からのインターナ

ショナルな分科会です。さっそくご本人の自己紹介も兼ねながら自分の国ではサッカーはどれだ

け人気があるんだ、どれだけすごいんだ、ということを自慢をしていただきたいと思いますが、

まずはジュリアンからいきましょう。 
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＜サッカーお国自慢＞ 
ジュリアン・カール・クロッカー氏（イングランド）：みなさん、こんにちは。とても面白い紹

介をしていただきまして三雲さん、どうもありがとうございます。イングランドサッカーの自慢

はいっぱいあるんですが、自慢できないこともいくつかあります・・・その前に自己紹介しまし

ょう。私は昭和６３年の夏に来日して最初は大学を卒業してからすぐ文部省の英語講師の仕事で

県北のササニシキの超うまいところに派遣されました。米山町、御存知ですか？登米郡にあるん

ですけれど、米山町に行ったことのある人？うちの店（のお客さんの数）よりも少ないというの

は、どっちかというとざいごだっちゃ。（笑い）そこではじめて日本語を覚えたり、日本の文化

について学んだりしました。いったん１年間の仕事が終わってから、「これからどうすっぺ」と

思って、まず世界一周旅行をしたくてあちこちまわりながら、ああ日本の１年間が良かったなぁ、

ああなつかしいなぁ、と思って戻りたくなったんですね。その時に米山町の近くの佐沼というと

ころの英会話教室に知り合いがいて呼んでくれたんですね。「一緒に仕事、してけねすか？」と。

でいいなぁ、と思って戻ってきました。それが１９９１年だったんです。それから話しは長くな

るんですけど、自分の有限会社を設立して英会話教室を開いたり、あと２年前に仙台の国分町の

ど真ん中にさっき紹介された「シャフト」が出来まして、ほとんど今はシャフトでおいしいイギ

リスのビールを飲みながら仕事、一応仕事なんですけど楽しみながら営業しています。大学で体

育教師になるための勉強をしていたんですが、その前に１０歳でサッカー少年団に入りました。

イギリス人としては遅い方なんですね。本当はイギリス人は生まれたときからサッカーボールと

遊んでいるから５・６歳からサッカー少年団に入っておかしくない国なんです。イギリスの男性

はみんなサッカーはある程度できます。私は大学に入る前に県はないけど「カウンティ代表」に

なって、そこで多分一番いいサッカーをやっていました。それから大学に入って忙しくなったん

ですけれども今でも実際現役ですね。私は今年年男ということで、「巳年」で３６歳なんですが、

サッカーをやっているんです。実は仙台で「宮城ユナイテッド」という国際チーム、日本人も入

っていていろんな国のサッカーが好きな人たちが集まってあちこちで親善試合をやっています。

シェークさんも何回かうちのチームに入ったことがあるし、南米の「ラティノス」というチーム

とやったりしているし、仙台はベガルタ仙台だけじゃなくて、仙台に住んでいる外国人の中でも

既にサッカーが盛り上がっているんですね。 
 続きましてイングランドサッカーに対する自慢、実は３つあります。ひつとはやっぱり世界の

一番人気があって素晴らしいスポーツの発祥地がイングランド（である）、それがすごく自慢で

すね。そしてサッカーはイギリスの国技ですね。みんなやっているし大好きで女性でも男性でも

関係なく好きですね。２つめの自慢は１９６６年の（イングランドが主催国の）Ｗカップの決勝

戦でなんとかがんばって西ドイツを破って優勝しました。それはイングランドのサッカーサポー

ターの一番自慢なことです。イギリス人が最近イングランドのサッカーのプレーが良くないと言

われたら必ず、「でも１９６６年に優勝した」という風に言うんです。確かに私が大学時代とか、

私が生きている間にイングランドのサッカーを見ていて、ちょっとレベルが落ちてきているなぁ、

と思ったところ。イギリスのプレミアリーグ（昔の一部リーグがプレミアリーグになって）に外
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国からいろんな選手が入ってくる形になって、どんどん外国選手（ヨーロッパや南米の選手）の

いい影響でイングランドサッカーは最近変わってきて、ただあたりが激しいサッカーとか、ロン

グボールを入れてガッツプレイとかいう典型的なサッカーから、ボールを持てる選手も出てきた

んですね。そこで３つめの自慢ですが、現在の一番いいサッカー選手の２人が今イングランドに

いる。一人はスパイスボーイのベッカム、もう一人はＦＷのオゥーエン選手。この２人の選手は

どちらも前回のフランスＷカップの時に大活躍をして、この４年の間にもっと成長してこの２人

の選手が元気であれば、ようするにケガしなければイングランドは優勝できる可能性がすごく高

いと思います。最期に長くなったんですけれどイギリスのサッカーの自慢できないところ、よう

するに恥ずかしいところはフーリガンですね。インランドサポーターみんながフーリガンという

わけではないんです。私の格好では見た感じでやっぱりイギリスのフーリガンと思ってしまうか

もしれないけど（笑い）、こういう頭してね。（笑い：ジュリアンはスキンヘッド） 
本当は今日の分科会のためにここに赤い十字を（笑い）書いて、記念にバリバリで行こうと思っ

たんだけれど、ちょっと抑えました。で、ほとんどのそういう格好の人は本当のサッカーのサポ

ーターで、自分の国を愛して情熱が高いんですけど、一部のワルがいてその人たちは集まって暴

力を起こすための団体ですね。今回のセキュリティがすごく厳しくなったんで入ってこないよう

に整備されていると思うんですが、私も（惜しかったんです）同じグループのスゥエーデンとア

ルゼンチンが宮城県に来ますけれど、（イングランドが来なかったというのは）ちょっと複雑で

すがほっとしましたね。（笑い）その代わりにメキシコに頑張ってもらおう。（笑い）ということ

で以上です。（拍手） 
三雲 茂晴氏：さすがにサッカー発祥の地でもあるし、第８回大会です。イングランドが優勝

したのは。来年は１７回大会。はるか昔といえばはるか昔なんですが、今イングランドのサッカ

ーがオゥーエンとかベッカムというスターを擁して今回は狙っているという意気込みを感じま

した。次ぎはメキシコ、これまでメキシコというと、ベスト８が二度ある、そのメキシコのサッ

カー自慢というのをジョウジさんにしていただきましょうか。お願いします。 
ジョウジ・エスピノザ氏（メキシコ）：ありがとうございます。みなさんこんにちはよろしくお

願いいたします。（拍手）メキシコでは文化として１，５００年前にボールゲームが始まりまし

た。このゲームの負けたチーム。（首を切るマネ）神様の前でみせるんですね。 
三雲 茂晴氏：その意味ではサッカーの歴史はイングランドより古いかもしれないというわけ

ですね。サッカーが一番の人気ですか？ 
ジョウジ・エスピノザ氏：人気です。１９７０年と１９８６年に２回Ｗカップをやったし、子

どもからみんな道で（ボールがなくても）なんでもキックできるものでやっています。メキシコ

のアスティカスタジアムは１１万です。仕事を休んででもサッカーを見に行きます。それがあた

りまえなんです。 
三雲 茂晴氏：メキシコがサッカーでどのくらいかというと、イングランドが今回Ｗカップに

でるのが１１回目ですね、メキシコは今度で１２回。つまりイングランドよりも出場しているわ

けです。もちろん、各大陸の予選の大変さ、ヨーロッパのレベルの高さもあるかも知れませんが、



 51

メキシコはしかも３大会連続の出場、イングランドは２大会連続、その意味では実績とか経験が

あるのであなどれないチームで、しかも６月９日の宮城スタジアムの初戦が「メキシコとエクア

ドル」という対戦ですからね。 
ジョウジ・エスピノザ氏：そうですね、とても嬉しいですよ。誰かチケット？（笑い） 
（ジユリアンがもっているという合図）あった！ありがとうございます。（笑い） 
三雲 茂晴氏：メキシコもやはりサッカーが国技であるということが分かったかと思います。

ありがとうございました。そして次ぎは韓国のサッカー自慢についてウーさん。 
ウー・チャン・スー氏：私は韓国生まれではないので韓国サッカーにはうといんですが、隣に

セネガルの方がいらっしゃいますが、実は先週（全州ビビンバで有名）全州に競技場がオープン

しましてセネガルと試合をしましたが、０対１で負けているんですね。こういうことでいいんで

しょうか？クロアチアとは１勝１引き分けです。ヨーロッパに対してはジンクツがあるものです

から勝ったのはうれしいですね。 
三雲 茂晴氏：ウーさん韓国でもサッカーはＮＯ１人気スポーツなんですか？ 
ウー・チャン・スー氏：そうですね、日韓条約というのが今から３５年ほど前に結ばれまして、

在日韓国人も自由に出入りが出来るようになって、最初に行って目に付いたのは子どもたちのサ

ッカーをやっている姿です。おとなもサッカーをしていて野球はあまりやっていませんでした。

国技なんですね。その頃も今も。さきほど松本さんのお話しの中で北朝鮮がブラジルで６６年に

０－３で勝っていて逆転されましたが、北朝鮮もすごく強かった。 
去年の１０月に韓国で宮城のＵ－１２チームとブラジルのサンパウロ・ジュニア（の役員の子ど

もたち）などをスウォン（水原）に招待しました。韓国チームはチャ・ボングン。（フランス大

会の監督）彼がハンガンの川辺で小中高の教室を開いているんですが、高校生がすごくて自分の

教えている子どもたちをどんどんドイツに送っています。そこから次のＷカップに出てくる訳で

す。実は韓国はこれから、丁度今谷間にいるんです。日本はしたから上がってきて今とびこえて

いる状態でランキングでも差があります。で少年のサッカーは面白いですね。大人のかけひきも

やりながら少年の純粋さももって試合をする、その時に予算がない中で国際一級の審判員を呼ん

でレェフリーをしてもらいましたが、宮城県のトレセンＵ－１２は非常にスポーツマンシップに

のっとって態度がいいと審判がいいました。韓国はチャ・ボングンの下でたった一人で小学生に

指導しているコーチがいて、その人が子どもたちを集めて何か言うときには空をみていうんです

ね、つまり怒らないで教えているんです。日本も韓国もほぼ同じような成績でしたが非常におも

しろかったです。 
今回の２００２年Ｗカップで忘れてならないのは韓日、日韓共催ということですね。 
地図を南を上にしてみると、韓国の上に日本があってヨーロッパからみると経済的にも無視でき

ない強大な国になります。結果として両国をたてたという形ですがこの意義は非常に大きいと思

います。今日韓の関係はもっと仲良くなる必要がある。２００２年を契機にもっと市民交流をや

るべきですね。サッカーは大切ですが、サッカーが終わって何が残るかというと交流なんですね。 
日韓が仲良くなることでアジア全体が良くなる、そんなことを期待して今回のＷカップをみてお
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ります。 
三雲 茂晴氏：ウーさんはこの分科会の最終的なテーマである交流という所までお話しをして

くださいましたが、ここはまたみんなでじっくりと話したいと思います。今ちょっと謙虚に言わ

れましたが、アジアの中で韓国はダントツの出場回数を誇って５大会連続の６回目、ただ、まだ

１勝もできていない。逆にそれが世界のサッカーだと思います。だから日本が前回はじめて世界

の大会にでて勝てるはずがない、と同時に前回初出場でクロアチアがいきなり３位まで行ってし

まう。これはヨーロッパあなどれないな。そしてあなどれないといえばアフリカにあるセネガル、

初出場です。初出場ですがやるんではないか。アフリカ大陸の一番西側にある小さな国、日本と

比べてどれくらいの大きさですか？ 
シェーク・ンジャユ氏：面積は半分くらい、人口が１５分の１くらい。その中でサッカーは一

番人気のあるスポーツです。大体６歳くらいからサッカーをやります。私の場合だと多分４歳く

らいからだったと思います。プロリーグもありますが今のナショナルチームのほとんどは外国で

やっている選手です。 
三雲 茂晴氏：そうですか、今でましたけれどもフランスのトップリーグにはセネガルの選手

がたくさん出ているということで、フィジカルが強いといわれますが、同じアフリカのチュニジ

アや南アフリカと比べてセネガルのサッカーの特徴というのはあるんですか？ 
シェーク・ンジャユ氏：セネガル人というのは（ナイジェリア人やチュニジア人と違って）僕

みたいに体が小さい。弱くみえるんですがテクニックがあると思います。技術、個人のプレーの

すごい選手がけっこういますし、アフリカでは自信をもってＮｏ．１といえます。 
三雲 茂晴氏：こわいですね。（１０月に日本代表に２－０で勝っているとの声）ブキミですね

セネガル。昨日そのセネガルも含めてファイナル・ドロー、抽選会が行なわれました。母国の抽

選結果に対してどんな感想をもち、どんな成績を期待するかということを今回はシェークさんか

ら聞いていきたいと思います。 
 
＜ドローの感想と母国の成績への期待＞ 
三雲 茂晴氏：セネガルはどこと一緒になったかというと、開幕ゲームでフランス、可愛そう

に。（笑い）そして、ウルグアイ、Ｗカップの第１回大会の開催地。今回は苦しんで出場を決め

たばかりです。そしてヨーロッパのデンマークのＡ組になったわけです。では感想を聞きましょ

う。 
シェーク・ンジャユ氏：フランスは（前回の）優勝国なんですけれども、私はフランスは怖く

ない。というのも今の代表の選手はみんなフランスでプレーしていて、フランス人のプレーとか

は分かっているから問題ない。（拍手）ありがとうございます。 
三雲 茂晴氏：９０年のイタリア大会の時にもこんなデーターがあります。８６年の大会での

優勝国がアルゼンチンだったんですが、下馬評が高くなかったやはりアフリカのカメルーンに破

れています。では初出場のセネガルとしてはどのくらいまでいけると思っていますか？ 
シェーク・ンジャユ氏：セネガルにはこういう言い伝えがあります。「（セネガル人は）がんば
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ればなんでも出来る」ということで、がんばればなんとかなると思います。 
三雲 茂晴氏：セネガルでこの選手に注目という人を誰か一人あげてもらえますか？ 
シェーク・ンジャユ氏：今フランスでも話題になっているんですが、「エルハッジ・ディウフ」

ＦＷです。昨日ドローが終わったあとのインタビューでトルシエが尊敬している選手として上げ

られていました。とにかく点をとる能力があります。１９８６年ころエジプトでアフリカンカッ

プがあったんですが、その時のチームは強かったんですが、その後サッカーへの関心が無くなっ

てみんなバスケットに関心が向いてしまいました。今のチームはこの２年間くらいで決まってき

たメンバーです。 
三雲 茂晴氏：５月３１日のソウルで行われる開幕ゲーム、フランス対セネガル。これはちょ

っと注目しましょう。では続いてＤ組に入りました韓国。優勝候補の一角ポルトガル、ポーラン

ド、アメリカと一緒。しかも６月４日釜山でポーランド、ウーさんどうですか？ 
ウー・チャン・スー氏：韓国はまずポーランドに１対０で勝つわけです。（笑い）後半のロスタ

イムあたりでポンと。日本はこの前にベルギーに２対０くらいで勝っている。次ぎはアメリカ、

アメリカは早めにきて疲れていますので１対１ですね。ちょっと控えめにして。でポルトガルと

は、これはポルトガルの勝ちですね。（笑い）これはしょうがないです。で計算すると第２位が

韓国になるんです。（笑い）どう計算してもそうなる。日本もきわどいけれど決勝リーグに進み

ます。 
三雲 茂晴氏：さて続いてですが、メキシコです。優勝候補のイタリアと同じＧ組に入りまし

た。クロアチア、そしてエクアドル。さあ、ジョウジさん、どうでしょう。 
ジョウジ・エスピノザ氏：（しばらく考えて）心配、（笑い）最初はエクアドルでしょ、これは

チャンスですね、ここでいっぱいゴールをいれれば次のイタリア戦、安心して出来るかもしれな

い。宮城スタジアムのエクアドル戦は３－０、イタリア戦はゴハンいっぱい食べないと駄目。（笑

い）サンバサンバで。もう６月９日のゲームのあと予約がありました。（笑い）イリタアとは良

ければ１－１、クロアチアも強い。しかし、メキシコもディフェンスは強い。ただ、いいゲーム

をしていても注意しないと集中がきれてしまうことがある。 
三雲 茂晴氏：メキシコで誰かこの選手は覚えていた方がいいという選手はいますか？ 
ジョウジ・エスピノザ氏：ブランコ、ＦＷです。大丈夫だと思います。 
三雲 茂晴氏：さあ、満を持しての登場です。イングランド。これはおそらくＷカップ史上に

残る激戦区といっていいでしょうね。アルゼンチン・ナイジェリア・スウェーデンというＦ組に

入ったイングランドです。ジュリアンさん感想を。 
ジュリアン・カール・クロッカー氏：昨日すごく何だこれは、と思いました。（笑い）ずるいな

ぁと。すべての４つのチームにチャンスがあると思いますが、この間スウェーデンと親善試合を

やって１－１の引き分けでした。去年はじめてイングランド人じゃない監督になりました。その

人は実はスウエーデン人でエリクソン監督。一番最初の試合が２日に行なわれるわけですが、（親

善試合と同じ組み合わせで）この間のゲームがすごく有意義になったと思います。 
三雲 茂晴氏：確かに今イングランドは攻守のバランスがとてもいいんですが、特にエリクソ
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ン監督になってからまったく負けていない。これは大きいと思うんですね。後はスウェーデンと

戦って勝ってくれば２試合目がアルゼンチンですから、いきなり当たるというよりは流れとして

いいと思います。前回はベッカムが若くて退場してしまいましたから、ある意味リベンジマッチ

になります。どちらも上り調子ですから注目ですね。前回のＷカップではイングランドとアルゼ

ンチンの試合が一番面白かったですから、前半おしていてベッカムの退場で守備ばかりになって

しまって、ＰＫ戦にいくと弱いんです。団体では強いけれど一人だけの勝負になると緊張するん

ですね。だからＰＫ戦にはなってほしくありません。 
三雲 茂晴氏：あえて聞きますけれども第１戦がスウェーデン、どうですか。 
ジュリアン・カール・クロッカー氏：３対１でイングランドの勝ちです。そしてアルゼンチン

とは同点という気がします。ナイジェリアとは１－０とか。やっぱり決勝トーナメントのために

少し残しておかないと。（笑い） 
 
＜プレーと応援のスタイル＞ 
三雲 茂晴氏：なるほど、先ほどの基調講演で松本育夫さんがおっしゃっていました。Ｗカッ

プは１ケ月にわたる大会、どこにピークをもっていくかですが、ただこのＦ組に関してはどこに

ピークをなんて言っていたら足元をすくわれてしまう。どこも優勝候補ですから。ベッカムやオ

ーウェンについてはどうですか？ 
ジュリアン・カール・クロッカー氏：ですからＷカップ直前にケガ人がでないように休んでほ

しいですね。ベッカムは中盤の選手で世界のトップチームの一つマンチェスター・ユナイデッド

にいます。彼のいいところはパスの正確さでほとんど１００％でいつも感動しています。ショー

トパスでもロングパスでもすごく正確です。あとはフリーキックですね。これはすごい。ゴール

の近くであればどこからでもゴールに入る可能性が高いです。オーウェンは前回１８歳でしたが、

彼は難しいプレーはしないけれど典型的にストライカーだと思います。ヘディングも出来るし足

が速くて右も左も使えるのが大きい。絶対ケガしないように。（笑い） 
三雲 茂晴氏：さっき松本さんが「サッカーは国民性がわかる、その後ろに文化がある」とい

う話しをしていましたが、どういうサッカーをしたらその国のサッカーになっているのか。とい

うものを知りたいですね。残念ながら日本はまだ探しているところ、それは前回はじめてＷカッ

プに参加し、９３年にＪリーグができてサッカーで生きていこうという環境ができた。そんな中

で日本のスタイルというのはまだまだ探しているところ、ではイングランドのサッカーのスタイ

ルというのは昔からどんなものですか？ 
ジュリアン・カール・クロッカー氏：インクランドのサッカーはダイレクトサッカーですね。

ボールをもらったら第１の目的は一番ゴールの近くにいる空いている選手にダイレクトに出す。

あんまり中盤で余計なパスはしません。ただ、ロングボールがベストなんだけれども、個人技を

持っている選手が増えてきたので変わってきました。ジェラードという選手にも注目です。 
今までも強かったしあたりも激しくてタックルも良くて、前での決定力もあったけれども、中盤

の方に個人技を持っている選手がいなかった。今回はチャンスがあると思っています。 
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三雲 茂晴氏：応援のスタイルでこういうのがイングランドというのはあるんですか？ 
ジュリアン・カール・クロッカー氏：オーウェンはダジャレですね。（笑い） 
サポーターは創造力がないからいつも「イングランド」しか言わない。（笑い） 
三雲 茂晴氏：メキシコのサッカーのスタイルはどうですか？ 
ジョウジ・エスピノザ氏：ディフェンスが良くてテクニシャンが多い。パスが多くて全体にス

ペースをあげて攻撃します。攻撃が一番のディフェンスです。 
三雲 茂晴氏：メキシコの応援のスタイルはどうですか？ 
ジュリアン・カール・クロッカー氏：僕はフランスワールドカップの時に一人で宿泊とか用意

しないで行ったんですが、その時にユースホステルでメキシコの人と友人になってとても陽気で

フレンドリーで迫力はあるけれど怖くはないと思います。 
三雲 茂晴氏：私もフランスに行って驚きましたが、前の日とか、前の前の日から街中で踊っ

ているんです。どうして騒げるの？ 
ジョウジ・エスピノザ氏：だって楽しいじゃない。（笑い）終わってからも騒ぎます。 
三雲 茂晴氏：シェークさん、セネガルは韓国でゲームですが、セネガルの方もやはりゲーム

では熱くなるんですか？ 
シェーク・ンジャユ氏：ゲームが終わってから騒ぎます。ゲームの前は静かです。負けたらま

たしずかですけど。（笑い）勝ったら１週間ぐらい騒ぐんで。（今回Ｗカップに）参加が決まって

から１週間はすごかったらしいです。負けたらディスカッションが多くなるので静か。 
三雲 茂晴氏：ジュリアンに聞いてほしいね。イングランドは負けたら大変ですよね。 
ジュリアン・カール・クロッカー氏：そうですね、静かではないですね。（笑い）すごい怒り出

すんですね。ジェントルマンの国なのにね。何故かがわかればフーリガンの問題は無くなるのに。 
 
＜サポーターの受け入れ＞ 
三雲 茂晴氏：なるほど、ウーさん我々はじめてそういうことを受け入れる側として日本と韓

国はホスト国として最初とまどうと思いますが、どういう風に接していけばいいと思いますか？ 
ウー・チャン・スー氏：最近インチョンに国際空港ができました。みなさん降りると分かると

おりこの間のテロ事件のあと軍隊が近くに居ますし、飛行場にいるのは警察ですが、みんな機関

銃をもっています。常日頃から警備は怠らない訳です。日本は警察が銃をもっていますがなかな

か抜きませんのでその辺の警備の差はかなりでると思います。それから韓国は厳しいときにはか

なり戦時下的なとらえ方をしますが、日本はそんな考え方がありませんのでフーリガンが来た時

と問題はテロですよね。両国ともかなり悩んでいると思いますが、韓国の方は準備はできると、

日本はどのようにするのでしょうか。分かりませんね。 
三雲 茂晴氏：日本はどのようにしていくのか具体的なところは絶対的なものは出来上がって

いないようです。私たちはどうしても怖さとか大丈夫かということを考えなければいけないわけ

ですが、ただ、私もフランスに行ったときにこまったらボランティアの方々が向こうから声をか

けてくれる、もちろん英語ですけれどすごくほっとする。そんなところでフランスがいいじゃな
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いか、と思ってしまう。 
ウー・チャン・スー氏：今のボランティアの件なんですが、日本人は１億２千６百万人いまし

てね、ハングルを習っている人が大体５万人ぐらいいるんですね。ところが韓国は４千７百万人

なんですが、百万人ぐらいの人が日本語を習っています。ですから日本人がいって助けてくださ

い、と言えば１０人に一人くらいは手助けができるわけですね。ところが日本では出来ない。 
また、韓国は英語を勉強しています。塾にいって小さいときから習っています。日本語を習って

いる３倍くらいの人が英語を習っていると思うので、ボランティアについてはレベルの高いこと

ができると思っております。私も「ハングル講座２００２」という勉強会を開いているんですが、

なぜかというと、３年前に２００２年に向かって一人でも多くの人にハングルを習って欲しいと

思ってはじめたんです。もし韓国から旅行でもサポーターでもきた時に支援できる体制はやはり

相手の国の言葉、基本的には英語、そして日韓の場合はハングルですね。この２大用語のある程

度の人数が整わないと、終わったあとのボランティアの評価の時がこわい。物はやったけれども

残ったものは何か。試合で勝つのも大事ですけれどその国にきた人たちがリピーターになれるか

どうかは、その地でのボランティア精神とその実績だと思います。 
 
＜迎える挨拶＞ 
三雲 茂晴氏：その一歩が挨拶ですね。シェークさん、セネガルでは「こんにちは」というの

は何ていうんですか？ 
シェーク・ンジャユ氏：「ナンガディフ」 
三雲 茂晴氏：覚えておきましょう、みなさん「ナンガディフ」、大きな声で言えば答えてくれ

るんですか？「ナンガディフ」って返ってくるの？ 
シェーク・ンジャユ氏：「マニフィ」意味は元気です。 
三雲 茂晴氏：メキシコはスペイン語圏ですね。「オーラ」 
ジョウジ・エスピノザ氏：一番フレンドリーは「オーラ」、「ケッタレ」元気？ 
三雲 茂晴氏：「ビエン」がグッド。改めてジュリアン、英語で挨拶はどういえばいいですか。 
ジュリアン・カール・クロッカー氏：そうですね、イギリス人は「オールライト」、（語尾が上

がる）そして答えは「オールライト」（語尾がさがる）（笑い） 
三雲 茂晴氏：ではウーさん、韓国ではどんな風に？ 
ウー・チャン・スー氏：難しくいうと「アンニョンハシムカ」こんにちはですが。「アンニョン

ハセヨ」といったほうがいいですね。これで目線でいえば通じますから、後はキムチ食べて酒飲

んで。（笑い） 
三雲 茂晴氏：後は私たちも形で判断してはいけない、ということですね。形というか騒いで

いたら近づくのが怖いですよね。私も最初は感覚的に理解できなかったですけれど、ところがし

ばらくいると自然に踊っている自分に気づくんです。これがＷカップなのかな、という経験した

ことのないことなんです。たとえばバレーで、水泳でも野球でもＷカップがありました。私も最

初はなんでサッカーだけというのがありましたが、いかに勉強していなかったかという。たとえ
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ば世界のほとんどの国はサッカーが国技なんですね。日本の相撲みたいなもの。だから言い方は

あれですが、アメリカや南米に相撲で負けたりすると俺たちのもんだ、みたいなものがあったり

するじゃないですか。サッカーみんなそうなんですね。イタリアはゴールにカギをかけることを

「カテナチオ」というそうですが、イタリアはローマの時代から征服されたり、征服したり栄枯

盛衰を繰り返してきたじゃないですか、だからここぞという時のために力を蓄えておくというこ

とが国民性の中にあるそうなんです。だからサッカーも良く守って面白くないんだけれど負けな

い。だからそういう国民性がよく出てきている。それがいいわるいじゃなくて、その国のスタイ

ルだと思うんです。Ｗカップというのは出場国のほとんどが国技、自分の国を背負ってきている

わけだから、だから負けてしまうと何か自分たちの国民が否定されたみたいに口惜しくなる。 
日本も変わりつつある。私もテレビの世界にいますが、トヨタカップよりも代表のゲームが人も

入る。しかし、世界的に見たら代表のゲームはあまりレベルは高くない。けれどテレビで見る、

足をはこぶというのはなんとなく、俺たちも戦っているんだ、という気持ちになっている。 
考えてみたら９０分のゲームが３試合しかない。２７０分のためにものすごいスタジアムを作っ

てしまう。だから最初は冷静には理解できなかったんです。しかし、フランス大会にいって世界

的にみて遅れている、今までそう感じなかったことがヤバイと感じました。いづれにしても今回

はアジアで初めてのＷカップだし、体験したことがないわけじゃないですか、そこでジュリアン

からこの期間どう過ごすのが一番いいのか効いてみたいと思います。 
 
＜Ｗカップ期間中のすごし方＞ 
ジュリアン・カール・クロッカー氏：私は仕事がからんでるからメキシコの試合は生でみるん

ですが、ずっと国分町のうちのスポーツバーで全試合生中継でやるので（普通は夜７時からだけ

ど）午後１時から開けておかないと、宮城県に来たサッカーのサポーターのために夜の１０時く

らいまで放送して、いきなり雰囲気をかえて南米のラテンの音楽とか、みんな騒ぎたいから音楽

を高めにしてやろうと思っています。スケジュール表では毎日シャフトに居なくちゃいけない。 
でも私はずっと、１０年前から日本にＷカップを呼ぼうとしていたころから宮城県に居たからや

っと本番という感じです。ぜひ、楽しみたいと思います。 
三雲 茂晴氏：ジョウジさんはどうすごすのがいいと思いますか？ 
ジョウジ・エスピノザ氏：そうですね。店（サンバサンバ）でワールドメニュー、世界の飲み

物と３２ケ国最低１つ、新しいショーも準備しています。 
三雲 茂晴氏：さて、ウーさんはどうすごすのが一番いいなあ、と思っていますか？ 
ウー・チャン・スー氏：日本の試合があった後に韓国の試合がある、という面白さ。これは絶

対に面白い。私としては日韓共催という点を大事にして一人でも多くの人が交流できる活動をし

ていきたい。ゲーム期間中は街中にいて韓国のひとのためにボランティアでもしたいと思ってい

ますがまだ決まっていません。別に企画しているのは会話集を作って配ろうとか。ストリートハ

ングルをやろうとか。僕の目標は２００２年までに１００１人の人にハングルを覚えてもらうと

いう。個人的に半分やりますから、あとは県とか市がやってほしい。みなさんもぜひ、ハングル
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を覚えていただいて宮城県仙台市を韓国で一番有名な町にしよう、と思っています。それと韓国

の会場ですね。日本の会場と韓国の会場１０ケ所ずつ暗記していただこうと思っています。覚え

方なんですが、３３３１で覚えるんです。日本は上から札幌・新潟・宮城県と３つ覚える。太平

洋側の海岸線茨城・埼玉・横浜と覚える。次に東海側静岡・大阪・神戸と３つ覚える。そして大

分と。これで３３３１。韓国もまずはインチョン・ソウル・その下のスゥオンで３つ。下におり

てテジョン・チョンジュ・クァンジュで３つ、次に右に移ってリンゴのおいしいテグ・ウルサン

その下のプサン、そしてソギポ。せっかくですから開催地を覚えてください。将来の日韓交流に

も役立つと思います。（拍手） 
三雲 茂晴氏：シェークさんはどのようにたのしむのがいいと思いますか？ 
シェーク・ンジャユ氏：残念ながらセネガルは韓国でやるんですが、カルビにはまらないか心

配です。私は来年の５月から卒論を書くので残念ですが、出来れば韓国までいって応援したいと

出来なければ仙台で応援する予定です。 
三雲 茂晴氏：ホスト国の日本にこうして欲しいとおもうことがありますか？ 
シェーク・ンジャユ氏：サッカーのＷカップですからまず盛り上げたい。その雰囲気を作って

欲しい。 
三雲 茂晴氏：私がちょっと心配なのもそこのところで、盛り上がったら行くぞ、ということ

だけではなくて盛り上がってもいいです。という雰囲気作りも必要で、自分たちと違うスタイル

で盛り上がっている人たちをみても、それを否定するのではなくて大きな気持ちで受け入れてほ

しいと思います。今回宮城スタジアムをみるとスペイン語圏が多いんです。メキシコ・エクアド

ル・アルゼンチン。６ケ国のうちの少なくとも半分がスペイン語圏ということは、表記の問題に

しても対応が必要だろうと思います。 
すごい短い時間でした。６ケ国の人々が宮城にやってくる。少しでもいい思い出を残していただ

けるように、あったかい大会にしたいと思います。ありがとうございました。（拍手） 
                                    （文責：泉田） 



 61

第 2回 ワールドカップ フリートーク・フェスタ  

パネルディスカッション 1  「ワールドカップを振り返って」 

 

2002 年 7 月 21 日（日） 12：30～14：00 

場所 ： ハーネル仙台 

                               パ ネ ラ ー           ：ジョージ・エスピノサ氏（メキシコ） 

                                          ウー・チャン・スー氏（韓国） 

                                          下田 恒幸氏（仙台放送アナウンサー） 

                               コーディネーター：竹鼻 純氏（ミヤギテレビアナウンサー）  

 

竹鼻 純氏（ミヤギテレビアナウンサー）：皆さんこんにちは。ワールドカップが終わるとやはり人数が減りま

すがこれは、正直なところでしょう。我々は、ワールドカップ前にパネルディスカッションをしているのでまとめ

る場として必要です人数は少ないですが賑やかに話を進めていきましょう。 

＜ワールドカップが終わって＞ 

 まず、ワールドカップが終わって皆さん、どんな気持ちか自己紹介を兼ねて伺います。韓国は虚脱感にみ

まわれているそうですが。メキシコのジョージさんから伺います。 

ジョージ・エスピノサ氏（メキシコ）：サンバサンバという店をやってますが、多くの人がきました。最後の日本

戦では 280 人の人が集まりすごかったです。メキシコの試合は見に行きました。楽しかったですし、アメリカ

に負けるさみしい事もありました。2006 年にはドイツにいきます。 

竹鼻：メキシコ人としては、サッカーでは自分たちがずっと上だと思っていたアメリカに負けたことは相当くや

しいでしょう。次に、日韓交流に尽力され、3 位決定戦が行なわれたテグの広域市観光構造委員になられた

ウー・チャン・スーさんです。 

ウー・チャン・スー氏（韓国）：こんにちは、1 ヶ月前のハングルの新聞を見ると、16 強を目標にしようと書い

てありますが、開幕直前に行なわれたフランスとの練習試合を見て 8 強になるかもしれないと書いてありま

す。結果は、4 強にまでなりました。これは語りようがないです。（笑い） 

竹鼻：おなじみの仙台放送、下田恒幸アナウンサーです。シモ。 

下田 恒幸氏（仙台放送アナウンサー）：終わるとさみしい物ですね。今までは時差の関係などでそれほど

ではなかったが、今回はみようと思えば、1 日 3 試合も見る事ができてすばらしいことだと思いました。毎日

見ていたので、Jリーグ再開後、1週間に1度の試合で欲求不満になります。4年後に時差と戦いながら同じ

くらいみようと思います。 

竹鼻：私も同じ気持ちです。1966 年イングランド大会の記録映画を見たのが最初だと思いますが、ワールド

カップは遠くでやっていて、夜中にすごいなすごいなと思ってみるものだと思っていました。それが、そこら辺

でやってると現実味がなくて、それまでとは接し方が違う大会でした。 

日本が招致に向けて検討を開始したのが 1988 年、FIFA に立候補の意思表示をしたのが 1889 年、1990

年に招致の準備事務局が発足した訳です。宮城県では、県サッカー協会が誘致を承認したのが 1991 年、

同じ年の 5 月に仙台市の協会と連名で県知事に、宮城スタジアムをワールドカップ用設計変更依頼の陳情

書を手渡しています。同年 10 月に、宮城・仙台推進委員会ができました。それ以来、11 年の夢が一月前に

あった訳です。その祭りが終わってどうしたらいいかという事も含めて話を進めましょう。 

＜ベストゲーム・ベストゴール＞ 

ワールドカップの中でベストゲームあるいはベストゴールを伺いましょう。エスピノサさん、ナマで何試合見ま
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したか。 

エスピノサ：メキシコ対エクアドル戦です。あの試合は勝ちました。ベストゴールはロナウジーニョのフリーキ

ックです。 

竹鼻：イングランドの GK シーマンが飛び出した分ですね。あれはフリーキックじゃないかと言ったらエスピノ

サさんが、ゴールはゴールだよと言ってました。（笑い） 

エスピノサ：マラドーナが手でいれたのもゴールです。 

竹鼻：あれはメキシコ大会ですね。メキシコはワールドカップを 2 回も開いてます。そのメキシコがアメリカに

負けました。ウーさんはいかがですか。 

ウー：どれというのではなく全体的にいい試合だったと思います。予選リーグでは、警告カードが沢山でてま

したが、決勝ラウンドに入って急にカードの数が減りました。いい試合が増えたのですね。 

 韓国チームでは、象徴的なのがアン・ジョン・ファンのゴールデンゴールです。韓国人に勇気と希望を与え

たと思います。歴史的なものも含めて韓国人の心を揺るがしたと思います。アメリカとはつながりが深いです

が、引き分けた事で新しいつながりができたと思います。それ以降、韓国が4強に行きましたが、行く過程の

中でおもしろい物があったと思います。 

下田：韓国のベスト 4 は悔しいという気持ちが本音であります（笑い）。意外と現実的な試合が多かったと思

います。宮城のアルゼンチン対スウェーデン、スペイン対アイルランド、韓国対イタリアです。ハートがぶつ

かり合ったこれらの試合が印象的です。前回アルゼンチンのベルカンプのスーパーゴールのような物は少

なかったです。強いてあげるなら、ジョージさんが言った試合の、ロナウジーニョがドリブルであげてリバウド

が決めたゴールです。 

竹鼻：シモと同じ意見で夢のようなプレーはあまりなかったと思います。技術を持っている人間が、マークが

甘くてそのままの技術を発揮するということができないサッカーになってきていると思います。 

 少しオタクが入ってますが、セネガル対スウェーデンの試合でアンリ・カマラがドリブルでシュートを決めた

ゴールデンゴールがあります。日本人にはありえないすばらしい身体能力で決めたゴールです。 

ベストゲームは、セネガル対トルコです。大会前のここのフリートークフェスタで、松本育夫さんなどとトルコ

って強いですよと話したと思いますが、その通り強くて、身体能力の高いセネガルを相手にペースを握って

試合をしました。これがベストゲームと思います。日本のサッカーはトルコが見本になるのではないかと思っ

てます。 

＜日本・韓国の成績について＞ 

 アジアで初めてのワールドカップは意味があったと思います。日本、韓国両チームの成績について感想を

伺います。ウーさん、日本の成績についてどう思いますか。 

ウー：前のフリートークフェスタで話したと思いますが、同じ日か次の日にお互い試合がありました。日本に

続いて韓国の試合があるという意味でいい位置にありました。韓国は組み合わせは悪かったが、いいスケ

ジュールに恵まれたと思います。 

 それが幸運を呼び、監督がうまく使ったと思います。それに選手が応えて、それをみている僕がいた訳で

す。（笑い） 

日本は強いですよ。韓国では、J リーグや海外で活躍する日本の選手のニュースはどんどん流れていまし

た。日本の事を、知りたい、知らせよう、応援しようという度合いはうんと強いです。韓国と同等に「日本頑張

れ」と皆思ってました。16 強で負けたからという問題ではなくそこに期待感があります。 

 日本の皆さんも K リーグを見に行ったり、少年サッカーの応援をして交流をして欲しいです。東京では、

在日の韓国人と日本人とで合同の応援団ができてます。ワールドカップは日韓にとって大きな文化を残した

と思います。 

竹鼻：ジョージさんはいかがですか。日本を応援してくれたのですか。 



 63
エスピノサ：日本に住んでますから、もちろんです。日本は準備をたくさんして勉強しました。日本は出場が

2回目ですが、メキシコは 12 回でてます。 

竹鼻：ワールドカップが 17 回あった内の 12 回ですからね。最高はベスト 8 ですか。 

エスピノサ：そうです。アメリカ大会です。韓国の活躍にはびっくりしました。日本との共催にも驚きましたが、

普通の大会ではない、後4年はないということで準備した意気込みに驚きました。気持ちが素晴らしいです。

メキシコより韓国が上をいった大会です。 

竹鼻：シモ、韓国と日本のサッカーについて今大会どうですか。 

下田：トルコは、予選でブラジルと引き分けですね。その後、セネガル戦を見たときにすごいと思いました。

そういうトルコが、日本を相手に慎重に、また相手の良さを消す試合をした事は、日本は強くなったなと思い

ました。 

ヨーロッパのチームは、ホーム＆アウェイの考えが徹底していて相手がどんなに弱くても慎重に入るので

すが、たかだかワールドカップに 2 回しか出ていないチームにあんな試合をして、結局 3 位になったわけで

すから、そういう試合をさせた日本は強くなったなと思います。 

その割に日本は、0-1 で負けていてもえげつなさが最後まで見えなかったです。その部分をもっていたの

が韓国で、特にイタリア戦はすごかったです。同じ日に試合がありましたが、ゴール前に人のいない日本に

対して、韓国は次から次に人がサイドから入ってきます。2006 年に向けて見習いたい部分だと思います。 

ウー：韓国人は勝利の瞬間、心の中で皆泣いています。選手が国民なのです。よく「自分だったらこうする」

とか素人考えがありますが、それをそのままやってくれていたと思います。感動を直接貰ったと思います。5

月 26日はソウル市役所の前は1万人だったそうです。それが試合毎にどんどん増えていって、皆自分がや

っている直接感が強かったと思います。それが選手を勇気づけたし、走らせたと思います。 

竹鼻：そうですね。このような、高温高多湿の中で、運動量が後半上がるのではなく、落ち方が少ないから

他のチームがバテてくると韓国が押しこんでいってました。 

韓国、日本共に、まずまずの成績でしたが、ここで考えなくてはいけないのは、我々はホームであった。ま

たコンディションがよかったということです。他チームはチャンピョンズリーグなどのタフな試合を終えて、すぐ

ワールドカップに臨まなければならなかった訳です。いい準備、いいコンディション、いい応援を受けてプレ

ーする事ができたのは大きいです。 

言葉以上にその国のプレーをみることでその国を理解する事もできました。いろんな世界を知る事ができ

たし、世界も日本を知る事ができたと思います。例えば、イタリアはリードすると残り 30 分もあるのにデルピ

エロを下げて守りに入りました。それで守りきる自信が彼らにはあったわけです。 

韓国は、ヒディング監督の考え方がチームとよく合ってたと思います。彼が日本にきたらあそこまでやれた

かどうか疑問です。例えば、リードされた時、彼はフォワードを何人もいれました。そうすると選手は、監督は

攻めろといっているんだなとメッセージを受けとってどんどん攻めていきます。この攻めるというのは韓国が

昔からやっているサッカーです。 

今回驚いたのは、いままで韓国はどんな小さな隙間でも攻めていっていたのが、今回無理だと思ったら一

旦ボールを下げたことです。それを覚えたのは大きかったと思います。また、ヒディングがいけいけというサ

ッカーをした事が韓国人のメンタリティにすごく合ったという事です。これは紙一重だと思います。 

オランダ代表は同じ事をやってワールドカップ予選で負けてしまいました。すべての予選の試合で優位に

立っていたのに手薄になった隙をつかれてワールドカップには出られなかったです。韓国もこれからオラン

ダの様になるかもしれません。そこら辺は紙一重だと思います。逆に日本は悲観主義というか、ここで裏を

つかれて 2点を取られたら絶望じゃないかと思ってしまいます。 

下田：負けたら終わりなのだから、あそこでサントスをなぜ外すかと思いました。西沢の先発はありだと思い

ましたが、サントスには驚きました、あのずぶぬれの中で。（笑い） 
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竹鼻：サントスを使ったことにも驚きましたが、あのできなら、後半替える必要はなかったです。多分チーム

事情はあるでしょうけれど（笑い）。あれが日本のサッカーなのでしょう、それぞれの国がそれぞれのやり方

でやるからおもしろいのであって、日本が韓国のような試合をするとおもしろくなくなります。 

 でもおもしろかったですねえ、優勝候補が次々になくなりました。日本だったら中田が抜けたらシステムを

変えると思いますが、フランスはジダンが怪我で抜けたらそのままジョルカエフを入れました。また、アルゼ

ンチンもうまく行かないのに、バティステュータが抜けて後にクレスポをいれました。点を取るのにツートップ

でやればいいのにと思うのにそこに頑固さを感じました。 

下田：柔軟性が無かったと思います。優勝候補筆頭といわれた上のチームに限って自分たちの形にこだわ

りすぎると思います。宮城でスウェーデンがあれほど引いているのになぜアルゼンチンは中央突破しないの

かと思いました。強いチームは保守的になりすぎて自滅したかなと思います。 

竹鼻：12月にここで私は、ポルトガルが優勝するといいましたが優勝できませんでした。まさか予選リーグで

韓国に負けて敗退するとは思いませんでした。 

 FIFA ランキングでいうと、20～30 位のチームの力が上がってきていたので、昔でいえば、予選リーグは足

慣らしでコンディションを整えながら決勝トーナメントにベストコンディションに持っていくためにそこそこのサ

ッカーをして決勝トーナメントが勝負だというのがありました。そんなことをしていたら予選リーグで負けると

いう事がはっきりしたのが今回の大会だったといえます。 

下田：一方でチームが増えすぎて、サウジアラビアはどうかなと思います。ばらつきがあったと思います。 

ウー：韓国は予選リーグではあまりフォワードを投入してません。決勝リーグからです。これは16強になって

もうなんでもしていい、いろいろやって世界を驚かそうという考えがあったと思います。その伏線として去年

12 月にアメリカに 1-0 で勝ち、フランスに 2-3 で負けるという拮抗した試合をやったことがあげられると思い

ます。 

 自分たちの持っている力を充分出せば勝とうと負けようと韓国人は満足したと思います。記憶にも記録に

も残りました。これからやる監督は大変だと思います（笑い）。 

竹鼻：ジョージさん、イタリアやアルゼンチンなどの強いところがなぜ負けたと思いますか。 

エスピノサ：メキシコ対イタリアは、エクアドル対クロアチアと同じ時間にありました。引き分けたことでイタリ

アとメキシコが一緒に決勝トーナメントに行ければいいという話もありましたが、それはだめです。行くために

は勝たなければいけません。 

竹鼻：韓国対ポルトガルは、引き分ければ両方決勝トーナメントにいけたのに、韓国はパク・チ・ソンのゴー

ルで勝ちました。アルゼンチンは自信持ちすぎですか。 

エスピノサ：持ち過ぎです。 

下田：ブラジルが優勝すると予想した人少ないですよね。 

竹鼻：ここに朝日新聞の優勝予想記事があります。記者と加茂さん、岡田さんが予想してますが、加茂さん

と岡田さんは全部外れていますね。朝日新聞のサッカー担当記者 7 人のうち 2 人がブラジル優勝と予想し

てます。兼重さんと忠鉢さんです。忠鉢さんは中田の記事を書いた人です。 

 ブラジルがちょっといいかなと思ったのは国中がロマーリオを出せといったのにフェリペ監督が使わなかっ

たことです。これは、中村俊輔を外すトルシエよりもずっと勇気がいります。ブラジルはそこでチームがまとま

ったと思います。 

下田：同じようなのがアイルランドです。ロイ・キーンはアイルランドの魂といっていましたが彼がいないチー

ムは最後まですばらしかったです。結束の持っていき方がうまかったところが上位にいったと思います。 

竹鼻：今回、個人の能力の高さが改めて見直されましたが、一方でチームワークや気持ちがトップレベルで

も大切なのだなと思いました。気持ちの高さはどのレベルのサッカーにも大事だなと思います。アイルランド

はサッカーをやっていくうちに観客を味方につけるひたむきさがあると思います。 
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下田：知らない間に皆アイルランドファンになるんです。サポーターもすごかったです。スウォンでアイルラン

ド対スペイン戦を見たときですが、シャトルバスの中で応援ソングを歌わせるような巻き込む雰囲気がありま

す。サポーターの中に悲壮感がありません、楽天的なのが印象的です。 

＜国際交流について＞ 

竹鼻：これだけの規模の大会は我々が生きているうちにはもう無いと思いますが、どんな交流をされました

か。ジョージさん。 

エスピノサ：メキシコのサポーターはたくさん来ました。5,000 人くらいいたかも知れません。宮城ではスタジ

アムの 3/4 くらいはメキシコの緑のユニフォームでした。 

竹鼻：こういう仕事をしている割に平日に動けなくて、ナマでみたのは日曜日に行なわれたメキシコ対エクア

ドルの試合だけでしたが、あれは最高の雰囲気の試合でしたね。 

エスピノサ：仙台駅で新幹線が着くたびにサポーターが「ウー、メヒコ、メヒコ」と言い続けているので、「シー

ッ、ここは日本だよ」と言いました。夜にはメキシコ人やアメリカ人、ヨーロッパ人もサンバサンバにきて皆で

楽しみました。日本は新幹線などもあって素晴らしいと言ってました。評判は上がったと思います。メキシコ

のメディアは日本語が難しいと言っていました。 

竹鼻：私は泉中央から行きましたが、メキシコのサポーターが駅前広場にたくさんいて、いつも広場で托鉢

をしているお坊さんと写真を取ったりしてましてお坊さんが下向いて笑いを堪えてました。 

シャトルバスの中でも歌を歌ってました。地下鉄ではウェーブをやっていたそうです。対戦国のエクアドルも

同じスペイン語圏でフレンドリーでした。ただ、時間にはルーズでした。メキシコの放送関係者の来社や約束

もアバウトでした。 

ウーさん、日韓はもちろんですが、国際交流の点から何か活動されたことはありましたか。 

ウー：私はやはり日韓を中心に活動しました。3 月に大崎地方の高校生をつれてソウルに行った時、スタジ

アムを見学しました。すると、見学しただけで大変盛り上がって拍手がおき、帰国後周囲からうらやましがら

れました。それを見てこれが国際交流かなと思いました。 

お互いの国だけではなく相手の国を見ることによって日韓共通の意識を持てる人たちが増えていって欲し

いです。共催でありながら相手の国に行って試合する事がなかったのが残念です。 

韓国の新聞は毎日日本の事を載せていました。韓国の競技場に日本人も興味を持って欲しいですし宣伝

がうまかったので、韓国の方にリピーターが増えるのではないかと思います。 

スター選手も生まれました。インチョン、クァンジュ、ソウルなどにはサッカーチームがありません。これが

韓国の希望につながると思います。日韓では教科書問題などもありますが、文化の開放にもつながると思

います。ワールドカップは、見えない部分への大きな希望を与えたと思います。 

竹鼻：シモは韓国にも行きましたが、国際交流の点をどのように捉えますか。 

下田：韓国ではたくさんの日本人サポーターをみましたが、その逆が少なかった様に思えます。物価問題も

あったと思います。外国メディアも言ってましたが、日本は物価が高くて思ったほど外国人が来なかったと思

います。 

竹鼻：アルゼンチンもあの経済状態で来れなかったですね。 

下田：その割に宮城スタジアムでは、ほとんどがアルゼンチンのユニフォームでしたけどね（笑い）。 

竹鼻：あのように外国のユニフォームを着て応援する日本人が、外国からみると非常にめずらしいようだが、

それも含めての日本人だと思えば悪い事ではないと思います。 

下田：韓国でポーランド対アメリカ戦をみると韓国人が着ているのはビー・ザ・レッズのシャツですが日本で

はレプリカを着てますね。その差はありますね。 

韓国ではワールドカップを韓国が楽しんだと思いますが、日本ではそのイベントに燃えたという気がしま

す。 
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辛口で有名なイギリスのメディアが各地でのホスピタリティを絶賛した事が誇らしく思えます。日本人の律

儀さのような物が世界に伝わったと思います。 

竹鼻：息子がイギリスに今います。日本のホスピタリティが素晴らしかったとのことです。イングランドを日本

が応援していた事もあるでしょうが、評価がすごくあがりました。サッカーの内容も評価が高かったです。 

 稲本や宮本が絶賛されていました。カーンの前に世界一のＧＫだったシュマイケルが、テレビで画面を指

差しながら「このポジショニングの取り方だ」といって大絶賛していたそうです。柳沢の稲本へのダイレクトパ

スを「ファンタスティック タッチ」と呼んでほめていたそうです。 

下田：韓国のテレビは、同じカードを同じ時間帯に複数の局が並列してやっていました。競技を競技として伝

える色は濃いかったです。日本は極楽とんぼや松岡修三がでていました（笑い）。いかがなものかと思いま

す。今の話でイギリスでは、サッカーを「サッカー」として捉えてますが、日本では初めてサッカーを見る人が

いっぱい出てきて、これは視聴率を考えているのだと思います。 

竹鼻：日本戦は、読み通りの視聴率が取れましたが、外国勢同士の試合でほとんど30％台の視聴率だった

のは驚きです。くじで日本戦が当たったＫＨＢと仙台放送は3試合を中継しました。くじで外れたミヤギテレビ

とＴＢＣは 4試合放送しました。 

日本戦を中継する所が絶対得するだろうと業界の皆が思っていましたが、いざふたを開けると視聴率の合

計の数が同じくらいになりました。これは驚きでした。韓国戦は 40％くらいいきました。知らぬ間に韓国を応

援していて、うれしさ半分、あ～あという気持ち半分でしたね。 

サッカーにずっと関わってきた私から言わせると、今まで韓国にはずっと負けていました。ようやく追いつ

いて逆転したなと思っていたら、また違うじゃないかという思いがあります。そう言う意味のライバルとしての

悔しさはかなりあります。 

ウー：ほんとの韓国のスターは実はＪリーグに所属しているのですよね（笑い）。ファン・ソン・ホ、ホン・ミョン・

ボもいますね。みてて楽しいのではないですか。 

竹鼻：去年、私達はＪ2で京都のパク・チ・ソンを 4回もみてますからね（笑い）、そういう意味での親しみはあ

ります。 

＜4 年後にむけて＞ 

最後に 4年後の話ですが、4 年後に向けて何かしようと思っていますか。 

メキシコのチームはどうですか。 

エスピノサ：インターナショナルな勉強を重ねて頑張ってくれると思います。予選から厳しいかもしれませ

ん。 

竹鼻：ウーさんはこれから 4 年間いかがですか。 

ウー：チャ・ドゥ・リという選手がいます。いい名前ですね。3 年前にスウォンでブラジル、日本とチャ・ブン・ク

ン率いる韓国の少年 3 チームが試合をしました。監督の指導がそれぞれ違っていておもしろいなと思いまし

た。日本がきれい、韓国がスマート、ブラジルが荒っぽかったです。 

チャ・ブン・クンはフランス大会が終わって代表監督を辞めさせられました。組織を批評したからです。彼は

少年チームを持っていますが、その後ドイツにいきました。これから、彼の所から優秀な選手がいっぱい出

てくると思います。 

チャ・ドゥ・リは彼の子どもです。将来につながっていくと思います。日韓の子どもたちの交流を少しでも手

伝えたらいいなと思います。 

竹鼻：日韓共催で生まれたいろんな種を育てていかなくてはいけないですね。 

ウー：日本が韓国にいって交流するのはまだめずらしいです。もっと広がって欲しいです。 

竹鼻：日本と韓国は永遠のライバルですね。シモ、4 年後に向けて話をしたいですが、ジーコはどうですか。 

下田：心配です。でも、ひとつやって欲しいのは、いいフォワードを伸ばして欲しいです。 
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 僕は日本の黄金の中盤、稲本、俊輔、小野、中田をジーコ、ソクラテス、ファルカン、セレーゾと並べて言っ

てますが今の段階では少し違います。中盤のジーコ、ソクラテスはフォワードをしてますが、日本にはそうい

う選手がいません。 

 中盤タイプの選手が点を取る為にはどうしたらいいかというのをジーコが還元してくれるといいなと思いま

す。仙台でいえば、財前がパスを出すだけではなくてストライカーにもなれるような感覚を育てて欲しいで

す。 

竹鼻：フォワードが点を取りに行くのではなく、1.5列目、2列目が点を取るサッカーですね。日本人の身体能

力からいって点を取りに行くフォワードを作るのは大変です。 

下田：オーウェンのように光る若いフォワードがなかなかいないので、そういう選手をジーコが育ててくれた

らなと思います。 

竹鼻：4 年後に向けてまず、中国がでてくるでしょう。あの身体能力はアジア人の中では抜群です。アジアの

枠は 4 もしくは 4.5 でしょう。韓国か日本のどちらかが行くアジア予選というのもあるでしょう。 

下田：専用スタジアムが多いのが韓国です。専用スタジアムがあると間違いなくそこのチームは伸びます。

そこをＫリーグが使って活かしたらとんでもない事になるのではと思います。この 4年間は微妙ですね。 

竹鼻：秋には、Ｕ-21 のアジア大会があります。来年は、Ｕ-17、オリンピック予選、再来年はオリンピックが

あり、それが終わるとワールドカップ予選が始まります。果たして、日本は順調に階段を上がっていくことが

できるかどうか、ジーコは日本人を良く知っていることでアドバンテージがあると思います。 

ワールドカップは 203 の地域の人が参加し、殆どの人が思いをかけているスポーツだと思います。言葉を

越えたコミュニケーションの手段がサッカーだったなと思います。 

一方でＦＩＦＡはなんてマフィアなんだろうと思いました。いままで国際サッカー連盟というのはお上みたいな

感じがしてましたが、あんなところとこれから何十年もやっていかなければならないのかとも思いますが、ミ

ヤギテレビのスタッフが先日イタリアに行った時、ほとんどのイタリア人が仙台を知っていたそうです。 

日本は、東京だけではなく仙台や新潟もあることを世界の人に知ってもらったと思います。 

日本人も、外国というとアメリカだったのが、スペイン語やポルトガル語があって、世界にはいろんな国が

あっていろんな考え方をしている事を知ることができたという意味で意義のある大会だったと思います。逆に

サッカーにあまり興味のないアメリカが変なのではないかと思うくらい、世界はアメリカだけではないのです

ね。日本の将来にとっても大きなプラスだったのではないかと思います。 

ウー：今、アメリカの話がでましたが、もしかすると 4 年後に北朝鮮がでるかもしれません。 

竹鼻：サウジアラビアもヨーロッパとすると弱いがアジアの中では強いです。そういう意味では、4 年後を心

配する前に 3 年後のアジア予選を心配しろということを今日のまとめにしてパネルディスカッションを終わり

たいと思います。ありがとうございました。 

（文責：野坂） 
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第 2回 ワールドカップ フリートーク・フェスタ  

パネルディスカッション 2「まつりのあと～宮城スタジアムとまちづくり」 

 

2002 年 7 月 21 日（日） 14：30～16：00 

場所 ： ハーネル仙台 

                     パ ネ ラ ー           ：浅野 智嗣氏（NPO 日本サポーター協会：横浜）  

                                竹原 典子氏（埼玉ボランティア） 

                                宮川 弘恵氏 （横浜国際総合競技場ボランティア） 

                                村松 淳司氏（利府町グランディ 21 連絡協議会：宮城） 

                     コーディネーター：阿部 清人氏（FM いずみアナウンサー）  

 

阿部 清人氏（FMいずみアナウンサー）：昨年（2001年）12月2日に開かれたフリートークフェスタで、「2002

年 6 月にどんなことをしている自分を思い浮かべますか」の質問に「私は総合イベント会場にいるだろう」と

言いましたが、全くその通りになり、全く試合を見ることができませんでした。テレビで2試合見ましたが、しら

ふで見た試合はありません。 

 今回で 17 回目だったが、ワールドカップを町づくりに生かしていくというのは、前例が無いだけに難しいで

す。第2部では、ピッチ以外のワールドカップを振り返ってみたいと思います。大会が終わっての心境を皆様

に伺いましょう。まず、浅野さん。 

浅野 智嗣氏（NPO 日本サポーター協会・横浜）：いろんな事を言われるが、僕はこの大会は大成功だった

と思います。理由は、僕が楽しかったから。これは大切だと思う。ただ、反省点もあるがおいおい、話してい

きたいです。 

阿部：続いて埼玉でボランティア活動をしている竹原典子さんです。 

竹原 典子氏（埼玉ボランティア）：こんにちは、埼玉でJAWOCボランティアをしました。今回は1998年に果

たせなかったアルゼンチン戦を宮城で見られて幸せでした。 

阿部：次に、横浜国際総合競技場ボランティアで、浅野さんと同じようにJSAでも活動をしている宮川弘恵さ

んです。 

宮川 弘恵氏 （横浜国際総合競技場ボランティア）：期間中体調が悪くて苦労したが、横浜で JAWOC ボラ

ンティアをして決勝戦でツルが舞うのを見て感動しました。その後、虚脱感に襲われましたが、今は J リーグ

に戻って楽しんでます。 

阿部：最後に、利府町グランディ 21 連絡協議会の村松淳司さんです。 

村松 淳司氏（利府町グランディ 21連絡協議会・宮城）：今日は、キックラブではなくグランディ 21連絡協議

会の事務局長として話します。個人的にはチケット問題で取得に苦労したが、あらゆる手段を使って 2 試合

見に行く事ができた。楽しかったです。 

阿部：村松さんは、昨夜仙台放送であった番組に出られました。「宮城スタジアムをぶっ壊せ」という題だっ

たのですが、あれは、既成概念をぶっ壊せという事だったのですね。 

村松：そうです。 

阿部：最後にコーディネーター、FM いずみの阿部です。主にベガルタ関係で仕事をしてます。日曜日夕方

「キックラブコーナー」という番組もやってます。今日も日曜生放送なので 15：45 きっかりにを終わらせます。

（笑い） 
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＜ワールドカップ期間中の過ごし方＞ 

 それでは皆さんに、ワールドカップ期間中どのように過ごそうと思い、またどのように過ごしたか報告を兼

ねて伺います。浅野さんは、全国見てまわられたのですか。 

浅野：日本は、宮城、埼玉、横浜、大阪、大分です。韓国はウルサンとソウルです。 

阿部：JSA の名前を初めて聞く人のために、JSA を説明してください。 

浅野：スローガンは、ワールドカップを市民参加型の大会にしようと 3 年前から活動をしてきました。 

阿部：全国組織ですか。 

浅野：会費を払っているメンバーが約 30 人、基本的に首都圏です。 

阿部：メンバーの皆さんは期間中どのように過ごされましたか。 

浅野：把握してません。というのは、市民参加云々の根底には自分自身が楽しむということがあるので我々

の活動は 5月 31 日に終了していまして、開催期間中は徹底的に楽しみました。 

阿部：ということは試合を堪能してきたわけですね。 

浅野：そうです。宮城では、スウェーデンとアルゼンチンの試合をみました。堪能しました。 

阿部：試合会場はもとより、それ以外の周辺でなにか楽しみはありましたか。 

浅野：大会期間中に、写真家であり作家である宇都宮徹壱さんの「サポーター新世紀」の活動を市民レベル

でもしようと全会場で活動を行ないました。200 枚の写真とアンケートが集まりました。サポーターと遊ぶこと、

僕の言い方では「サポーターをいじる」というのですが、それをずっとやってました。今着ている服は 1900 円

のTシャツと交換にメキシコのサポーターからもらったレプリカです。相手から交換してくれと言われたので、

紳士的な交換をしたと思います。 

阿部：照れくさく無かったですか。 

浅野：写真を撮るのと違って時間がかかるのでコミュニケーションをとるのが照れくさかったですが、「イング

ランド カモン」のようにその国のことばで「がんばれ」という意味の言葉をいうとやりやすかったです。 

阿部：具体的にどのようなアンケートでしたか。 

浅野：昨夕、何を食べましたかというようなことから、どこの国が勝ちますか、開催地の印象はどうですか、

ワールドカップはあなたにとってどういうものですか等 10 項目くらいです。スペイン語とかわからないですが、

書いてもらいながら「イエス」とか「うんうん」とか言ってコミュニケーションを取りました。 

阿部：では、交流の輪は随分広がった訳ですね。 

浅野：ワールドカップは 1 日限りのことなので、試合が始まるともう終わったかというような気持ちでした。気

がつくと、どうしてアルゼンチンが負けてしまったのかなと思います。 

阿部：総合的にワールドカップ全体を楽しんだ浅野さんでした。続いて竹原さん、この 1 ヶ月いかがでした

か。 

竹原：JAWOCのボランティアをやりました。普段は浦和レッズのボランティアもやってます。 

本場のものを見ておこうと 1998 年フランス大会に行きました。チケット問題に巻き込まれて日本対アルゼ

ンチン戦は見る事ができませんでした。外の大画面でみました。ブラジルの試合はみました。 

今回ワールドカップが迫ってきて、1999 年頃何かできないかと探し始めて、浅野さんの活動も見に行きま

した。当時埼玉は、浦和レッズのJ降格で精一杯でワールドカップにまで手がまわりませんでした。私も一生

懸命やってもなにもならないのではという思いがあって、各地のチームのボランティアや応援している人に

会いに行こうと思い個人で取材を始めました。お陰で、自分の J リーグのチームを盛り上げたい気持ちと、

ワールドカップを盛り上げたいという両方の気持ちが出てきました。 

昨年、埼玉スタジアムがこけら落としの折に、このスタジアムを盛り上げたいという気持ちからフットサル大

会を実行しました。その後、どちらもやりたかったがひとつに絞って JAWOC のボランティアをすることで 6 月

が始まりました。 
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4 試合とも参加しました。1 試合目はイングランドでした。浦和の人はイングランドを大変楽しみにしていま

した。イングランドは、ヨーロッパのあちこちでトラブルを起こしててそれが浦和と似てて、「私たちがイングラ

ンドを応援するしかない」という気持ちで 6月 2 日を待ち望んでました。 

初めは怖いというイメージでしたが、最寄の駅でイングランドサポーターをみた瞬間それがなくなりました。

刺青入れて、体格が大きい人が電車の中で私に席を譲ろうとしてくれました。試合時はイングランド側 1 次

ゲートで、持ちこめない物を捨てる役割をしていました。お客さんの一番醜いところが見えてしまう係でした

が、事前に本国で言われてきたせいか素直でした。 

阿部：どんな物が持ちこまれましたか。 

竹原：ワールドカップトロフィーのレプリカ、多分紙でできていると思いますが、X 線を通せないので困り、係

の人を呼んできてイングランド出国の際に大丈夫だったからいいだろうとOKになりました。また、スウェーデ

ン人のエリクソン監督にスウェーデンのタオルマフラーを巻いてスウェーデン人が持ちこんだ事はマスコミで

有名になりました。 

阿部：日本の初戦も埼玉でしたね。 

竹原：私が一番へこんだ試合です。日本戦のボランティアは一生やりたくないと思うくらい悲しい思いをしま

した。4 回あった試合で捨てるべき物がその都度違うわけですが、日本戦が一番厳しい対応をしました。紙

パック容器もストローをさして開封状態で対応したが、日本人に詰め寄られてかなりいやな思いをしました。

「知事を出せ」と詰め寄られたりしました。 

次のカメルーン戦はお客さんが試合が始まって 30 分くらいしてくるようなゆっくりした感じでした。 

最後の準決勝は、大変思い出に残りました。大人のワールドカップという感じで観客の層が全く違いまし

た。 

阿部：4 試合やってサポーターも慣れてきたという感じは受けましたか。 

竹原：あまり感じませんでした。J リーグとは客層が違います。ボランティアが慣れたという面で変わったとは

言えます。 

阿部：横浜は決勝が行なわれたのですが、宮川さんは 4試合すべてに関われたのですか。 

宮川：はい。ボランティアの始まったのが、6 月 9 日の日本対ロシア戦で、その前はとても静かだったです。

実践の最初が日本戦でしたので、反省や後悔があります。お客さんは慣れているのに私たちが慣れていま

せんでした。観客席の青い波を見た時には鳥肌がたちました。浮き足立っていた面があります。 

阿部：いつもと違うという事は、それ以外にもされている訳ですか。 

宮川：横浜国際競技場のボランティアは1999年から行なわれていてますが、Jリーグの横浜マリノスの試合

や市民大会でも活動をしています。発足当時は 300 人の定員に 800 人くらい応募があり、皆受け入れて始

まりましたが、毎年更新し今は 300 人に落ちついています。 

 自主的な活動もしてます。スタジアムボランティアと JAWOC ボランティアはダブっている人が多いです。 

阿部：では、スムーズに行ったのですか。 

宮川：慣れという面があるので、よかったと思います。JAWOC のボランティアが初めてだった人もだんだん

慣れて行きました。 

阿部：ではこれから、JAWOC ボランティアの中からスタジアムボランティアをしたい人もでてきますね。 

宮川：最初以来募集を止めていたので、どうなるかわかりません。8 月に障害者サッカーの大会があります

のでそのまま続ける人もいます。ワールドカップで燃え尽きる人もいるのでこればかりは増えるかそうでない

かわかりません。 

阿部：宮川さん自身は楽しめましたか。 

宮川：新潟のデンマーク対イングランド戦を見に行きました。追加販売でチケットを手に入れたのです。新潟

も最後の試合だったので雰囲気が良かったです。ほとんどがイングランドの応援をしてました。リードしたイ
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ングランドのサポーターが踊っていて、観客としてボランティアの時と違う楽しみを感じました。 

阿部：ボランティアも試合も両方堪能した宮川さんでした。では村松さん、1 ヶ月といわずずっと前から忙しか

ったと思いますが。 

村松：2年前のキリンカップから忙しかったです。その後、Jリーグオールスター、国体、障害者スポーツ大会

があって今回のワールドカップです。 

グランディ 21 連絡協議会というのは、前はワールドカップ対策協議会といいました。目的は観客輸送や警

備などいろんな対策です。その次としてホスピタリティもありました。 

宮城スタジアムは住宅街の中にあります。日常生活を送る我々の中に異文化がくることでどうしようかと思

いました。キリンカップの時に情報が無くて住民パワーでやるしかないと始めました。僕自身は、昔からサッ

カーが好きでしたが、自分の身に振りかかるとなると話が変わってきます。 

隣にくることのギャップに悩まされました。殆どは情報不足による得体の知れない不安です。一方で脅威を

感じる観客に一方でホスピタリティを発揮する事の矛盾を宮城県に指摘され、いろいろな仕掛けを諦めざる

を得なかったです。 

利府町、宮城県、仙台市などの行政、また警備などと話し合いを重ねて最終的にあのような輸送態勢にな

りました。6 月 30 日にうまい酒を飲めなかったというのはその部分です。 

ただ、日本戦では少し活動できました。日本とトルコの国旗を作ったり、町内の小学生がカードを作って皆

に配りました。また、利府町で禁止されたクローズドサーキットをやり、サポーターもきました。報道は完全に

抑えました。もう言っても大丈夫でしょう。電通が先日「告発しない」と書いてあったのであれをみて安心しま

した。（笑い）多少不満は残るができる事はやったと思います。 

阿部：村松さんは、利府町の町内会の役員をしていて、お子さんが4人いて、キックラブにも所属していて活

動は使い分けされて、苦しい部分もありますね。カーサベガルタでみた決勝戦で村松さんが寝ていた様に見

うけましたが、疲れていたのですか。 

村松：私はドイツを応援してました。点を取られて気が緩んで寝てしまいました。2 試合見たゲームでは、メ

キシコを好きになりました。断片的にしか覚えていませんが、同点に追いついたアルゼンチンが試合終了の

笛と共に、バティがゴール近くに寝転んだのを覚えてます。 

阿部：私は殆どイベントに関わっていました。イタリアの練習試合の時も近くの商業施設で活動してました。 

6月 8日から 18日まで勾当台公園のサッカーパークで放送をしてました。放送中に試合がある訳ですが、

皆、大型映像があるだろうと思ってきていました。仕事中の人も多かったです。 

特に決勝トーナメントの日本戦があった日は雨の中大勢の人が、映像がなくて拍子抜けしたと思います。

もったいない事をしたと思います。 

外国人の人はフレンドリーでした。広場での生放送中に飛び入りして応援歌を歌い始めたエクアドル人も

いました。 

＜今後について＞ 

続いては、祭りの後どうしていくかですが、この後、どうするか考えのある人を伺います。横浜はそういう意

味では活動しやすいですね。 

宮川：J リーグのファーストステージが続いてますが、横浜国際競技場は改修中で使っていません。 

竹原：横浜は市がボランティア活動をバックアップしてきたと思いますが、自主的な活動でどんな委員会が

始まりましたか。 

宮川：研修会から始まり、交流を深める会報を編集して交流が広がりました。最初は警備会社に使われて

いる感じでしたが、リーダー制を取り入れる事で活動が広がりました。もっと組織化していきたいと思いま

す。 

 J リーグマニュアルも作りました。リーダーが集まったりはしていますが、ワールドカップが終わってからの
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全体の集まりはまだありません。 

阿部：埼玉は浦和レッズのボランティアにうまくつながっていますか。 

竹原：まだ、過渡期です。大きなスタジアムで、駒場では 50 人くらいでやっていましたが、先の磐田戦は 150

人くらいで活動しました。新しい物に慣れるのには少し時間がかかると思います。 

今年、浦和が主催してホームタウンサミットを行ないます。ホームタウンが根付く事で J リーグがうまく行く

という湘南ベルマーレから始まりました。今年で 4 回目です。去年磐田でありましたが、世界に進出しよう、

その為にホームタウンも強化しようと、戦略的でした。その際、2002 年の開催地に、後援会でも会社でもな

い一ボランティアである私がやると言ってしまいました。次の日に皆に了解をもらいました。 

埼玉は外から見るとまとまっている様に見えますが、チーム、行政がうまくいってないです。が、今年オー

ルスターの日に行なうので楽しみにしています。ベガルタも、来年あたりやったらいいのではと思います。 

阿部：宮川さんから横浜国際競技場、竹原さんから埼玉スタジアムについて話がありましたが、その施設は

これから生かされそうですか。 

宮川：できあがったのが４年前で毎年赤字と言われていますが、ワールドカップまでは我慢してくれたと思い

ます。コンサートなども最近は行えず、大変だと思います。この先、トヨタカップも決まり、横浜市というよりも

もっと大きな所で考えているような部分があります。 

 当初はなかった愛着も今は自分たちの場所として持てるようになった。毎年、市の行事も行なわれていま

す。 

竹原：埼玉スタジアムは、J リーグの場合 34,000～35,000 人くらいですが、収容人数の 60,000 人というのは

厳しいです。 

ワールドカップ後に行なわれた 57,000 人入った試合で負けたのは残念です。決勝誘致で横浜に負けたの

は政治力が無いからだと思います。そのへんがどうなりますか。 

浦和美園駅周辺も開発されて変わるでしょう。ボランティアとしてどう対応するかが課題だと思います。サッ

カーだけでは厳しいので商業施設ができることは必要です。 

阿部：村松さんが、宮城スタジアムをぶっ壊せと言っている事についてどうですか。 

浅野：村松さんとの出会いは、2 年前キリンカップの悪口を言ったことからです。 

今回はキリンカップ時と違って JR 利府駅に臨時ホームができていて、また臨時バスもでていて驚きまし

た。 

行きはスムーズで 2 年前よりは印象がよかったです。宮城スタジアム前の広場は他会場にはないもので、

そこで早い時間からサポーター達と楽しめました。イベントというのは作るだけではなく、来る人が勝手に盛

り上がるのもあるでしょう。 

宮城スタジアムの今後につては、我々が考えるのではないと思います。宮城の人が宮城スタジアムをどの

様に使っていくのか考えるべきだと思います。りっぱな仙台スタジアムもあるでしょう。僕達が口出しする問

題ではないです。 

竹原：愛着があるかないかでしょう。埼玉スタジアムも最初はよそのような感じがしましたが、ワールドカップ

に関わって愛着が沸きました。今は壊して欲しくないです。宮城スタジアムに関しても同じでしょう。地域の人

が決める事だと思います。 

宮川：同じく愛着だと思います。マリノスのサポーターも愛着を持ちつつあります。 

阿部：となりの宮城スタジアムには愛着がありますか。 

村松：1996年に工事が始まっていわゆる愛娘です。国体仕様で開始した工事を 1998年にワールドカップ仕

様に変更しました。その経緯を知っている事も含めて愛着はあります。 

宮城の試合前日の6月 8日にいつも見る場所から競技場を見たとき何重もフェンスに囲まれて様変わりし

ていました。 
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愛着も程度問題だと思います。宮城県はすごい赤字を抱えているので中途ハンパに使って欲しくないで

す。 

 仙台スタジアムで試合をみると他では見られないくらいです（笑い）。屋根が全部ついていて贅沢の極みで

す。トイレの設備もいいです。ですから比較されると宮城スタジアムがかわいそうな感じがします。 

阿部：村松さんの場合、無駄だからなくそうというのではなく、固定概念を変えるということですね。 

村松：9月にＳＭＡＰのコンサートがあります。住民側、イベント側、スタジアム側と3者で計画を立ててます。

ひとつの方向を示せるかどうかわかると思います。 

10 月 20 日に磐田戦があります。浦和戦での悪い印象、更に日本戦の印象からして、これは勝たなくては

いけないと思います。 

キックラブでスタジアムボランティアの話が出ています。地元町内会はウェルカムです。いろんな人がボラ

ンティアはしたいのにその受け皿がないです。宮城県はやる気がないみたいです。そこをキックラブがやっ

てくれると良いなと思います。 

阿部：この後、発表されるキックラブビジョンでその辺も踏みこんでいくでしょう。村松さんは、宮城スタジア

ムを壊さない為の提案をホームページでされてますが、反響はいかがですか。 

村松：半々です。交通問題はわかっていたことです。建物を作ってしまってから交通アクセスの事を考える

のが宮城県でしょう。 

 ベガルタの試合で 1 億円掛けてシャトルバスを走らせるのは大変でしょう。通常的な交通手段が必要です。

駅からの距離としては新潟とはいい勝負です。新潟に多数の観客が入る事を思えば、宮城スタジアムでも

できない事はないと思います。 

阿部：日本が初めて決勝トーナメントを戦った場所として歴史に残る場所です。3試合で137,000人が利府を

訪れました。 

村松：日本が来るとはあまり予想してなかったですが、宮城スタジアムを考える上では非常に良かったと思

います。愛着も含めて我々県民がどう考えていくかですね。 

阿部：年間で維持費が 2 億 8000 万円、建設費は 270 億円掛かってます。物理的にではなく、考え方を壊し

ていくことも必要かと思います。宮城県民としてほこりを持って、それを町づくりに活用していきたいと思いま

す。 

浅野：ひとことだけ。2 年前のこけら落としのキリンカップ時、仙台のいろんな人が日本代表がくることを待ち

望んでいるのを知って、その気持ちがあればなんとかなるのではないかと思います。是非その時の気持ち

を持ちつづけてください。 

阿部：今が、そのチャンスだという事ですね。動き出す必要があるでしょう。どうもありがとうございました。 

（文責：野坂） 
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第 2回 ワールドカップ フリートーク・フェスタ  

キックラブ・アクティブ ビジョン 発表 

～今後のキックラブ・アクティブの活動について～ 

 

2002 年 7 月 21 日（日） 16：00～16：30 

場所 ： ハーネル仙台 

                                発表者：泉田 和雄（キックラブ・アクティブ代表） 

 

 こんにちは、私はキックラブ・アクティブの泉田です。今後、いろいろ活動を考えていますので組織の見直

し等はこれからやりたいと思いますが、現在、代表をしています。 

 キックラブとして過去 2年間、2002 年にむけて活動をしてきました。その一部をご紹介したいと思います。 

 まず、キックラブ立ち上げの経緯ですが、他の開催地とは事情が異なると思います。宮城の場合は、ワー

ルドカップ推進局が県民・市民を対象にして、メンバーを募集した団体です。予算は推進委員会から提供を

受けていました。メンバーの第1号は浅野知事だと思いますが、全部で400名くらいが所属していました。実

際には、その中の 20～30 名のメンバーが中心になって活動しています。 

そもそもの目的が、ワールドカップを市民に広報する、またワールドカップを盛り上げるという事でしたので

イベント中心でやってきました。大きなものとしては、昨年の 12 月 1 日のファイナルドローを受けて、この会

場を使ってフリートーク・フェスタの1回目を開催いたしました。その他、推進委員会、利府町などの各種イベ

ントに参加する活動をやってきました。また、ワールドカップに向けた情報発信をキックラブのホームページ

やキックラブニュースを使って行なってきました。イタリアがキャンプ地に仙台を選んだ事で、イタリアを含め

ての勉強会もいたしました。今回パネルディスカッションに参加頂いた浅野さんは第 2 回のワールドカップセ

ミナーの講師です。それ以来のお付き合いです。 

活動をまとめてみますと、ほとんど毎月、2・3 つのイベントをやってきています。大変多くの事を積み重ね

てきた気がします。これから代表的な物を説明しますが、自主的に企画し運営する事が基本でした。従って、

大半のメンバーが率先して活動する気風ができていますので、今後に是非役立てていきたいなと思います。

それ以上にここまで非常に多くの方に支えていただいたことも現実です。ここにお集まりいただいた皆さん

や、他開催地の皆さんとのつながりが大きいと思います。 

今までの活動ですが、昨年2月はメディアテークでの宇都宮さんのイベント、1年前イベントは宮城スタジア

ムで行ないました。ここではスタジアム見学ツアーが大変人気がありました。私達が考える以上にスタジア

ムを見学したい方は多いと思います。これに応える事も宮城スタジアム活用の大事な視点だろうと思います。

一方で仙台スタジアムで毎年行なわれている「仙スタ祭り」にもキックラブとして参加しました。各地で話題に

なった車椅子サッカーにも参加、お手伝いをしました。開催地である利府町でもイベントをいくつかいたしま

した。 

キックラブが主催したイベントでは、シェルコム仙台で行なったフットサル・フェスタがあります。在仙の留学

生などを招いて試合を行ないました。去年はイングランド、今年はブラジルが優勝しました。これは来年以降

も続けたいと思います。また、昨年末のフリートーク・フェスタでは、基調講演にサッカー解説者の松本育夫

さんを招き、その後 3 つの分科会に分かれてパネルディスカッションを行ないました。 

そのような活動を通じてキックラブとしてワールドカップに向けてやってみたいことを「キックラブ・ビジョン」

としてまとめました。夢は数多くありましたが、現実的な対応も含めて、形を変えながら半分以上のことを実

現できたと思います。 
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今年、6/8～6/18 までサッカーパークが勾当台公園で開かれました。その中で、宮城スタジアムの芝入り

お守り、（今日後ろにありますのでよろしかったらお持ち下さい）、また、ラッキーチャレンジカード、挨拶をま

とめた用語集などを配布したり、フェイスペインティングを行なったりしました。 

他方、ＪＳＡのサポーターウェブとの連動で情報を集めて宮城から発信をしたりしました。サッカーパークで

配ったのは宮城で試合をやる前の芝でしたが、今日配るのは、もしかしたらバティステュータが涙を流した

芝かもしれません(笑い)。フェイスペインティングは無料のこともあって非常に好評でした。メンバーの発案

で始まったこの企画は、最後にはメンバー全員がペインターになれるくらい成長したと思います。用語集は

三浦折りという難しい折り方に挑戦しています。（ここまでサッカーパーク展示物のスライドを使用しながらの

説明） 

今後についてですが、ワールドカップが終わってこのまま活動を停止するのはもったいない、またこの折に

できたいろんな人とのつながりを活かしていきたいと思います。 

今まではワールドカップというキーワードがありましたが、これからは、会員の親睦を図りながら、宮城県で

作成中の長期計画にある「市民スポーツを支える」即ち、「見る」「する」「支える」スポーツの、「支える」部分

が認知される文化ができてきたと思うのでその部分で「スポーツボランティア」をキーワードに活動したいと

思います。 

ワールドカップで生まれた「国際交流」の部分も大事にしたいです。韓国のクァンジュと仙台市は姉妹都市

です。クァンジュにはＫリーグのチームはまだありません。できた時には、ベガルタ仙台との交流の場を持ち

たいと思います。 

次に「サッカー」もキーワードです。仙台にはベガルタ仙台があります。サッカーを通じた活動をしていきた

いと思います。「スポーツボランティア」に関しては、具体的行動として、自分たちで発案をして自分たちで活

動をするスポーツボランティアが国内に何箇所かありますが、宮城スタジアムにもそのような制度を作りた

いと思っています。ベガルタボランティアの方との連動もぜひやっていきたいと思います。フットサルフェスタ

のように、自分たちで考えて、行動して、参加することも続けたいです。 

問題は資金です。資金は今ありません。みなで知恵を出し合って実現したいと思います。2006 年のドイツ

大会に向けて夢を追いかけたいのでこの部分に関しても地道に考えていきたいと思います。 

 これからも、自分たちのレベルアップを図るために多くの方の力を借りて向上したいと思います。今までは

推進委員会の力でやってきましたが、これからは自主独立になります。資金的後ろ盾もなくなります。どのよ

うな形で活動していくか、ＮＰＯ化も含めて検討していきたいと思います。培ってきたネットワークもより活か

した方向性で活動を進めたいと思います。 

 先般、ＪＡＷＯＣボランティアにアンケートをお願いしました。「今後どのような活動をしたいですか」と質問し

た所、約半数の方が「ボランティア」もしくは「スポーツボランティア」をしたいといわれました。また 10 数パー

セントの方が、国際交流や語学をやりたいといわれました。多くの方がなんらかの形で今後に関して気持ち

を持っているのだと思います。いい意味でキックラブ・アクティブが役に立てたらいいなと思います。 

最後に、1回目のセミナーに長野オリンピックボランティアを組織化された中島さんに話を伺いましたが、そ

の方の結びのことば、「何かを手に入れるためにボランティアになるのではなく、ボランティア活動をすること

により自分がどれだけ成長するかということで活動に参加するのである。ボランティア活動は様々な面で有

益である。人生を変えるほどの経験をする可能性を秘めている。ボランティア活動を通じて一生続く友情と

思い出を十分すぎる報酬として手に入れることができた。」とのことばがあります。 

お金を費やす事はあってもお金での見返りは当然ありませんが、それでもこれだけの広がりを持てた訳で

す。 

今後も皆様の絶大なご協力をお願いいたします。本日はお忙しい中ありがとうございました。 

（文責：野坂） 
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キックラブホームページの記録 

 
１．ホームページの概要 
ホームページ URL(Uniform Resource Locator): http://www.c-marinet.ne.jp/~kaz/ 
ホームページの設置日： 2000年 12月 10日 
設置日から 2002年 6月 30日までのアクセス総数＝概算 50,000件 
ファイル数 約 4,500、全ページ容量＝約 500 MB （2002/6/30現在） 
 
２．ホームページの変遷 

  
2001年 3月 19日改訂版 
この頃、メンバーページ、イベントページなど
が充実していった。 

2001 年 6 月の運営委員会でホームページを
英語化することを決定。 
そのため、2001 年 7 月 4 日付で更新したホ
ームページはトップページが英語版となり、
この方針は 2002 年 6 月 30 日まで継続され
る。 

この頃の話題： 
低迷するワールドカップ熱を県民、市民に侵
透させようと、種々の気運醸成イベントを計画。
その告知が多くページを飾る。 

この頃の話題： 
 運営委員会で集まる顔触れが固定してき
たことから、企画立案を効率的に行うように
なる。 
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2001年 7月 3日改訂のホームページ。 
英語版新設＆トップページ化とともに、キック
ラブアクティブのページを新設。この後の活動
はキックラブアクティブがメインとなる。 

2002年 5月 11日改訂のホームページ。 
ワールドカップ開幕まで１ヶ月を切った。
２，３月のキックラブ・イタリアイベント、
３，４月のＷ杯前イベントを終了してのラス
トスパート。 

この頃の話題： 
 運営委員会メンバーを中心にキックラブ・ア
クティブを結成。より活発に、より効率的に、
より発展性のある活動を行う。 
キックラブ・アクティブビジョンの策定に取
りかかる。 
１２月１日のファイナルドローを迎え、その
翌日に抽選結果を受けてのワールドカップ展望
を種々の側面から考える、フリートークフェス
タを開催する。 

この頃の話題： 
 ３月２１日、第１回宮城ワールドカップの
集いを開催。立場を越えて、ワールドカップ
開催にたずさわる多くの人が集まった。 
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2002年 6月 18日付ホームページ。 
ワールドカップが開幕して１９日。毎日更新で、
最新の情報をホームページが伝えた。トップペ
ージはもちろん、英語版であった。 
なお、この日は日本中が注目する日本－トルコ
戦があった。 

2002年 6月 26日更新のホームページ。 
あと４日でワールドカップも決勝戦を迎え、
長いようで短かった熱い戦いも終わる。 
と、同時にキックラブも解散する。 

この頃の話題： 
 キックラブは仙台市勾当台公園の Miyagi 
Sendai Soccer Park内に「ファンビレッジ」を
設置。６月８日から１８日までの１９日間、連
日多くの人がブースに訪れ、Soccer Park内で
最も多くの人が訪れたブースとなった。 

この頃の話題： 
 決勝戦をカーサベガルタで見よう、という
臨時イベントが密かに進行した。多くのキッ
クラブと友人が集まり、ドイツ－ブラジルの
決勝戦を堪能した。 
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2002年 7月 19日改訂のホームページ。 
キックラブは解散したが、活動はキックラブ・
アクティブとして継続する、という運営委員会
決定により、キックラブとしては最後のイベン
トを計画。それにしても「解散」という文字が
寂しい。 

2002年 8月 13日改訂のホームページ。 
宮城県Ｗ杯推進局から離れて独り立ちした、
キックラブアクティブ最初の会合を宮城ス
タジアムで行うことを決定。今後の方針を話
し合うことになる。 

この頃の話題： 
 第２回フリートークフェスタと、第２回宮城
ワールドカップの集いの開催が継続性のある活
動を示唆した。だが、参加者は必ずしも多くな
く、急速にさめていくＷ杯熱に、Ｗ杯は過去の
ものとなったという感を強くした。 
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 参考資料
フファァンンビビレレッッジジ  iinn  MMiiyyaaggii--SSeennddaaii  SSoocccceerr  PPaarrkk  
 2002/6/8～18 by ワールドカップ宮城・仙台友の会「キックラブ」 

１０開催地情報ネットワーク  
インターネットで１０開催地を直結！ 
各開催地へのアクセス、現状の状況をリアルタ
イムに受信。 
協力＝１０開催地ネットワーク  

Lucky Card Shrine 幸運神社  
赤い鳥居が目印の幸運神社。 
サッカーボールが鎮座してあなたの運勢を判断しま
す。 
幸運神社では、おみくじをひいて、ラッキーカード
をゲットできます。さあ、仙台市内へくりだそう。
有名選手とばったり、なんてことが。。。  
 

宮城スタジアムの芝入り御守り  
宮城スタジアムの本物の芝を乾燥。それを御守りと

して配布します。 
御守りは日本伝統の折り紙
で作った小さな入れ物。 
これを持ったらあなたにも
宮城スタジアムのご加護

が。。。。  

フェイスペインティングサービス  
あなたの好きな国の国旗を頬に入れて貰おう！ 
これで僕らは熱血サポーター気分だ。  

その他、キッズイベント、各国用語集配布など  
 WorldCup情報はキックラブ HPで http://www.c-marinet.ne.jp/~kaz/japanese.html 
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メーリングリストの記録 

 
○メーリングリストの概要 
メーリングリストの目的： キックラブ会員相互の情報交換、親交のため。また、キック
ラブの対外的な窓口として機能。 
メーリングリスト名：キックラブメーリングリスト kiclub@iamp.tohoku.ac.jp 
メーリングリストの設置日： 2000年 12月 27日 
メール数： 1,030通 
登録メンバー数： 37名（2002/6/30現在） 
メーリングリスト閉鎖日： 2002年 7月 31日 
 
○世話人専用メーリングリスト 
メーリングリストの目的： キックラブ世話人と推進委員会の調整機関 
メーリングリスト名：キックラブコアメーリングリスト kc-core@iamp.tohoku.ac.jp 
メーリングリストの設置日： 2001年 1月 28日 
メール数： 386通 
登録メンバー数： 5名（2002/6/30現在） 
メーリングリスト閉鎖日： 2002年 7月 31日 
 
○フリートークフェスタ用メーリングリスト （継続中） 
メーリングリストの目的： フリートークフェスタ開催のための事務連絡。その後、キッ
クラブアクティブメンバー相互の情報交換、意見調整のために変化した。非キックラブ会
員も参加し、多彩な話題で議論中。 
メーリングリスト名： フェスタメーリングリスト festa@iamp.tohoku.ac.jp 
メーリングリストの設置日： 2001年 11月 12日 
メール数： 1,170通 (2002/8/13現在) 
登録メンバー数： 33名（2002/6/30現在） 
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キックラブビジョン 

 
 

 



キックラブ・アクティブ
ビジョン

キックラブ・アクティブ
ビジョン

活動のキーワード

（１）スポーツ・ボランティア
（２）国際交流
（３）サッカー
＋会員の親睦

（１）　宮城スタジアムボランティア制度の提案と実現への取組
　更に、ベガルタ・ボランティアとの連動
　スポーツ・イベントのボランティア活動
（２）（３）　国際交流フットサル・フェスタの継続実施

　２００６ドイツ大会に向けた活動

（１）～（３）の実現のために、
　●継続的な組織・個人のレベルアップのためのセミナー企画
　 ●ＮＰＯ化の検討
　 ●活動を通じて構築してきたネットワークの拡大・交流の強化
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